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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　駒都え～じ




　目　次







第三十二話　ｋｉｓｓ　３


第三十三話　ｋｉｓｓ　４


第三十四話　ｋｉｓｓ　５


第三十五話　続　ｋｉｓｓ　１


第三十六話　続　ｋｉｓｓ　２


番外編　　　もうちょっとメイドの巻







　あとがき








　第三十二話　ｋｉｓｓ　３







　式しき森もり和かず樹きは口を半開きにしたまま、目の前のクラスメート二人を見つめていた。


　中なか田た一いち子こと片かた野の坂さか雪ゆき江えは、どちらも真顔だった。もっとも雪江はいつも菩ぼ薩さつみたいな表情なので、笑っているように見える。


　もしかしたら本当に笑っているのかもしれない。和樹もこれが自分ではなく他のクラスメートのことだったら、笑っているところだった。


「えーと……あの……キス？」


「そうです」


　雪江はにこやかな表情を崩くずさないまま言った。


「ここではお互たがいにキスしてもらいます」


　誰だれもいなかったら、「ぎゃー!!」と叫さけんでいるところであった。


　Ｍ＆Ｍコンテストは元がミスコンだが、やっていることはアメリカ横断ウルトラクイズである。参加者は二人一組となり、校内各所に設けられたチェックポイントをクリアして総得点で勝負する。一番得点の高い組が、葵あおい学園のミスとミスターになるわけだ。


　それはまあいい、と和樹は思う。二年Ｂ組が企き画かくの下した請うけをするとか、男女の人数が揃そろってなかったので女女の組み合わせがあるとか、手て違ちがいで男男の組み合わせもあるとか、やり直せばいいじゃないかと抗こう議ぎしたが受け入れられなかったとかあるのも、まあ我が慢まんできる。


　だが、ここでキスとはどういうわけだ。なんで他人の見ている前でやらなければならないのか。


「キスしないとポイントになりません」


　雪江は繰くり返した。


「さあどうぞ」


　和樹はたじろいだ。どうしてキスなのか。公平を期すためにクイズなりなんなりで、勝負をする。そういう趣しゆ旨しのはずである。


　彼の口づけに対する抵てい抗こう感ときたら、それはもう計り知れないほどある。なにしろ経験がないのだ。ゼロ。ナッシングである。ドラマのキスシーンだって見ているのがちょっと照れくさいくらいだ。「高校生のくせに……」という批判もあろうかとは思うが、未経験なのだから仕方がない。


　相手も問題だ。問題といってしまうと大変失礼なことになるが、山やま瀬せ千ち早はやなのである。親しくないとはいわないが、友達づきあいしかしていない女の子とキスするのは、いくらなんでもまずいのではないか。


　横目で千早をうかがう。困ったような照れたような、苦笑いのような表情をしていた。


「や、山瀬さん!?」


　なんで声が裏返っているんだろ、と和樹は頭の隅すみで思った。


「キ……キスとか、やっぱりよくないよ……ね」


「なんで『よくない』の？」


　千早はごく普ふ通つうに聞き返した。


「だって、ほら、よくない……よ……」


　まるで返事になっていない返事をする。


「んー、困るといえば困るけど」


　千早は和樹の瞳ひとみを見ていた。


「式森君次し第だいだよね」


「え？　いや……僕ぼくは……」


「僕は？」


　おろおろしている和樹と千早は対照的だ。心中はどうあれ、彼女は表面上「ちょっと困った」ですませている。どうも女という生き物は、こういうときになると根こん性じようが据すわる。


　テーブルを前に着席している一子が、ボールペンの頭でチェックシートをこつこつ叩たたいた。


「早くしてよ、式森君」


「は……早くって、ここでやるの？」


「そうだって言ったじゃない」


　和樹は遠回しに「嫌いやだ」と言ってるのである。もちろん一子は気づいているのだろうが、考こう慮りよもしてくれない。


「た……体力に自信がないから、こういう身体からだを使うのはちょっと……」


「キスは体力関係ないから」


　一子が答えた。それはそうだが。


　そもそも、和樹はこのイベント、にぎやかしで出ている。松まつ田だ和かず美みにそう言われたのだ。しかも盛り上げ役を命じられ、適当にクリアするかハプニングを起こせと命じられていた。おかげで行動は逐ちく一いち携けい帯たい電でん話わによって指示されている。こういうのは八や百お長ちようと呼ぶのではないか。


　目の前にはデジタルビデオカメラがある。さきほどから動きっぱなしだ。記録をとっているのは「証しよう拠こがないと意味がないから」らしい。


　しかしこれでは、弱みを残すのと同じである。しかもＢ組の生徒の前でやるのだ。


　彼ははっとした。急いで和美に連れん絡らくを取る。


「松田さん、松田さん!?」


（なによ。あんまり大きい声を出すとバレるわよ）


　彼女とはワイヤレスのイヤホンで連絡を取っていた。かなり高性能で、声もちゃんと拾ってくれる。


「それどころじゃないよ。今チェックポイントの十番にいるんだけど」


（早くすませて。そこがすんだら十六番ね）


「なんかあの……キスしろって言われたんだけど」


（してよ）


「は!?」


（だからしてって。ポイント高いわよ。通常の二倍）


　壁かべに貼はってある得点表を眺ながめる。確かに他よりも高得点だ。ご丁てい寧ねいに赤字で書いてある。


　ただしどこにも「キスしろ」とは書いていない。


（責任者は一子でしょう。言うとおりにして）


「本当にここでキスしなきゃいけないの!?　他の人はなにしたのさ」


（余計なことは気にしないで）


「おい！　本当はキスじゃないんじゃないの!?」


　和樹はつい叫んだ。千早がきょとんとして見ているが、そこまで注意していられない。


（どうでもいいでしょ、本当のことなんて）


「よくないよ。ここでキスして記録に残ったりしたら、あとでなに強ゆ請すられるか分かったもんじゃない」


（式森君、最近頭が回るようになったわねえ）


「やっぱり！　絶対しないからね！」


　和樹はそう言うと、通話を止やめた。携けい帯たい電でん話わの電源とワイヤレスのスイッチは切らない。そのあたりが小心者。


　彼は憤ふん然ぜんとして、一子と雪江に向き直った。


「僕やらないから」


「なんでよ」


「どうしてですか？」


　女の子二人は、揃って首を傾かしげた。


「できるわけないだろ！」


「まあ酷ひどい」


　雪江が口をＯの字に開けた。


「つまり式森さんは、キスなんかするつもりはないとおっしゃりたいのですね」


「そうだよ」


「そちらの女性はキスする価値すらないビッチであるとおっしゃりたいのですね」


「そ、そんなことは言ってないよ！」


　狼ろう狽ばいする和樹を尻しり目めに、雪江は千早の方を向いた。


「式森さんがこんなことを言ってますけど、なにかご意見は？」


「え……」


「や、山瀬さん。今のは噓うそだから、噓！」


　和樹は急いで言った。雪江が喋しやべり続ける。


「噓ならぜひキスを」


「そっ、そっちは噓じゃないから！」


「キスする価値もない女であると」


「それは噓なの！」


　自分でもなにを言っているのか分からなくなってきた。雪江はなにを喋っても観かん音のん菩薩みたいに微笑ほほえんでいるだけで、滅めつ多たに表情が変わらない。おかげで和樹が一方的に狼狽うろたえていた。


　二年Ｂ組では数少ないマトモ系であるはずの雪江に突つっ込こまれ、彼の混乱は酷いものとなっていた。


「あのー、あたしもあんまり好ましくないかなって、思っているんですけど」


　と言い出したのは千早であった。


「こういうところでするのは、あたしもちょっと恥はずかしいし」


「暗がりか、砂さ漠ばくの真ん中だと思えば」


「明るいし、砂もないから。男女どっちも拒きよ否ひしたら、ここのチェックポイントは成り立ちませんよね」


　雪江がちらりと一子を見る。一子は咳せき払ばらい。


「まあそうですけど」


「じゃあここはやらなかったってことでいいですか」


「でも得点にならないわよ。せっかく倍なのに」


「そこはしょうがないです」


　千早は和樹に言った。


「ね」


　同意を求められ、何度もうなずく和樹。


「……それなら」


　一子はカードを受け取ると、機械に通した。何度か赤いランプが点つく。


「もう一回ここに来ても、無効なので。いまさらキャンセルはきかないわよ」


　和樹は彼女からひったくるようにしてカードを受け取った。誰だれがもう一度来るか。


　そして二人で会議室を出た。


　廊ろう下かには人が並んで列を作っている。ここでどんなことがおこなわれるか知らないのだろう。どいつもこいつも太平楽な顔をして、と和樹は思っていた。


　ひとけのないところまで移動して、ようやくほっとした。


「ありがとう、山瀬さん」


　千早はごく普通に返事をした。


「いいよ。……でも、式森君があたしとキスをしたくないってことが分かっちゃったのは、がっかりだったかな」


「え!?　い、いや、山瀬さんがどうのってことじゃなくて、やっぱり、ほら」


　顔を赤くしてバタバタと手を振ふる和樹。千早はどことなく面おも白しろそうにしている。


「いいって。気にしないことにするよ」


「え……」


「今はね」


　和樹にはいまいち真意を摑つかみきれない。目の前の女の子が、どこまで本気でどこまで噓なのか。空気や雰ふん囲い気きがあまり読めない彼には難事だ。全部が本気な夕ゆう菜なとはやはり違ちがう。


　千早はなにごともなかったかのように、明るく言った。


「さ、次に行こうよ。点数取り返さなくっちゃ」





　てーてれってーてってって。携帯電話の着信メロディーが鳴り響ひびく。七〇年代のドラマみたいな音楽に、一子は眉まゆを顰ひそめた。


「なにこれ……」


「わたくしです」


　雪江が携帯電話を取り出して、猪いの俣また公こう章しよう作曲「故ふる郷さとは地ち球きゆう」（シルバー仮面主題歌）を止めた。「雪江お姉さんの趣しゆ味みが分からん」と一子は呟つぶやく。
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「はい。……あら、松田さん」


　電話の相手は和美のようだ。早口で喋っているらしく、相づちを打つ雪江の返事も、心なしか早い。


「ええ、キスはしないで行きました……はい。ええ、はい」


　それからしばらく無言で和美の喋っていることを聞く。


「はい……分かりました」


　電話を切るのを待って、一子は質問した。


「和美でしょう。なんだって？」


「式森さんのことですわ。口出しはしないで放ほうっておいていいと」


「へ？　式森君のキスシーンを撮とって強請るんじゃなかったの？」


「特に必要ないそうです。式森さんには他にやってもらうことがあるからと」


「ならいいけど……じゃあここでキスシーンはなしってことね」


「いえ。他の人のは必要だそうです。生徒会役員やクラス委員級の重要人物のものは、必ず撮るようにとのことです」


「相変わらず抜ぬけ目のない娘こ……」


　一子は呟くと、ビデオカメラの調整をはじめた。





　　　　○





　宮みや間ま夕菜はきょろきょろしていた。彼女は方向感覚がしっかりしている方で、滅多に道には迷わない。それでも日ひ頃ごろとは違う場所に案内の矢印が貼ってあったりするので、しばしば確認が必要になった。


「ええと、こっちに行けば次のチェックポイントですか」


「夕菜さん、意外と熱心なのですね」


　隣となりの神かみ城しろ凜りんが感心したように言う。この二人は女女の組み合わせでＭ＆Ｍコンテストに参加しているのだった。


　夕菜はにこりとする。


「どうせならちゃんと楽しまないと」


「それほど乗り気ではなかったように見受けられましたので……」


「だって和樹さんがやりたくないなんて言うから」


　少し夕菜は怒おこって見せた。


「なのに、自分は山瀬さんと参加するんですよ。なんか嬉うれしそうにしてましたし」


「さして嬉しそうにも見えませんでしたが」


「いいえ、あれは絶対嬉しそうにしてました。わたしには分かります」


　彼女独特の「夕菜アイ」が作動しているようであった。


　廊下では、生徒たちがチェックポイントからチェックポイントへと小走りに移動している。深刻そうにしているのは少数で、誰もが嬉しそうにはしゃいでいる。意中の女子なり男子なりとペアになった生徒に顕けん著ちよで、いかにもイベントを楽しんでいた。今日のことはいい想い出になるであろう。


「……皆みなさん元気ですよね」


「はあ」


　ちらっと凜を眺ながめる夕菜。ついでにため息。


「あんなに人がいるのに、わたしたちは女の子同士……」


「夕菜さんは私に含ふくむところがあるのですか？」


「そうじゃありませんけど、でもやっぱり男の子……和樹さんと一いつ緒しよだった方がよかったというか……」


「それを言うなら私も、女同士よりは……」


「男の子には興味ないんじゃありませんでした？」


「あ、当たり前です。興味なぞありません」


　やや顔を赤くする凜。日本人形のような顔立ちなので、紅潮すると花が咲さいたようにも見える。


　ただ言葉は悪いが、夕菜は剣けん豪ごう少女のこのような態度は見み飽あきていた。


「男の人には興味ないけど、和樹さんには興きよう味み津しん々しんとか」


「そんなこと私がいつ言いました!?」


「言ってないけど、心の中でそう思ってます」


　夕菜が凜に視線を飛ばす。剣豪少女は負けじと受け止める。


「言いがかりはやめてください」


「言いがかりじゃありません。わたしには凜さんの胸の内が手に取るように分かります。否定したって無む駄だです」


「どう考えてもオカルトです。私は男のことなんて、ましてや式森のことなど……」


　一いつ触しよく即そく発はつ状態。ただならぬ雰囲気を察したか、走り回っている参加者たちが二人を避さけはじめた。


　じりじりと互たがいに接近する。夕菜の周囲には精せい霊れいが集結をはじめ、凜は愛刀の柄つかに手を添そえる。


　──が、どちらからともなく、はあっと息を吐はいた。


「やめましょう。空むなしいです」


「ええ……まるで益がありません」


　精霊たちは解散し、柄から手が離はなれた。


「なんで、こんなことでいつも争っているんでしょう。当の和樹さんは、山瀬さんと一緒なのに」


「ええ……。あの男は自分ばかり被ひ害がいのない場所にいて、いつも私たちばかり」


「……やっぱり凜さん、和樹さんに──」


「は……いやいやいや」


　凜が頭を強く振って否定した。


「言葉のあやです。あや」


「……まあいいです。それより、チェックポイントに行きましょう。なんのために参加しているのか分からなくなってきました」


「そうですね」


　二人は気を取り直した。小走りに廊下を進む。


「ところで夕菜さん、どこに行くのです？」


「そうでした。ええと……ここからだと十番がいいですね」


　案内用のシートを見ながら、階段の上を指さす。二人は一段飛ばしに上っていった。


　チェックポイント十番の会議室には何組か並んでいた。一組ずつしか中には入れないようになっている。これはクイズ形式だった場合、問題を見られるのを防ぐため。


　待つことしばし、夕菜たちの番になった。


　中には一子と雪江がいた。


「あら夕菜」


　一子が意外そうに言う。


「参加してたっけ。ちょっと前に式森君も来たわよ」


「あ、もうクリアしたんですね」


　夕菜は凜を見て「負けられませんね」と言った。それから改めて、


「どんなことをすればいいんですか？」


「ええとね……」


　一子は足あし下もとに置いてある段ボールをごそごそ引っかき回す。「ありゃ」と呟いて隣の雪江の方を向いた。


「雪江お姉さん、課題のシートは？」


「あら、キスじゃありませんでした？」


　と雪江。


「キスじゃないわよ。当分なし。うちのクラスでやると問題が大きくなっちゃうから」


「ですけど、式森さんの時は……」


　不意に殺気を感じ、一子は正面を見た。そして「ひっ」と悲鳴を上げた。
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　夕菜の髪かみの毛が、重力を無視して逆立っていたのである。


　顔は平常のままだったが、瞳ひとみの中に炎ほのおが渦うず巻まいているのが分かった。口くちの端はしがぴくぴくと引きつっている。


「……雪江お姉さん」


　夕菜の台詞せりふに、さすがの雪江も驚おどろいていた。


「は、はい？」


「和樹さんもここに来たんですよね」


「ええ……」


「キスってなんですか……？」


　じりじりと迫せまる。雪江は徐じよ々じよに後ろに下がっていった。


「キスと申しますのは、唇くちびると唇を……」


「辞書的な意味ではなく、和樹さんはキスしたんですか!?」


「し、していません」


　雪江は反射的に返事をした。


「本当でしょうね!?」


「本当です。中田さんに確かめてください」


　夕菜の首が、ぐるんと動いて一子に向く。話を振ふられた彼女は、急いで肯こう定ていした。


「本当本当、噓うそじゃないわよ。雪江お姉さんの言うとおり。式森君はキスを断ったんだって」


「断った……？」


「そう」


　見る見るうちに、夕菜の殺気が小さくなっていく。一子と雪江と、なにより凜が胸むねを撫なで下ろした。


「ならいいんですけど……。なんでキスなんか」


「えーっとね、ここはそういうところなのよ。キスだけじゃないんだけどね」


　ほっとした一子が説明した。生命の危機が去ったので饒じよう舌ぜつになっている。


「キスでポイントが高くなると。ほら、好きあってる男の子と女の子のペアとかの場合に、後ろから押おしてあげた方がいいじゃない。特に男の子なんか照れ屋が多いから。まー、本当はキスシーンをビデオに撮って恐きよう喝かつの材料にするんだけど」


　あははと彼女は笑った。夕菜はくすりともしない。


「キスはここだけですか？」


「え……？」


「ここ以外にキスするところはあるんですか」


「あるよ。他にもいくつか」


「そうですか」


　夕菜は一子との会話を打ち切り、ぐいと凜の袖そでを引っ張った。


「行きましょう」


「は？」


「行きましょう。用事ができました」


「いや用事って……夕菜さん!?」


「喋しやべっていると舌を嚙かみますよ」


　そう告げると、彼女は返事も聞かずに凜を引きずっていった。





　　　　○





　和樹は千早と共に校舎から校庭に出た。そこでようやく、和美から連れん絡らくがあった。


（ちょっと式森君、指示通りに動いてよ）


「指示通りにしてるじゃないか」


　憤ふん然ぜんと彼は言った。


「嫌いやなことは嫌だと言っただけだよ」


（今度はちゃんとあたしの言うこと聞いてよ。適当に盛り上げてもらう役なんだから）


「適当ってところが引っかかるんだよな」


（今はどこにいるの）


「校庭だけど」


　スタートとゴールの地点だが、チェックポイントも何か所か存在する。体力系が多いらしく、遠くで二に人にん三さん脚きやくが走り回っていた。


「僕に身体からだ使うことは期待しないでよ」


（してないわよ。チェックポイントの十四番に行って）


　十四番は校庭の端はしの方であった。ただ葵学園の校庭はむやみに広いので、そもそも端に行くまで大変である。


　やっとの思いで着く。見回しているとあまり生徒がいない。すぐに順番が回ってきそうだった。


　ここはＢ組の御み厨くりや真しん吾ごという薬馬ば鹿か（褒ほめ言葉ではない）がスタッフをしていた。


「おお、式森か」


「御厨……もしかして、認可されていない薬の、実験体になれっていうんじゃないよね」


「しまった。その手があったか」


　彼は悔くやしそうに舌打ちをした。


「そういうことはもっと早く教えろよ。親おや父じの会社から持ってくるんだった」


　この男の両親は製薬会社の重役なのである。しかも株を創業者一族から買い、オーナー社長になったばかりなのだ。


「高校生で実験すりゃあ、ちょっとした稼かせぎになったな」


　和樹は怖おぞ気けを震った。


「するなよ、そんなことは」


「次回はやることにする。ええと、ここのチェックポイントの説明はいるか」


「うん」


「よし。簡単にいってしまうと、運動能力を競きそうゲームだ」


　和樹はげんなりした。


「やっぱり身体使うのかあ。年末にテレビでやってるあれみたいなやつ？」


「ちょっと違ちがうな。まず野球とテニスのどちらかを選ぶ。十球投げるから、それをどれだけ打ち返したかがポイントになるってわけだ」


「似てるじゃん」


「違うって。ほら、あれ」


　御厨の示した方向では、男子生徒が力ちから一いつ杯ぱいバットを振っていた。


　それだけなら特に変なことはない。だがボールを投げている相手が人間ではなく機械だった。それもバッティングセンターにあるピッチングマシーンではなく、太くて長い砲ほう身しんを備えた砲台だったのである。


　轟ごう音おんと共に球が発射される。一いつ瞬しゆんにして球がネットに突つき刺ささり、男子生徒のバットはかなりあとになってから空を切った。


「はい終しゆう了りよう。ゼロ点……と」


　御厨が生徒からカードを受け取ってチェックする。和樹は仰ぎよう天てんした。


「なにあれ!?」


「見りゃ分かるだろ。ピッチングマシーンだ」


「大砲じゃないか！　ピッチングマシーンは、こう腕うでみたいなのが投げて……」


「お前、そりゃいつの時代のバッティングセンターだよ。今はもっとハイテクなんだ」


「どこがハイテクだよ。あれ火薬で撃うち出してるんじゃないの!?」


「分かってるじゃないか。装薬の量でスピードを調整するんだ」


　確かに、見ていると後ろの閉へい鎖さ弁を開けて球と薬やつ莢きようを詰つめていた。ますます大砲である。


「……あんなの、この学校にあったんだ」


「科学部ってあるだろ。あそこの連中に、売り上げの幾いくばくかを渡わたすことで造ってもらった」


「当たったら死ぬよね」


「測ったことはないが、三百キロ以上は出るだろうなあ。あまりスピードを上げると球が破は壊かいされるって科学部の連中が言ってた」


　慰なぐさめにもなりはしない。破壊されるのはこっちの方である。当たって入院ですめば、運がいい方だろう。


　和樹の耳元が、ざーざー音を立てる。やがて和美の声。


（式森君、十四番にいるんでしょ？）


「うん。帰りたいけど」


（そこ、人が少ないのよね。盛り上げたいから参加して）


「少ない理由は分かるよ。説明しようか」


（終わってからにして。そこに参加してくれればいいから。御厨君には伝えてある）


「あ、じゃあ手加減してくれるんだ」


（は？　なに言ってんの？）


　和美は「狂くるったか」と言いたげな口調だった。


（式森君は球に当たってもらうのよ）


「なんで!?」


　彼は叫さけんだ。千早が驚おどろいてこっちを向く。


（芸人とおなじよ。ほら、絶対やらないって言いながら飛び降りたり、やめろって言いながら熱湯風ぶ呂ろに突き落とされたりするのってよくあるでしょ。ああいうハプニングは盛り上がんのよ）


「あれは合意の下もとでやってるんじゃないか！」


（あたしたちも合意すればいいじゃない）


「誰だれがするもんか！　死んじゃうよ！」


（馬鹿ねえ。式森君は一度死んでるじゃない）


　イヤホンの向こうであははと和美は笑った。そういやそうだったなと和樹は思うが、だからといってもう一度死ぬ人間がいるのだろうか。本当にお陀だ仏ぶつになるかもしれない。


（式森君がボールに当たって苦く悶もんする様は、ばっちり記録しとくから。インターネットに流して笑いをとる）


「本気で怒おこるよ!?」


　怒っても和美はこたえないだろう。神経は吊つり橋を支えている鋼鉄製のワイヤーよりも太くて丈じよう夫ぶだ。


（じゃあよろしくねー）


　一方的に告げ、和美は話を終わらせた。スイッチは入っているが、呼びかけても返事がない。無視する気だ。


　和樹は急いで御厨に言った。


「ここは棄け……」


「えーと、式森はテニスでいいかな」


　御厨は抗こう議ぎを全く受け付けずに返事。テニスのネットが張られた向こうには、やはり大砲に似た機械が据すえられていた。そしてごく普ふ通つうのラケットが、和樹に渡される。


「ほら、これ」


「僕ぼく、テニスなんかやらないよ！」


「ラケットは振ふらなくていい。球に当たるだけだ。地蔵にだってできる」


「地蔵は痛みを感じないだろ！」


　こっちはばっちり痛覚があるのだ。石と一いつ緒しよにしないで欲ほしい。野球のボールよりはマシだが、その分砲身が長く初速が高められるようになっている。当たったらどうなってしまうのだろうか。


　逃にげだそうとした和樹に、それまで黙だまっていた千早が言った。


「ねえ式森君、あたしがやろうか」


「え？　山瀬さんテニスやるの……？」


「うん。中学の頃ころは大会でいいとこまでいったよ」


　彼女は御厨に向かって、


「あたしがやってもいいよね」


「そりゃ構わないけど」


「スピードは加減してくれる？」


「んー……式森よりはね」


　さすがの御厨も、女の子の身体に当てるのは抵てい抗こうがあるらしい。これが仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこあたりになると、性別に関係なく容よう赦しやがない。


「じゃあやろう」


　彼女はラケットを和樹からもらった。


「あの、山瀬さん、ここは止やめても仕方ないよ。僕は構わないから」


「さっきも止めちゃったじゃない。少しは稼がないと……そうだ、もしあたしが怪け我がしたら看病してね」


　彼女は冗じよう談だんめかしながら言うと、コートに立った。





　　　　○





「松田さん！」


　夕菜は二年Ｂ組の教室の扉とびらを、力を込こめて開けた。ばあんと響ひびき、何人かがびっくりしてこちらを向く。


　彼女は無視して、足を踏ふみ入れた。凜はもちろん引きずったまま。剣けん豪ごう少女は諦あきらめたようにされるがままとなっている。


　和美は携けい帯たい電でん話わから耳を離はなして振り返った。


「なによ……あら夕菜。ここはスタッフルームだから、参加者は立ち入り禁止──」


　夕菜はつかつかと和美に近寄った。


「松田さん、キスってなんですか、キスって。どうして和樹さんにそんなことさせようとしたんです」


「やだ。なに言ってんのよ。式森君が誰とキスしたって、夕菜には関係な……」


　凜を放し、代わりに和美の両りよう肩かたを摑つかんでぐっと引き寄せる。


「関係あるんです。あるんですよ」


「あ……あんの？」


　和美は顔面に吹ふき付けられる怒いかりにのまれかかっていた。額から汗あせがだらだら流れた。もっとも夕菜が本気になれば、誰だってこうなる。


「和樹さんは誰とキスしようとしたんですか。山瀬さんですね」


「そ……そうだけど。まだしてないから」


「まだってなんですか。次はどこでさせるつもりです!?」


　肩から首に手が移る。彼女自身にその気はないが、自然と力がこもっていた。


「やだちょっと……夕菜、苦し……」


「どこですか」


「えと、ね……話を聞いてよ……」


「話が先です」


　和美は顔を引きつらせながら喋しやべった。


「あのねあのね。式森君のキスは……サクラなのよ」


「サクラ？　お花見ですか」


「そっちじゃなくて、テレビ番組の仕込みの方のサクラ。えっと、組み合わせを決めるときに抽ちゆう選せんしたわよね」


「ええ。わたし、それで凜さんと一緒になったんですから」


「あれってね、こっちで調整してんのよ。全部組み合わせを決めていたの」


　夕菜の手が弛ゆるんだ。凜も興味が湧わいたらしく、注目している。


「どういうことです？」


「たとえばね、好きな男の子とペアになりたい女の子がいるとするじゃない。あたしたちが依い頼らいを受けて、一緒になれるようにしたのよ」


「それがキスとどういう関係が」


「分からないかな。ペアになれたからって、必ずなにかあるとは限らないじゃない。そこで式森君みたいな地味な男の子でもキスできれば、引っ込み思案でも勇気が湧くでしょう。だから式森君にさっさとキスをさせたいのよ」


「和樹さんのどこが地味ですか！　……否定はできませんけど。それだけのためにこんな大がかりなことをしたんですか。ボランティアと同じですね」


「ただじゃやらないわよ。特定の相手とペアになりたい人からは、ちゃんとお金を取ったわ。コンテスト自体は純じゆん粋すいな競争だから、それも番号振って賭かけの対象にしてる」


　胸を張る和美。こうしている間にも、黒板には続々と変動したオッズがかき込まれていく。


「威い張ばらないでください。もしかして、和樹さんが山瀬さんと一緒になったのも仕込みなんですか!?」


　また手に力がこもる。和美は急いで否定をした。


「違ちがうわよ！　あれは本当に偶ぐう然ぜん。女の子の数が多かったから、男女ペアになることはもともと決まっていたの」


　基本的に噓うそが得意な女の子だが、今の表情はかなり真ま面じ目めだった。八や百お長ちようの告白までしておいて偶然もなにもないものだが、これは信じてもよさそうだ。


「じゃあ、わたしと凜さんがペアになったのも偶然ですね」


「え……」


「今のはなんですか!?」


「絞しめないでよ！　えっと、夕菜と神城凜って、どっちも人気あんのね。じゃあこの二人がキスなんかしたら客が沸わくんじゃないかって……」


「そんなことやらせるつもりだったんですか！」


「まだやってないわよ！」


　落ち着いてと和美は手をばたつかせた。そこに凜が、冷ややかな声で言う。


「黒板に私と夕菜さんの名前が書いてあって、掛け率みたいなものが記されているのですが」


「あー、あれは掛け率じゃないの。アングラで二人のキスシーンが見たいかってアンケートとったら結構な数がイエスって言ってきたんで、有料で動画配信をしようかと。それの予約数」


「なに考えているんですか！」


　夕菜が頭を沸ふつ騰とうさせた。もう容赦しないぞと、くわっと口を開ける。


「それだけですかこの計画は！」


「式森君のことならまだ……」


「あとはなんです!?」


「えー、山瀬千早が嫌いやがるかもしれないから、他に式森君とキスする人間を見み繕つくろっておこうかなって」


「誰だれです、それは」


「舞まい穂ほちゃん」


「こらー!!」


　夕菜は頭の火山が爆ばく発はつしそうになった。栗くり丘おか舞穂はまだ十三歳である。別に法で禁止されているわけではないが、最低限のモラルがあるだろう。なにより、相手が和樹だというのがよろしくない。どうも姿が見えないと思っていたら、そんなことになっていたのか。


　和美はすぐに言い添そえた。


「でも舞穂ちゃんは喜んでいたわよ。飛びだして行っちゃったから」


「そういう問題じゃないです！　舞穂ちゃんはなんにでも喜ぶんです！」


　クラスメートといえど、一度はお仕置きをしたほうがいいかもしれない。連れん載さい八年目にしてはじめて彼女はその境地に至った。腕うでに精せい霊れいをまとわりつかせようとする。


　が、途と中ちゆうで止めた。頭にあることが思い浮うかんだのだ。


「和樹さんとキスする場所は決まっているんですか」


「候補が何か所かあるけれど……どうして？」


「ひとつ相談があるんですけど、聞いてもらえますよね」


　夕菜はいかにも清純そうな微笑ほほえみと共に、和美ににじり寄った。




　第三十三話　ｋｉｓｓ　４







「はい、これでラスト」


　千ち早はやは撃ち出されたテニスボールを、正確にコートの中へ返した。


　御み厨くりやは確認をすると、カードを機械に通してから千早に渡わたす。


「はいこれ。タオルはサービス。使い終わったらそこの籠かごに入れておいて」


「どうも」


　彼女は二つとも受け取ると、にこりと笑う。それから汗あせを軽く拭ふいた。


　和かず樹きは感心しながら眺ながめていた。女性用に加減されているとはいえ、砲ほう台だいみたいなマシンから撃ち出されるボールを、全すべて返したのである。運動神経の鈍にぶい彼から見れば、手品みたいなテクニックだった。


「山やま瀬せさん……プロみたいだね」


「そう？　これくらい誰でもできるよ」


　千早はタオルで首筋をぬぐうと、きちんと畳たたんで籠に入れた。


「あのマシン、あそこから動かないし、弾だん道どうもまっすぐだもん。怖こわいのはスピードだけでしょ」


「僕ぼくには無理だなあ」


「やればできるよ」


　世辞ではなく、励はげますような言い方でもあった。嫌いや味みな気もしない。このあたりは人徳だろう。


「山瀬さん、テニスやってたんだっけ」


「うん。中学の時と、高校でも」


「前の高校でも？」


「大会行ったよ。なんか学校新聞に載のったことあったな。鳴なる尾おさんだっけ。あの娘こが……」


「鳴尾さん？」


　千早は「あ」という顔をした。すぐに元に戻もどる。


「……大会で、葵あおい学園の人たちと会ったことがあるの。ちょっとだけだけど」


　和樹は「ふーん」と返事。千早が慌あわてた感じもしたが、気のせいだろうと思った。


（ちょっと、式しき森もり君）


　イヤホンを通して、松まつ田だ和かず美みの声が響ひびいた。


（御厨君から連れん絡らくあったわよ。なんで勝っちゃうのよ）


「いいじゃないか」


（式森君がボールにぶつかるからネタになるんでしょう。もっと身体からだを張って笑いを取りにいきなさいよ）


「……僕、芸人じゃないんだよ」


（一回死んで幽ゆう霊れいになったなんて、芸人じゃないとできないわよ。協力しなさいよ）


「やだよ。ここは僕たちの勝ちね」


（Ｆの山瀬さんにやらせたんでしょう。プロの助けを借りるなんて卑ひ怯きようよ）


「二人一組だからこれでもいいんだろ」


（なんのためのサクラよ）


　和美の口調はだんだん乱暴なものになっている。並行して賭と場ばを開帳しているというから、なにか不都合でも出てきたのだろう。もちろん和樹には知ったことではない。


「勝手にサクラにしたくせに」


（おかげで点数取りやすいって噂うわさが広がるわよ。どうするのよ）


「そっちでなんとかしてよ」


　しばらく連絡が止やむ。遠くでなにやら話をしているのが聞こえた。


（……じゃあ、そこはいいから、また移動して）


「分かったよ。今度はまともなんだろうね」


（今まであたしたちが、まともじゃないことをしたことがあった？）


　どの口がそういうことを言うんだ。和樹は心の中で呟つぶやき、指示を聞いた。





　　　　○





　和美は通話を終えると、後ろを向いた。


「えーと、これでいい？」


「結構です」


　宮みや間ま夕ゆう菜なはうなずいた。


　彼女は先程からずっと、和美の背後に陣じん取どっていた。椅い子すに座すわり腕うで組ぐみをして、じっと見つめている。「下手なことをしたらただじゃすみませんよ」という圧力を、視線にして注いでいた。


　二年Ｂ組の教室内も静まりかえっている。時々賭かけを受け付ける携けい帯たい電でん話わの通話音がするくらいだ。それも夕菜に気を遣つかって、ひそひそ声でおこなっていた。


「式森君は……体育館へ向かわせたけど」


「舞まい穂ほちゃんがいるところですよね」


「そうだけど」


「凜りんさん」


　夕菜は斜ななめ後ろに立っている剣けん豪ごう少女に声をかける。


「なんでしょう」


「舞穂ちゃんを連れてきてください」


「ちょっと待って」


　和美が口を挟はさんだ。


「舞穂ちゃんは校内に潜ひそんでいるロリコンのあぶり出しにも一役買ってもらうのよ。生徒よりも教師にいそうだから、カメラとビデオと録音機材を配置して証しよう拠こを押おさえるつもりなんだから。教育委員会レベルまで話を持っていけば、当分小こ遣づかいには不自由しない……」


「子供になにをやらせるんですか」


「お触さわりはなしにしたわ」


「当たり前です！」


「でも舞穂ちゃんノリノリだったわよ。大きくなったら水商売の女になるって……」


「あの娘はエッチなことならなんでもいいんです！　利用しようなんて考えないでください！」


　ぴしゃりと言い放って文句を封ふうじた。「自分はどうなんだ」と言いたげな視線には返事をしない。


　凜は教室を出て行こうとする。


「あ、凜さん待ってください。ついでに生徒会室に寄って、玖く里り子こさんからデジカメを借りてもらえませんか」


「は？　デジカメですか？」


　きょとんとする凜。


「ええ。玖里子さん、いつも持ち歩いてますから」


　剣豪少女はうなずいて、小走りに廊ろう下かに出て行った。


　夕菜は和美に向き直る。


「体育館では、どんなチェックがあるんですか」


　和美ではなく、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが、ファイルにとじられた分厚いマニュアルをめくった。


「あそこは確か……垂すい直ちよく跳とびがあったな」


「体力測定みたいですね」


「イケメンと美少女はマイナス三十センチからのスタートになってる。もてない男と女は逆にプラス三十センチ」


「誰だれです、そんなこと考えたのは」


「金を払はらえばハンデはなくなるよ。逆にイケメンや美少女認定して欲しいために金を払うってケースも想定している」


「……よくそんなシステムを思いつきますね……。わたしも男の人にもてませんから、プラスになるんですか」


　と夕菜。微び妙みような空気が流れたが、彼女は本心から「自分はもてない」と信じているので気づかない。


　仲丸はなおもマニュアルをめくる。例外事じ項こうや特記事項、どこからも文句が出ないように修正事項がぎっしり詰つまっているため、非常に厚い。スポーツマンの仲丸ですら重そうだ。


「他には……おい松田、このマニュアル二百四十ページから十ページ分抜ぬけてるぞ」


「今書きかえ中よ。クレーマー処理と弁護士を呼ばれた場合の対処法が改定されたから」


「クレーマーは麻ま酔すいを打って倉庫に寝ねかしておくんじゃないのか」


「相手が公権力の手先だったら問題が出るから、催さい眠みん術じゆつで記き憶おくを封ふう印いんする方法に変へん更こうしたのよ。なにかあっても時間が稼かせげるわ」


「手入れがあった場合の証しよう拠こ隠いん滅めつ法もないじゃねーか」


「書類を溶とかす薬品と燃料剤ざいの調達が間に合わないから、逃とう走そう用のルートの見直しに……」


「ちょっと、いきなり非合法手段の話をしないでください！」


　夕菜が口を挟んだ。「うちのクラスって、こんな人ばかりだったのかしら」と独り言を言う。


　和美は肩かたをすくめて、


「でもこういうのって重要よ。いつ手が後ろに回っても仕方ないことをしてるんだから、せめて証しよう拠こ隠かくしは入念にやらないと。清いままの高校生でいたいから」


「どこが清いんですか。……でも、清らかなことをするつもりはあるんですよね」


「というか、あたしたちはいつも清らかよ。似合う色は純白」


「そのあたりは聞かなかったことにします。では清らかついでに協力してください」


「なにを。もう式森君を体育館に向かわせたじゃない」


　と和美。仲丸も横で聞いていた。


「その次の段階です。確かキスはそこでもやらせるつもりだったんですよね」


「ああいう広いところで、みんなの見ている前でやれば言い逃のがれがきかないから」


　ぴくっと夕菜の眉まゆが動く。和樹がキスしているところを想像したのだ。血圧の上じよう昇しようを自覚しつつ、言う。


「図面をください。体育館の配置図を」


　仲丸が書類束の中から、丸めてあるケント紙を持ってくる。床ゆかに広げた。


　体育館内の見取り図だった。机やパーティション、人物配置のタイムスケジュールまで書き込こんである。一目でどこになにがあり、どんなことがおこなわれるのかが分かるようになっていた。


　夕菜は身を乗り出して眺ながめた。時々指でなぞっている。そこに凜が帰ってきた。


「ただいま戻ってきました」


「にゃー、帰ってきたよー」


　栗くり丘おか舞穂がいつもの笑え顔がおと共に、両手を上げる。


「お帰りなさい。早かったですね」


「人がいなかったので」


　と凜。まだみんな、別のチェックポイントに引っかかっているようだ。


「じゃあ、和樹さんたちもいなかったんですね」


「ええ」


　好都合です、と夕菜。


「デジカメは？」


「ここに」


　凜が、ポケットにすっぽり収まりそうな、小さいデジタルカメラを差し出す。


「玖里子さんが、なにに使うんだと聞いてました。答えようがありませんでしたが」


「余計なことまでさせちゃってすみません。玖里子さんには、あとでわたしから言っておきます」


　彼女は電源を入れ、使えるのを確認してから自分のポケットに入れた。


　そして再び図面に目をやる。


「ここに舞ぶ台たいがありますよね。使ってないんですか？」


　和美が一いつ緒しよに覗のぞき込む。


「緞どん帳ちよう下ろして、物置みたいになってるけど」


「使わせてください。わたしの言うとおりに人と物の配置をお願いします」


「それって、あたしたちの利益になんの？」


「お金のことなら諦あきらめてください」


「えー、なんで。これって初期投資がかかってるのよ。ただ働きは嫌いやよ」


　夕菜はちらっと、黒板に目をやりながら、


「あそこの賭かけは結構儲もうけているんじゃないんですか？」


「そりゃ、まあ……」


「当然非合法ですよね」


「禁止されてるからねえ」


「わたし、生徒会長にも玖里子さんにも話がしやすい立場なんですけど。なんなら喋しやべっちゃいましょうか」


「え!?　ちょっと、やめてよ」


　和美が狼ろう狽ばいした。いくらなんでも夕菜がそんなことを言うとは、思ってもみなかったのだ。


　夕菜は平然としており、むしろにこやかにすら見える。


「どうします？」


　和美はしばらく目を泳がせたあと、


「……でもね、夕菜。もしバレても文化祭での企き画かくで子供の遊びだって主張すれば、警察も目こぼししてくれるのよ。ゲーセンにだってコインを賭けるゲームがあるんだから」


「お金は駄だ目めなはずですよ。賭と博ばくじゃないですか」


「証拠を消すシステムがあるもん」


「……あら、こんなところにデジタルカメラが」


　夕菜は凜から受け取ったカメラをわざとらしくひらひらさせた。


「それがどうしたの」


　和美。


「こうします」


　夕菜は黒板に向けてシャッターを切った。掛かけ率と掛け金の様子が収められる。


「ちょっと！　なにすんのよ！」


「嫌ですね松田さん。偶ぐう然ぜんですよ」


「偶然でシャッター押すの!?」


「そういうことがあるから偶然なんです。たまたまわたしがシャッター押したら、たまたま賭博の証拠が写っちゃったってこともあるんですよね」


「どうするつもりよ」


「生徒会に……」


「やめてよ！」


　和美が叫さけぶ。


「そんなに極きよく端たんな罰ばつ則そくはないかもしれませんけど、このイベント中止になるかもしれませんよね」


「そしたら……どれだけの損害になるのか分かってんの!?」


　手入れが来ないまでも、万が一のために賭と場ばを閉めることはありうる。もちろん掛け金は払い戻もどしだろう。「手元に来た金は全すべて自分のもの」と信じているＢ組生徒にとっては、身を切られるような痛みになるはずだった。


　和美は悲鳴と非難の声を、ぐっと嚙かみ殺しているようだった。


「……なにが望みなの」


「ですから、わたしの言うとおりにしてください」


「体育館のチェックポイントは、今回の目玉の一つよ。変えるわけにいかないじゃない」


「最近のデジカメって、録画や録音機能もあるんですよね」


　夕菜がボタンをいくつか押す。和美は慌あわてた。


「分かった、分かったわよ。言うとおりにするから！」


「分かってもらえて嬉うれしいです」


　夕菜はにっこりとした。


「……そういえば凜さん、和樹さんは見ましたか？」


　凜は首を振ふる。


「いいえ」


「おかしいですね。体育館に向かったはずなのに……まあいいです。もう一仕事してもらえませんか」


「なんでしょう」


「準備が終わるまで、和樹さんを体育館に入らせないよう足止めしてください。まだ校舎にいるはずですから」


　そう伝えると、彼女はＢ組の面々の方を向いた。


「さあ、お仕事です。てきぱきやりましょう」


　夕菜は急せかすように、手を叩たたいた。





　　　　○





　時間は少し戻る。


　和樹は「まったく松田さんは人使いが荒あらいなあ」と思いつつ、体育館へ向かっていた。


　あんなところでなにをやらせるつもりなんだろうか。フリースローなどのスポーツ勝負だとしたら、ポイントを獲かく得とくできる目はない。また千早に頼たのまなければ。


「ねえ式森君」


　後ろから千早が声をかけた。


「ん？」


「ちょっとサボらない？」


　彼女はいたずらっ娘このような目をしていた。


「え？　でもゲームが……」


「んー、式森君は勝ちを狙ねらってる？」


「いや……別に……」


　なにしろ「サクラ」である。和美に無理矢理連れん絡らく手段まで持たされている。考えてみると無給なのだが、あとで報ほう酬しゆうは請せい求きゆうできるのだろうか。


「じゃあお茶しよう。確か食堂開いてたよ」


　千早はそう言うと、じっと彼を見つめた。


「……もちろん、式森君がゲームを早くやりたいっていうなら、それでもいいけど」


「休んでもいいよ」


「なら行こう」


　彼女は、率先して食堂に向かっていった。


　食堂は確かに開いていた。何組か参加者や、見物客もいる。スペースの半分はチェックポイントになっていたが、もう半分は飲食スペースだ。


　二人は一つだけ空いていた席に座すわった。


「式森君、なに飲む？　おごるよ」


「いいよ。お金出すから」


　和樹は慌てて手を振る。千早は笑って、


「あたしが誘さそったんだから」


「じゃあ……なんでもいいけど」


「よくないなあ。そういうのが、一番悩なやんじゃうよ。お茶系でいい？」


「うん」


　セルフサービスというか、紙パックでしか売っていない。千早は紙ナプキンと一緒に持ってきた。


「はいどうぞ」


「ありがとう」


　緑茶だった。嫌きらいではない。


　ストローをさしてちびちび飲む。我ながら貧びん乏ぼう臭くさいと思った。
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　千早も同じ緑茶だった。窓から外を見てみると、ペットボトルで水分を補給しながらチェックポイントを回っている参加者は結構いる。中にはパンを齧かじりながら走っている組もあった。


　食堂のチェックポイントは何組も並んでいて長い列になっていた。諦あきらめて、和樹たちにならい休んでいる組も多い。


「こういうのってさ、熱心になるのと、そうじゃないのとに分かれるよね」


　千早が言った。


「このゲーム？」


「うん。ノリノリで参加してる人たちはもう全力でやっちゃうけど、白しらけた人は一歩後ろに下がっちゃうんだよね。テニスやっててもそうだよ」


「そうなんだ」


　部活動をしていない和樹には、いまいち分かりづらい。


「うん。なんかネガティブな娘がいると、全体がぎくしゃくしちゃうんだ。部活だけじゃなくてこういうのでも、雰ふん囲い気き悪くなるから、みんなで盛り上がった方がいいんだよね」


「じゃあ、ここで休むのもよくないかな」


「まあね、でも目立たないように休めるから、二年Ｂ組の人たちも考えたみたいだよ。みんなが見てるところでやる気なくされたら全体が嫌いやな気分になっちゃう」


　なるほどと思ったが、Ｂ組の連中は博ばく打ちが白けると困るからだろう。胴どう元もととして気を遣つかっているだけに違ちがいない。


「ちょっとサボったら、あたしたちも行こう」


「分かった……でも、だったら、別にここでお茶飲まなくてもよかったような」


「そうだけど、やっぱりこうしないと、式森君と話ができないから」


　話なら歩きながらでもできるのに、と和樹は思った。それなら今じゃなくてもいいような気がする。下校時でも可能だった。


　千早は和樹の瞳ひとみを正面から見つめていた。


　彼はやや挙動不ふ審しんになる。


「な……なに？」


「ん？　別に。見てただけだよ」


「そ、そう……」


　なんだかどぎまぎしてしまった。そういえば夕菜がよく見つめてくるが、あまり気にしたことがない。こうやって改めてやられると、妙みように顔が熱くなってしまう。


　千早は笑った。


「あは。なんだか顔が赤くなってるよ」


「そ……そうだろうね」


　自覚はある。


「ねえ、もしかしてあたしに見られたから？」


「え……」


　彼はしばらく迷った末、首しゆ肯こうした。


「うん……」


「なんかちょっと嬉しいな。あたしのこと意識してくれたんだ」


　本当に嬉しそうだった。


　意識といえば、確かに意識している。どうしてこんな可愛かわいい娘こが、僕ぼくと仲よくしてくれるんだろうかとか、時々前からの知り合いみたいな言い方をするのはなんでだろうとか。


　和樹はなにか言おうとして、頭の中で言葉を探した。


「ええっと、その、山瀬さんは……」


「なに？」


「僕と一いつ緒しよにこんなことしてて……いいの？」


「いいよ。決まってるじゃない」


　きょとんとする千早。


「なんでそんなこと聞くの？」


「だってその……なんていうか、山瀬さんは綺き麗れいだし男に人気あると思うから、僕なんかよりも、ええっと……」


　我ながら卑ひ屈くつだと思ったが、他に台詞せりふが出てこなかった。


　千早は二年生男子の中で、知る人ぞ知る存在である。およそ男子高校生というのは、可愛い女の子をすぐ話題にしたがる生物だ。その中でも、彼女は密ひそかな人気がある。


　二年生には夕菜を筆頭に可愛い女子が多いため、おおっぴらに千早の名前があがることはない。「Ｆ組にいる明るくて真ま面じ目めな娘」と思われている。ただ彼女の性格、特に前向きであきらめを知らず頑がん張ばるところに触ふれると、ファンになってしまうことが多いという。


　積極的に女子の噂うわさを収集することのない和樹ですら、何度かそのようなことを耳にしたのだから、評判は定着しているのだろう。


「なんか……Ｆ組にもっといい男子がいるんじゃない？　なんでいつも、僕と？」


「なんでって、それは……」


　ごく当然のように千早は言った。


「式森君だから」


「……？」


　和樹は首を傾かしげる。はて？　それはどういうことなのか。


　千早はなおも言った。


「式森君だからに決まってるじゃない。このイベントで一緒になったのはたまたまだけど、式森君と一緒に帰ったり、廊ろう下かで声をかけるのは偶ぐう然ぜんじゃないよ。いつも式森君いないかなあって探して、見つけたら声かけてる」


「わざわざ？」


「うん」


「どうして僕を……」


　千早は苦笑い気味。


「分からないかな」


「クイズとか、得意な方じゃないし」


「クイズってほどでもないけどな」


「分からない」


　両手を上にあげて、お手上げのポーズをしたいくらいだった。


　千早は少し考える仕草。しばらく口をつぐんで無言になっていた。


「言ってもいいんだけど……」


　彼女は周囲を見回した。


「ここじゃちょっとね」


　場所がよくない、ということなのだろう。確かに学校の食堂で、しかも半分はチェックポイントになっていて参加者が並んでいる。


「そろそろ行こうか。あまりサボるのも居い心ごこ地ちがよくないから」


　千早はそう言うと、空からになった紙パックを摑つかんだ。





　　　　○





　凜は再び体育館へと向かった。今度はさっき連れてきた舞穂と一緒である。同じコースを往復してばかりいるので、まるで面おも白しろ味みがない。


　イベントの参加者何組かとすれ違う。同じクラスの顔見知りもいて、一様に変な顔をしていた。本来夕菜とペアだったのが、舞穂になっているのだから当然かもしれない。説明は面めん倒どうなのでしなかった。


「にゃー、凜さん」


　彼女は舞穂と手を繫つないで引っ張っていた。もっとも舞穂は子犬みたいに活発なので、しばしば前を走ろうとする。


「なんだ」


「和樹君の足止めって、なにするのー？」


「文字通りだろう。体育館に行かせないようにする」


「なんでー？」


「夕菜さんが、そうしたいからだな」


「夕菜さん、和樹君にまたなにかするの？」


「そうだろうな」


「……にゃ」


　舞穂が足を止めた。凜はくい、と手を引く。


「こら。体育館はまだだぞ」


「つまんなーい」


　舞穂の頰ほおは膨ふくれていた。なんであろうと楽しんでしまう性格の彼女が、稀まれに見せる仕草である。


「なんか夕菜さんばかりが、いい思いするつもりー」


「あの人の執しゆう念ねんは、ある意味見習うべきところがある」


「でも、和樹君のことばかりだよー」


「それはまあ」


　夕菜の行動原理なのだ。和樹のことに熱中するからああなる。飽あきもしなければ懲こりもしないのだから凄すごいとしか言いようがなかった。


「でも、夕菜さんの言うこと聞くのも、なんかつまんない」


　と舞穂。


「舞穂もいい思いがしたいー」


「いい思いとはなんだ」


「キスとか」


　さらりと舞穂が言うので、むしろ凜が狼ろう狽ばいした。


「なっ……そんなことを軽々しく口にするものではない！」


「なんで？」


　首を傾げる舞穂。


「それは……高校生の本分ではないからだ。キ、キスなどということは、大人になってからすればいい」


　剣けん豪ごう少女は、動どう悸きが速まりつつあることを自覚していた。恐おそらく脈みやく拍はくも上がっているだろう。


「今するのは駄だ目めなの？」


「あ、当たり前だ」


　舞穂はくりくりした瞳を、しきりと動かしていた。


「でも夕菜さんはしたいみたいだよ。そんなこと言ってたけど、聞かなかった？」


「まあ……あの人は……」


　二年Ｂ組の教室内での剣けん幕まくが思い出される。


「それってつまんなーい」


　舞穂が幼い口調で断言する。


「いつも夕菜さんばかりこういうこと考えるんだもん。舞穂がしたっていいと思う」


「なにをするのだ。ま……まさか……キス……とか……」


「あたりー」


　実に嬉うれしそうに舞穂は返事をした。どうかすると飛び跳はねそうだ。


「舞穂が和樹君とキスするのー」


「こっ、こら！」


　凜は顔を赤くして怒ど鳴なった。


「変なことを思いつくんじゃない！」


「だって、舞穂は和樹君とキスしたかったんだもん」


「そ、そうなのか!?」


「さっき決めた」


　さっきとはなんだ。そんな簡単なことでいいのか。凜の頭の中で、キスという単語がぐるぐると、乾かん燥そう機きの中の洗せん濯たく物もののように回転していた。


「なんで、式森などと……」


「知らない人よりは、知ってる人の方がいいー」


　それはそうかもしれないが。いくらなんでも軽すぎないか。


　凜は気持ちを落ち着けようと、何度も咳せき払ばらいをした。


「……高校生だって道徳的に問題あるのに、舞穂ちゃんはまだ中学生の年ねん齢れいで……」


「えー、別に年齢は関係ないと思うよ」


　もっともなことを言った。選挙権じゃあるまいし、年齢が関係あったら大変だ。だがそれを認めるのは、剣豪少女の沽こ券けんに関かかわる。


「いや、関係ある。こういうことは、誰だれかがきちんと線引きをしなければならないのだ。舞穂ちゃんには必要ない」


　苦しい理り屈くつだったが、なんとか重々しい口調を作った。


「むー」


　頰を膨らませたまま、舞穂が唸うなった。


「……じゃあ、舞穂だけじゃなくて、凜さんもするのは？」


「なっ……！」


　再びうろたえる凜。今度はさっきよりも大きい。


　舞穂は、いかにも「いいこと思いついた」みたいな顔をしていた。


「舞穂も凜さんも一いつ緒しよにキスすればいいと思う」


「ちょっと待て！　そんなことしたら……夕菜さんが……」


「夕菜さん？　関係ないと思う」


　どうしてこういうときだけ、この小さい娘むすめは度胸が据すわるのだろう。舞穂は実に無む邪じや気きな笑顔だった。


「凜さんもキスしようー」


「待てというのに！　なんで私までそんな……」


「したくないの？」


「そういう問題ではない！　さっきも言ったとおり、高校生としての道徳を大おお幅はばに踏ふみ外していて……」


「そうかな」


「そうなのだ。今の乱れている世の中こそ、私たちがきちんと襟えりを正して身辺を綺き麗れいに……」


　凜は必死だった。自分でもみっともないと感じていたが、必死にならざるを得ない。この手の男女交際は不得手とするところで、知識も経験もない。それだけに四角四面の倫りん理りやらなにやらで押おさえつけ、常々「自分には必要ないもの」と言い聞かせてきたのだ。


　それが年下の娘のあどけない一言から、あっさりと突つき崩くずされてしまっている。廊下の隅すみで小さな女の子を相手に懸けん命めいに道徳を説いている姿は、傍はたから見れば実に滑こつ稽けいだろう。


　舞穂はあまり真ま面じ目めに聞いているようには見えなかった。


「えーと、凜さんはキスしないの？」


「そ、そうだ」


「じゃあ、舞穂だけが和樹君とキスすればいいんだ」


「そういうことではない！」


「だったら凜さんもキスしよう」


「しないと言っている！」


「えー、分かんないよー。どうすればいいのー？」


　困り顔になっていた。確かに困らせていたが、他にどうしろというのだろうか。


　凜は、頭を回転させ、出任せでもいいから理由を言おうとしていた。


「だから……その、私たちにとってキスは必要ないことだから、夕菜さんもこのようなことは止めるべきで……」


「あー」


　分かった、と舞穂は言って大きくうなずいた。


「凜さんは夕菜さんが和樹君とキスするのが嫌いやなんだ」


「そんなことは言ってない！」


　とうとう叫さけんでしまった。廊ろう下かにいた生徒たちがぎょっとして振ふり向くが、もう気にしていられない。


「わっ、私がどうして……」


「じゃあこういうのは？　舞穂より先にね、凜さんが和樹君とキスするの」


　いかにもいいアイディアだと言いたげな舞穂。


「舞穂は二番目でいいよー。凜さんが先にして」


「なっ……先などと……それは……」


　つい声を小さくする。


「夕菜さんよりも先……なのか」


「もちろん」


　舞穂はにこにこしながら言う。


「にゃー、これならいいよねー」


「いや……その……」


「舞穂が先でいいの？」


「いや、困る！」


　しまったと思ったが、つい言ってしまった。舞穂は我わが意を得たりとばかり、飛び跳ねる。


「わーい。そうしようそうしよう」


　何度も言う。それから凜の服の袖そでを引っ張った。


「早く体育館へ行こう。和樹君を止めるんじゃなくて、連れてっちゃうの」


　そして先程までとは逆に、舞穂が先導する形で走ることになった。





　　　　○





　風かぜ椿つばき玖里子は、頰ほおをぴしゃぴしゃ叩たたきながら、生徒会室を出た。


　会長との話がちょうど終わったところであった。あの坊ぼうやとの会談は結構骨が折れる。玖里子は高校生のわりにこの手のスキルに長たけているのだが、それでも精神的な疲ひ労ろうが感じられた。


　校舎の中はどたばたとした騒さわぎと、それを上回る歓かん声せいに満ちていた。Ｍ＆Ｍコンテストの盛り上がりはなかなかのようだ。


「楽しそうでいいわね」


　つい呟つぶやく。彼女は参加者ではない。雑務があったのでそちらを優先させたのだ。和樹や夕菜は参加をしているが、どうなっているのだろうか。


「覗のぞいてみるか……」


　玖里子は階段を下りた。下に行くと、走り回っている生徒と頻ひん繁ぱんに遭そう遇ぐうする。普ふ段だんなら走るなと注意されるところだが、今日は無礼講だ。


　どこで見物するのがいいのか考えていたら、食堂から出てきた男女のペアとばったり会った。


「あら、和樹」


「玖里子さん……いたんですか？」


　和樹も驚おどろいた顔をしている。隣となりにいるのは千早だった。


「いたわよ。こういうイベントだと、生徒会絡がらみの人間は全員召集されるの……あんたたちは？　参加者でしょう。なんで食堂なんか」


「ちょっと休きゆう憩けいしていたんです」


　と千早が言う。


「休憩なんてありなの？」


「禁止はされてませんから……いいことかというと、ちょっと分かりませんけど」


「ふーん。もう時間ないんじゃない？　平気？」


「まだ間に合います。それに、こういうのって参加して楽しむのが目的ですから」


　勝ち負けではない、ということなのだろう。千早が言うと、不思議と嫌いや味みがない。


　玖里子は目を擦こすって眠ねむ気けを払はらった。


「どこ行くつもりだったの。あっち、体育館でしょ」


「そうなんですけど……」


　和樹はなにやら気が進まぬ様子。


「どうも松田さんたちが、また変なことを企たくらんでいるような……」


「あんたのクラスの連中か。なにかされた？」


「されたんですよ、ええと、その……キスしろだなんて」


「は？　キス？」


　玖里子はつい聞き返した。


「なによ、それ」


「なんかそうした方が盛り上がるとか、内気な他の生徒たちのためになるからとか言うんですよ。僕ぼくにキスのこともサクラやれって」


　和樹は渋じゆう面めんを作っている。本気で困っているところが、純情というか高校生らしくないというか。
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　玖里子は聞き返した。


「どーすんのよ」


「断りましたけど……体育館に行ったら、またなにかありそうで……」


「確かにねえ。あんたのクラスなら、なにやってもおかしくないわね……千早は？」


「はい？」


　ショートカットの少女は、いつもの変化のない明るさ。


「和樹とキスしたの？」


「してません。式森君が嫌みたいで」


「いや、そうじゃなくて……！」


　隣の和樹が取り乱していた。


「玖里子さん、あのですね……色々理由があって……」


「はいはい。あんたにそんな度胸がないことくらい知ってるわよ。でも、キスねえ……」


　玖里子は少しの間、頭を回転させた。会長との話し合いで疲つかれていたが、残った力で思考を巡めぐらせる。


　和樹と千早がここにいて、夕菜と凜がいない。舞穂の姿もなかった。そして二年Ｂ組はろくでもないことを計画している。だとすると。


「……玖里子さん？」


　和樹が恐おそる恐る訊きいてきた。


「ねえ、和樹……あたしも付き合うわ」


「え？」


「一緒に体育館に行くから」


　有う無むを言わさぬ口調で告げると、玖里子は二人を引き連れるようにして歩み出した。




　第三十四話　ｋｉｓｓ　５







　Ｍ＆Ｍコンテストは佳か境きようを迎むかえていた。


　もっともここまでくると内実はかなりバラバラで、真ま面じ目めにゲームに参加する者と、とにかく騒ぎたいから参加する者、これ幸いと意中の異性と仲良くなる者など、各おの々おの勝手に楽しんでいた。


「でまあ、あたしたちとしては、どんな人が参加しても満足できるようなシステムを組んだつもりなんだけど」


　主しゆ催さい者しやの一人である松まつ田だ和かず美みは、ペットボトルのミネラルウォーターを飲みながら言った。


「やっぱり金が絡からまないとやる気になれないって人たちがいるわけよ」


「……そうかしら」


　と宮みや間ま夕ゆう菜なは言った。彼女はまだ二年Ｂ組の教室にいた。


　すでにＢ組は夕菜の管理下にあった。デジカメによる証しよう拠こ撮さつ影えいと脅きよう迫はく夕菜によれば「お願い」）によって、Ｂ組生徒たちは彼女の下で動くことを承知していた。さっきまでは慌あわただしかったものの、今は一休み中。


　和美はペットボトルを一気に空け、舌の上で未練がましく何度も振ふった。


「だからギャンブルのシステムも作ったのね。これで老ろう若にやく男なん女によ全すべての人が遊べるわけじゃない」


「賭かけ事は、そんなに普ふ遍へん的な遊びじゃないと思うんですけど。禁止されてますよね」


「なに言ってんのよ、宝くじと同じよ。あれだってギャンブルでしょう」


「そうかもしれませんけど」


「ちょっと方法を変えた宝くじみたいなものよ。寺銭だってなるべく低く抑おさえてリーズナブルにしてるんだから、問題ないわ」


　とはいえ和美も非合法だということは承知しており、それ故ゆえに夕菜の脅迫に従わざるを得ないのである。


「結構な額が集まってるから、いい稼かせぎになってるわ。全校生徒を巻き込こむイベントにしたのが勝因ね」


「まだ終わっていませんよ」


　和美はちらっと壁かべ掛かけ時計を見る。


「もういい時間だから、終わらせても問題ないわ」


「どうやって終わりにするんですか」


「勝利者なんか誰だれでもいいのよ。参加したって一体感と、あたしたちの金さえ集まれば」


「……後ろの台詞せりふに力が入ってますね」


「盛り上げていい気分にさせて、あとはキャンプファイアーと称しようして校庭で火を燃やすのよ。そのときに面めん倒どうな書類も一いつ緒しよにくべちゃえば、あたしたちをパクることができなくなるわ」


「もう……どうしてそんな悪あく辣らつなことが……」


　夕菜は呆あきれていた。彼女はＢ組がもっとまともで仲がよく、理想のクラスだと思っていたのである。もっともＢ組の方でも、夕菜のことを二年生で一番の美少女で性格も明るく、まさか脅迫をするようなタイプだとは思っていなかったので、お互たがい様である。


　和美はペットボトルをゴミ袋ぶくろに放ほうり込んだ。


「でも、極きよく端たんに手を抜ぬいたりはしないわよ。一応お客さんには、最後まで楽しんでもらわないと。主催者としての義務だから」


「それはそうです」


「最初は体育館に全員集めて、笑気ガスでも注入しようかと考えていたのよ。無理にでも笑わせれば勝ちだから」


　和美は腕うでを組んで語っていた。夕菜は「あり得ません」とばかりに首を振る。


「念のために訊きますけど、なんで止やめたんですか？」


「ガスの買い付けはコロンビアの幽ゆう霊れい会がい社しやを通してなんとかなるはずだったんだけど、現地警察と米軍の合同部隊に急きゆう襲しゆうされてパーになっちゃったの」


「…………」


「こっちまで手が回らなかったのを幸運だと思うしかないわ。だから、なんか身体測定みたいな簡単なので、お茶を濁にごすしかなくなったのよ」


　なに考えてるのかしら、と夕菜は思っていた。和美はそのあと猫ねこなで声になり、


「だからね、夕菜。体育館を貸したんだから、盛り上げるためにちょっとあたしたちに協力を……」


「わたしのお願いを聞いてもらってから、です」


　彼女はぴしゃりと言った。コロンビアの会社がなくなったのは気の毒と言えないこともないが、南米の騒そう動どうより自分の方が大事である。


　教室の扉とびらが、音を立てて開いた。


「あー、疲れた」


　仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこほか、数名の男子生徒が入ってきた。タオルで首筋をぬぐいながら、椅い子すに座すわる。


「夕菜ちゃんの言うとおり、舞ぶ台たいをあつらえておいたけど」


「ご苦労様」


　夕菜は礼を言い、仲丸にペットボトルのお茶を渡わたす。


「他のイベントはどうするんですか」


「簡単なものばかりだったから、外に移すことにしたよ。雨も降らないだろうし」


「じゃあ、体育館は貸し切りですか」


「一応」


「いいですね」


　夕菜は満足げに言った。態度が堂に入っている。和美と仲丸は「盗とう賊ぞくの首しゆ魁かいみたいだな」と思ったが、口には出さない。


「じゃあ、わたしは行きます。イベントの変へん更こう通知は忘れずおこなってください」


「やっとく」


　仲丸は返事をした。夕菜は鼻歌を歌い出すような足取りで、教室をあとにした。





　　　　○





　式しき森もり和かず樹きが上を向いたのは、校内に設置されたスピーカーがチャイムを鳴らしたからだった。


『イベントの変更をお知らせします。イベントの変更をお知らせします。体育館のチェックポイントはスポーツ系ではなく、ゲーム形式に変更されました。参加者の皆みなさんは獲かく得とく点数をご検けん討とうの上、注意してご参加ください。繰くり返します……』


「変更？　今さら？」


　和樹は山やま瀬せ千ち早はやと顔を見合わせた。


「なんかミスでもあったのかな？」


「分からないけど、式森君スポーツ苦手でしょ。よかったじゃない」


　千早はポジティブだ。和樹にとって有利になったと、素す直なおに喜んでいた。


　彼はあまり素直に受け取らなかった。自分のクラスメートがどんな存在か、骨身に染みるほど知っている。腹黒いくせに緻ち密みつなので、きちんと計画を立てているはずである。理由もなく内容を変えることはしないのだ。これはなにかあったのではないかと、中ちゆう途と半はん端ぱな第六感が告げていた。


　校内放送はまだ繰り返されている。妙みように滑かつ舌ぜつが悪くて聞きづらいのは、中なか田た一いち子こが喋しやべっているからだろう。演劇部部長なのに、演技に関する全すべてのことが苦手な女子生徒である。


　和樹は小声で、ワイヤレスのマイクに言った。


「ちょっと、松田さん？」


　返事まで間があった。


（……なに？）


「僕ぼくたち、体育館に行くんだよね」


（そうよ）


「イベントの変更があったって、放送が……」


（あー……あまり気にしないで）


「その言い方が気になるよ」


（たいした変更じゃないのよ。ほんとに。イベント内容と誘ゆう導どう経路と獲得点数を変えて、ご褒ほう美びを加えるくらいだから）


　ずいぶんな手直しである。


「ご褒美ってなに？」


（なんでもないわ）


「なんで、なんでもないのが加わってるのさ」


（本当になんでも……えーっと、式森君にはあるか。あまり深いこと考えないで来てね）


「……なんかいちいちひっかかるなあ」


（とにかく来れば分かるから）


　通話は一方的に切れた。和樹は何度も呼びかけたが、うんともすんとも言わなくなった。


　渋しぶい顔をして電源を切った。向こうが話をしないなら、付き合っても仕方がない。ワイヤレスのイヤホンを耳に入れておくだけでも痛いのだ。


「なにしてたのよ」


　訊きいてきたのは風かぜ椿つばき玖く里り子こである。「一緒に体育館まで行く」と言うので、三人で向かっていたところだ。


「いえ、うちのクラスの人たちが、ちょっと」


「あー、どうせあんたのところの松田ちゃんでしょ。生徒会でイベントの意義に熱弁振るっていたけど、どうも信用できないのよねえ」


　はっきりした物言いだが、和樹もまったく同意見だった。和美を信じろというのは、強ごう盗とうに金庫のありかと鍵かぎの番号、ついでに侵しん入にゆう方法を教えるようなものである。


「イベントの変更とか言ってたじゃないですか、どうも松田さんが強引に変えたらしいんですけど」


「強引ねえ。まあ、あの娘こはいつも強引だと思うけど」


「ええ。またキスだなんてことやられたら、たまらない……」


　玖里子が肘ひじで千早を突つついていた。


「こんなこと言ってるわよ。あんたはどうなのよ」


「どうなんでしょう」


　千早は曖あい昧まいな言葉で濁していた。その奥おくにある真意に、当然和樹は気がつかない。


「体育館でなにをするつもりなのかしら」


「どうせギャンブルかなにかですよ。僕を賭けの対象にするとか、そういうの」


「そんなとこかもしれないけど……そういえば、夕菜ちゃんは？」


　ふと気づいたように、玖里子が言う。


「あの娘、あんたと一緒じゃなかったんだ」


「凜りんちゃんとペアみたいですけど」


「凜なら生徒会室に来てデジカメ借りていったわよ」


「なんでしょうね？」


　こういうときに真っ先にやってきて、ついでに「なんで、山瀬さんと一緒にいるんですか！」と仕置きの一つもしていくはずの少女が、どこにもいない。それは和樹の生命にとってはありがたかったが、一方で不思議でもあった。


「夕菜ちゃんは頭もいいから、なにか考えがあるんだろうけど……」


　玖里子は和樹の頭をポン、と叩たたいた。


「あんたのことになると、見境なくなっちゃうからねえ」


「……なんででしょうね」


「その鈍にぶさに怒おこってるのよ」


「……はあ」


　和樹にはなんのことやら分からない。この手のことへの経験が全くなく、夕菜たちと出会ってからも、経験値はあまり上がっていなかった。


「まあ、体育館に行ってみようじゃない。なにかあるかもしれないわよ」


　玖里子は和樹と千早を急せかした。





　　　　○





　体育館の扉の前にいたのは、片かた野の坂さか雪ゆき江えであった。チェックポイントの係を移ったのだろう。もしかしたら、前のところが廃はい止しになったのかもしれない。


「どうぞ、こちらです」


　雪江は半開きになった鉄製の扉の中を指し示した。


　和樹は首だけを突つっ込こんだ。いざというとき素す早ばやく逃にげられるようにだ。すっかりＢ組のやることを警けい戒かいする癖くせがついてしまった。


「……暗いね」


　内部は黒の暗幕が張り巡めぐらされ、さらに背の高い板によって複雑に区切られていた。蒸むし暑くなるのを防ぐために、天てん井じよう付近の窓は少しだけ開けられている。照明は控ひかえめになっており、かなり暗かった。


　和樹は首を傾かしげた。


「……迷路？」


「はい」


　雪江はにこやかな表情でうなずいた。もっとも彼女はなにがあろうと微笑ほほえんでいる。


「趣しゆ向こうを変えて、体育館は迷路にしました。この中を歩いてもらって、出口までのタイムによって獲得する点数が変わります。早く出れば出るほど高得点です」


「まともだね」


　つい和樹は言った。Ｂ組が考えたにしては普ふ通つうである。文化祭の出し物とあまり変わらない。


　雪江はスタート地点の黒い幕に、背中をぴったりつけていた。


「わたくしたちはいつもまともです」


「雪江お姉さんからその言葉は聞きたくなかったよ。単にここに入ればいいんだよね」


「……ええ。そう……です」


　一いつ拍ぱく置いて、彼女は首しゆ肯こうする。


「……今の間はなによ」


　玖里子が片目を細めた。


「なんでもありませんわ」


「ちょっと引っかかったんだけど」


「わたくしたちはいつもまともです」


「聞いてないわよ、そんなこと」


　玖里子はじっと雪江を見つめていた。やがて。


「和樹たちは行ってて」


「は？　なんですか急に。体育館まで来るって言ってたのは玖里子さんで……」


　和樹はきょとんとする。


「あたし、どうせこれに参加してないから、外に出てるわ。あんたたちは楽しんでらっしゃい」


「はあ……そう言うなら」


　玖里子は手をひらひらさせると、さっさと背を向けて体育館から出て行く。和樹は改まって雪江に向き直る。


「雪江お姉さん、ここがスタート地点だよね」


「はい。待ち時間はありませんからどうぞ」


　彼女は腕うでだけを動かしてうながした。


　和樹と千早はいったん顔を見合わせたものの、どちらからともなく「行こう」と言い出し、迷路に足を踏ふみ入れた。


　内部は足あし下もとこそ危あやうくないものの、薄うす暗ぐらい。二人は慎しん重ちように歩いた。
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「……あの、夕菜さん。もう動いてよろしいでしょうか」


「どうぞ」


　雪江はほっとして背中を幕から離はなす。その幕の中からは、夕菜が姿を現した。


「ご命令通り、式森さんたちを中へ案内しました」


「結構です。……でも、わたしは命令してませんよ。お願いです」


「わたくしの背中を、銃じゆうのようなもので小こ突づいていませんでしたか」


「指でちょんちょんってやっただけです。そんな脅きよう迫はくみたいなこと、できるはずないじゃないですか」


　雪江は「どう考えてもやっていました」と考えていたが、無言を貫つらぬいた。彼女も命は惜おしい。


「あとは扉とびらを開けて、自由に中に入れちゃってください」


「いいのでしょうか」


「いいんです。大勢の生徒が見ていることが重要なんですから。その中でわたしと和樹さんが……きゃっ」


　夕菜は頰ほおに手を当てて、照れまくった。想像力が溢あふれ出たらしい。


「もう。キスなんてイベントを考えるなんて、松田さんたちは本当に仕方ない人たちですね。学校中に知れたらどうしましょう。男女交際に厳しいのに」


「…………」


「じゃあ、わたしは行ってきます」


　彼女はスタッフ専用の通路を使って、奥へと向かっていった。


　夕菜がいなくなったのを確認すると、雪江はほっと息をついた。実は誰だれがここのスタッフをやるかで揉もめたのである。いつもなら夕菜の相手ということで男子生徒が殺さつ到とうするのだが、今回は違ちがった。後難を恐おそれて他人に譲ゆずろうとし、女子も逃げ回った。彼女が担当する羽目になったのは要領が悪かったから。


（厄やつ介かいごとが起こらないうちに、引き上げましょう……）


　そう思った瞬しゆん間かん、後ろから肩かたを摑つかまれた。


「きゃっ！」


「片野坂ちゃんだっけ。まだ帰っちゃ困るわよ」


　真後ろにいたのは玖里子であった。彼女の口元は薄うす笑えみを浮うかべていたが、目は笑っていなかった。


「か、風椿さん……」


「夕菜ちゃんはなにを企たくらんでいるの」


「わ……わたくしたちはいつもまともです」


「知ってるわよ。まともついでに、教えて欲ほしいんだけど」


　玖里子は言外に「教えないとここから出さないわよ」と告げていた。
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「またずいぶん手の込んだものを作ったものだな」


　神かみ城しろ凜は呟つぶやいた。呆あきれた、とも言う。


　体育館のほとんどを使用した迷路は、あちこちから搔かき集めてきた木の板で区切られただけのものだったが、通路幅はばや曲がり角の多さをきちんと計算して作られていた。夕菜の監かん視しの下もと、Ｂ組の面々が必死でやり遂とげたことを彼女は知らない。


「にゃー、暗くら闇やみがたくさんあって楽しそう」


　舞まい穂ほはにこにこしている。相変わらずいかがわしさに直結することなら、なんだろうと全肯こう定ていだった。


「確かに、これだけ暗がりがあれば、なにか変なことしても気づかれないな……」


「ねー、凜さん。どうする？」


「どうするもなにも、私はここでいかがわしいことが起こらないよう、監視をしてだな……」


　舞穂の頰が、ぷくっと膨ふくらんだ。


「なんか、つまんないこと言ってるー」


「つまらないものか。重要だ」


「和樹君とキスするんじゃないのー？」


「こっ、こら！」


　剣けん豪ごう少女は慌あわてて舞穂の口を塞ふさいだ。こんな台詞せりふを誰かに聞かれたらえらいことになる。


　幸い、気づかれたりはしなかった。そもそも二人は体育館の片かた隅すみに潜ひそんでいるのである。奥おくまったところなので、よほど注意しないと見えたりはしないだろう。


「凜さん、和樹君とならキスしたがるって思ったのに」


「舞穂ちゃんは私のことを誤解している」


「そーお？」


「いかにも不ふ審しんげに言うな。私はむしろ、あいつと夕菜さんがしでかすことを止めるつもりなのだ」


「あいつって……」


「あっ……こ、言葉のあやだ」


　慌ててそっぽを向く。背後で舞穂がなにか言いたそうにしているのが、手に取るように分かった。


　極力意識を前方に集中した。しきりになっている板と板の間に隙すき間まがある。そこから全体とまではいかないものの、様子をうかがうことができた。


「ん……？」


　人ひと影かげがちらほらしている。女の子だ。一人でいる。髪かみの毛を高い位置で二つに分けていた。覚えがあるどころではない。


「夕菜さんだ……」


「どうしたのー？」


「しっ」


　剣豪少女は人差し指を唇くちびるに当てた。
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　和樹と千早はさっそく迷っていた。迷路だから迷うのは当たり前なのだが、それにしても複雑すぎた。なにしろあっという間に方向感覚がなくなったのである。


「これ……クリアできる人っているのかなあ」


「こういう迷路って、左手か右手を壁かべにつけて、沿って歩けば必ずゴールできるんだけど……」


　千早は左手をしきり代わりの板につけていた。固定が甘あまいのか、ぐらぐらしている。


「時間かかっちゃうよねえ」


「なんだって、こんなややこしく……」


「それはわたしが頼たのんだからです」


　突とつ然ぜん二人の目の前に、一人の少女が現れた。


「わっ、夕菜！」


　彼は思わずたじろいだ。夕菜は狭せまい通路に立ち塞がるようにしていた。


「和樹さん。山瀬さんと二人で楽しそうですね」


「いや、楽しいというか……これは……」


「ま、いいです。これからはわたしの番ですから」


　夕菜は和樹の腕を摑んだ。引っ張っていこうとする。


「待ってよ、なにするの？」


「これからここの課題を解くんです」


「迷路を抜ぬけるんだろ」


「それだけじゃありません。ここの出口……舞ぶ台たいの上なんですけど、あそこで二人で……」


　暗がりでよく分からなかったが、彼女は顔を赤らめたらしい。


「なに？」


「女の子がとても大切にしていることをします。さ、行きましょう」


「いや、その、突然言われたって」


「駄だ目めです。大勢の生徒の前でお披ひ露ろ目めするんですから」


　和樹は引っ張られてバランスを崩くずし、二、三歩歩き出した。と、反対側からも引かれる。


　千早が服の袖そでを摑んでいた。夕菜が睨にらむ。


「山瀬さん、なんですか」


「強ごう引いんなことはいけないと思うんだけど……」


　千早はどうしたものかといった表情だったが、言葉はしっかりしていた。


「邪じや魔ましないでください。これはわたしと和樹さんの問題です」


「あたしがパートナーなんだけどな」


「交代です」


　また和樹を引きずろうとする。千早は今度は強く握にぎった。


「だから、邪魔しないでください。なんですか」


「……あたしもそろそろ、遠えん慮りよをしない方がいいかなって」


「遠慮してください！」


　激げつ昂こうした夕菜は、和樹を力ちから一いつ杯ぱい引っ張ろうとした。その時。


　しきりの一部が、派手な音を立てて倒たおれた。


「うわっ」


「にゃっ」


　転がり出てきたのは、凜と舞穂だった。夕菜は一いつ瞬しゆんきょとんとしたものの、すぐに我に返る。二人に詰つめ寄った。


「凜さん！　舞穂ちゃん！　覗のぞきですか!?」


「覗きー。３Ｐがはじまるかもって……むが」


　凜は舞穂の口を背後から塞いだ。


「覗きではなく監視です。夕菜さんが不ふ埒らちなことをしないかと見張っていたら、案の定……」


「なんてことを。凜さんにそんなことをお願いした覚えはありません！」


「私の意志です！」


　剣豪少女は呆ぼう然ぜんとしている和樹を、夕菜から引き離はなそうとした。


「そんなところでぼさっとしてるな！　さっさと行くか、引き返すかしろ！」


「僕ぼく一人で……？」


「不安なら……あー、私が付き添そってやるから！」


「凜さん！　その人はわたしのですっ!!」


　激昂する夕菜。同時に体育館の照明が落ちた。時間を見計らって、電気を消すように言い含ふくめておいたのである。短時間でまた点灯し、和樹と夕菜はキスをして生徒たちに祝福されるはずであった。


　しかしこれでは、誰が誰だか分からない。薄うす暗ぐらさに目を慣らしていたが、ぼんやりとしか判別がつかなかった。


「えーと、これが和樹さん！」


「夕菜さんっ、私です！」


「わーい、今のうちにキスするー」


「え、えーと。ね、あたしのこと分かる？」


「僕はここなんだけど……」


　ごちゃごちゃしていた。女の子たちは上になったり下になったり大混乱だ。組んず解ほぐれつという表現がぴったりで、通路の狭さも混乱に拍はく車しやをかけていた。
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　そして和樹はしきりに背をつけて啞あ然ぜんとしたままであった。早いうちから女の子たちと離れ、混乱を回かい避ひしようとしていたのである。もくろみは当たった。ただビタミンＡが不足気味なせいか、暗がりに目が慣れてくれず、動きがとれない。


　とりあえず這はって外に出るか。そう考えた瞬しゆん間かん、彼は強い力で引っ張られた。
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「えーい、もう襲おそっちゃいます！」


　いらいらした夕菜は、最後の手段とばかり飛びかかった。


「まっ……ま」


　身体からだの下でじたばた暴れている。彼女は弾はじき飛ばされそうになるが、強引に押おさえ込こんだ。


「大人しくしてください。大人しくすれば、みんなの見ている前でキスしちゃいますから」


　無茶苦茶な理論だったが、夕菜の中では筋が通っていた。これだけ完かん璧ぺきな理り屈くつなら、抵てい抗こうする人間が悪いのである。


　周囲はまだ暗く、明かりも点つかない。時間が来たら迷路を形成するしきりが一いつ斉せいに倒れるはずなのだが、うまくいってないようだ。


（こうなったら手て探さぐりで……）


　幸い肩かたの位置は分かる。あとは顔だ。


　両手で頰ほおの位置を探る。なんか小さくて柔やわらかかったが、今がチャンス。


　夕菜は強引に自分の唇を近づけた。もっとムードが欲ほしかったが、もう仕方がない。一応目をつむることにした。


「和樹さん……」


「ちょっと……待って待って、夕菜さん！」


　真正面から、高い声が聞こえた。男性のものではない。


　ぱっと目を開ける。同時に明かりが点いた。


　唇と唇が触ふれる寸前。相手は目をまん丸にして夕菜を見つめていた。千早であった。


「や……山瀬さん……？」


「あの……ごめん。あたしそっちの趣しゆ味みないんだ。友達でいるのはいいんだけど……」


「わたしだってありません！」


　夕菜は急いで離れた。お互たがいに顔が真っ赤になっていた。


「……触れてませんよね？」


「と思うけど……」


　千早は自分の唇に触さわり、感かん触しよくを確かめていた。どことなく色っぽい仕草だったが、どちらもそんなことを考えている余よ裕ゆうはない。


「とりあえず、宮間さんの息はかかった」


「間接キス……じゃありません。きっと」


「だといいね……」


　千早は非常事態になってもそれほど慌あわてないたちだったが、さすがに落ち着きを欠いていた。夕菜はもっと動どう揺ようしており、二人とも尻しり餠もちをついたままなのはショックが抜けていないから。


「なんで山瀬さんがいるんですか」


「あたしを無理矢理引っ張ったんじゃん」


「もうすぐで同性愛デビューするところでした」


「あたし、ファーストキス寸前だったよ」


「わたしもです……」


　さりげなく、互いにキス経験のなさを告白する。とんだ初体験をするところであった。


「和樹さんはどこにいるんでしょう……」


　夕菜は、迷路のおかげで見えないと分かっていたが、周囲を確認せざるを得なかった。
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「わーん。なんで引っ張るのー」


「手間をかけさせないでくれ」


　凜は、文句を言い続ける舞穂を無理に奥おくまで引きずり込んだ。


「にゃー、もう少しだったのにー」


「もう少しどころじゃない」


　なにしろ舞穂ときたら、いきなり服まで脱ぬぎだしたのだ。しかもかなり手慣れており、突とつ発ぱつ的というよりは、チャンスを狙ねらっていたとしか思えない。


「キスは凜さんが最初でいいって言ったのに」


「そのあと、なにをするつもりだったのだ」


「えー、知ってるくせにー」


「知らん！」


　あえて怒ど鳴なった。知らないといえば噓うそになるが、口に出すには彼女の倫りん理り観かんのハードルは高すぎた。


　舞穂は口を尖とがらせてむくれていた。薄暗いがはっきり分かる。


「そうやっていつも凜さんは、舞穂の邪魔をする」


「子供がやるべきことではない」


「舞穂、子供じゃないもん。なんでも知ってるもん」


「なんでも知っているのとするのは別だ」


「したっていいって、伊い庭ば先生に習った」


「そんなはずあるか！」


　と言ったものの、あの先生ならあり得ると凜は思った。さすがに積極的に勧すすめたりはしないだろうが、ゲームソフトと引き替かえなら平気でお墨すみ付つきを与あたえそうだ。


　とはいえ、ここは周囲が迷路の板で囲まれている。和樹もいない。舞穂が不埒な行こう為いに及およぶことはないだろう。


　それでも舞穂は不満そうだ。小さな手で頭を抱かかえていた。


「にゃー、色んな経験ができるはずだったのにー」


「今のは聞かなかったことにしておく」


「凜さんだってしたかったくせにー」


「そんなことは言ってない！」


「絶対そのはず」


　上うわ目め遣づかいで凜を見ていた。根本的になにかおかしいと剣けん豪ごう少女は思うのだが、舞穂は疑っている。


「ねー。もしかして、もう和樹君とキスした？」


「馬ば鹿かを言うな。考えたこともない」


「本当はしたとか」


「してない！」


　正しよう真しん正しよう銘めい本当のことだったが、舞穂はまるで信じず、じっと凜を睨にらんでいた。


「うわーん、凜さんが抜ぬけ駆がけしたー」


「こらっ、声が大きい」


「舞穂も和樹君とキスしたいー」


「変な願望を抱いだくな。ああいうのはもっと大人になって、生しよう涯がいの伴はん侶りよを定めてからすればいいのであって、舞穂ちゃんにはまだまだ早い」


「じゃあ、凜さんとする」


　舞穂は目に涙なみだを浮うかべながら言った。凜は不意を突つかれ、目を白黒させる。


「は？」


「舞穂が凜さんとキスして、和樹君と間接キスする」


「おかしなことを口にするな。だいたい私は、式森と……キスなどと……」


　凜は顔をそらした。考えているうちに、妙みような気分になってきたのである。いくらなんでも和樹のことでここまでどきどきするとは思っていなかった。確かに生活には深く入り込んでいる男だが、それとこれとは別にしなければ。


　剣豪少女は横を向いたまま言葉を続ける。


「舞穂ちゃんも、そうやって余計なことばかり考えていないで、ちゃんと勉学に励はげむのだ。さもないと御ご両親が心配して……」


　不意に、頰に温かくぬるっとした感触。


　舞穂の唇くちびるがくっついていた。凜の体温が一気に上がった。


「こっ……こら……！」


「ほっぺたちゅーならいいよね」


「よくない。男でもどうかというのに、女同士など……！」


「じゃあ、次は唇ー」


「やめんかー！」


　舞穂が凜の身体にのしかかる。二人は狭せまい空間でドタバタした。
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「なんか向こうが騒そう々ぞうしいわね」


「こっちも大変だったけどね」


　和樹と玖里子は、やれやれといった雰ふん囲い気きで腰こしを下ろした。この二人もまた、迷路の一角に避ひ難なんしていた。


「結局、夕菜はなにをしようとしていたんですか？」


「あんたを暗がりでさらっちゃって、ついでにキスしちゃおうとしてたのよ。そのために夕菜ちゃんは、こんな仕し掛かけまで作ったの。千早と引き離はなしてから迷ったことにすればいいからね」


　と玖里子。彼女はこの話を、雪江から聞き出していた。和樹はようやく自分がどのような目にあったのか、自覚した。


「え……」


「しかもこれ、倒たおれるようになってるのよ」


　玖里子が迷路の板を押おした。ぐらぐらしている。


「キスした瞬しゆん間かんにばたんて倒れて、衆目を集めることも想定してたみたい」


　目を白黒させる和樹。


「な……なんでそんなことを……」


「そりゃあんたが優ゆう柔じゆう不ふ断だんだからよ」


　玖里子は呆あきれたように和樹を眺ながめる。


「夕菜ちゃんとしては、強ごう引いんな手段でもとらないと、いつまでたってもこのままだと思っていたんでしょ。あの実行力は凄すごいわね」


「……あの、じゃあなんで、玖里子さんは僕ぼくを助けたんですか？」


　彼女は板から手を離し、ちらりと見た。そしてなにを聞いていると言わんばかりに、


「決まってるじゃない。夕菜ちゃんとキスさせたくないからよ」


「なんで……」


「言わせるつもり？」


　彼は黙だまった。鈍にぶい彼ではあったが、この疑問を問い続けない方がいいことは理解できた。相変わらず根本が分からなかったが。


　玖里子は両りよう腕うでを組んだ。


「ま、今回のことは貸しにしといてあげる。今度なんか奢おごんなさいよ」


「玖里子さん、僕よりお金持ちじゃないですか」


「金額の多た寡かじゃないわよ……じゃあ別のことで返しなさい」


「なにがいいですか」


「そうねえ……」


　玖里子はほんの少しだけ考えていたが、やがて指を唇に当てた。


「これ」


「は？」


「だから、これよ」


「え……それってもしかして」


　たじろぐ和樹。それはひょっとして、ここで散々話題になったあれなのだろうか。ここでしなければいけないのか。


　彼女はにやりとする。


「冗じよう談だんよ……今はね」


「あ……なんだ……」


　和樹は胸を撫なで下ろした。


「安心しなさい。こんなところでしたら、夕菜ちゃんが抜け駆けだなんだと騒さわぐわよ。あたしだって命は惜おしいわ」


　その時、玖里子の背後の板が、前後に揺ゆれているのが見えた。そこだけ留め金が外れかかっているのか、内側に倒れかかっている。


　彼女は気づいていない。


「さ、凜と舞穂ちゃんを探して……」


「危ない！」


　和樹の叫さけびと板が玖里子に倒れかかったのが、ほぼ同時だった。


「玖里子さん！」


　和樹はとっさに腕うでを伸のばし、玖里子をかばって入れ替わった。玖里子を抱だき留める形になり、向かい合ったまま身体からだを反転させる。


「あいた！」


　板が和樹の後頭部をしたたかに打ち付ける。ショックで頭が前に動いた。そのままの姿勢で動きが止まる。


　とりあえず怪け我がはない。玖里子は無論だが、和樹も無傷だ。頭の後ろに瘤こぶができたみたいだが、傷のうちには入ってないだろう。


　問題はそんなことではなかった。
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　和樹の唇と玖里子の唇は、衝しよう撃げきで合わさったままになっていたのだ。




　第三十五話　続　ｋｉｓｓ　１







　式しき森もり和かず樹きはあまり寝ねていなかった。


　好きで夜よ更ふかしをしたわけではない。見たい深夜番組はなかったし、本を読んでいたわけでもゲームをプレイしていたわけでもなかった。いつもより若じやつ干かん早めに布ふ団とんに入り、電気を消して目をつむった。


　ところがそれからが問題で、まぶたは重いのに頭が熱を持っていた。普ふ段だんなら自然にテンションが下がって知らない間に眠ねむりにつく。しかしまるで寝られなかった。


　まんじりともせず、無意味に寝返りを打ち続ける。時々意味のない言葉を口にしていた。


　羊が柵さくを跳とび越こえるシーンを思い浮うかべれば寝られるだろうと考えたが、どうしたことか羊が登場しなかった。代わりにアフリカ象の群れが柵を踏ふみつぶしていき、和樹はその前で途と方ほうに暮れる役回りだった。


　気になっていたのは、もっぱら昨日の昼間のことだ。


　葵あおい学園では二年Ｂ組の仕切りで、Ｍ＆Ｍコンテストがおこなわれていた。学校のミスとミスターを決めて、その裏で大金を稼かせごうといういつものパターンである。結果はうやむやというか、主しゆ催さいのＢ組連中が稼ぎの分け前で揉もめているのだが、それはいい。


　問題はそこで起こった、ちょっとした出来事である。和樹はサクラで参加させられており、山やま瀬せ千ち早はやとコンビを組んでいたのだが、最後になってやらかしたのだ。


　いや、やらかしたわけではない。彼はずっと「僕ぼくのせいじゃない。不ふ可か抗こう力りよくだ」と思っている。それはそうなのだが、その不可抗力がささやかなわりには和樹にとってたいしたことなのであった。それが頭に残ったまま、結局朝を迎むかえてしまったのである。


　布団から身体からだを起こしたまま、和樹はぼんやりしていた。カーテンを閉めた窓の外からは、かすかに雀すずめの鳴き声が聞こえてくる。どことなく、「さっさと目を覚ませ」と言っている気がしないでもない。


「和樹さん」


　ドアの外から声がする。宮みや間ま夕ゆう菜なだ。


「起きました？　ご飯ですよ」


「あ……う、うん」


　ぼんやりしているため、口も上う手まく回らない。


「もうすぐできますから」


「うん……」


「どうしたんです？　なんだか昨日の浮うわ気きを思い出してるどこかのご主人みたい」


　思わず息が詰つまった。さすが夕菜は勘かんが鋭するどい。


「そ、そんなことないよ」


　和樹はなるべく心中の動どう揺ようを抑おさえながら返事をする。


「昨日のコンテストで疲つかれたからさ。もっと寝ていたくて」


「そうですか……。でも学校あるんですから、起きてくださいね」


「すぐ行くよ」


　ドアから遠ざかる足音。和樹はほっとすると、急いで着き替がえだした。





　下におりると、食事の支し度たくはすでに出来ていた。夕菜が作ったのでご飯に味み噌そ汁しる、お新しん香こに焼き魚といった和食である。


　神かみ城しろ凜りんと栗くり丘おか舞まい穂ほもすでに席についている。まだ食事には手をつけていない。


　和樹も座すわった。箸はしを持とうとして、ふと訊きく。


「……食べないの？」


「玖く里り子こさんが来てませんから」


　と夕菜。この家はなるべく全員が揃そろってから食べはじめるようにしている。「みんなで食べないとおいしくありませんから」という夕菜と、「食べはじめは同じにするのが礼節というものだ」という凜の主張のためである。


「玖里子さん……起きたの？」


「さっき見に行ったら起きました。そろそろ下りてきます」


　その言葉通り、ぺたんぺたんと音がして、二階から長身の女性がやってきた。
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「うー……おはよ」


　風かぜ椿つばき玖里子は目を擦こすり、はばかることなくあくびをしていた。


　彼女は朝が弱い。和樹も弱いが、その上をいく。遅ち刻こくも多くて、一年生の頃ころは出席日数の危ない科目がいくつかあったらしい。それでも葵学園トップの成績だったので問題にならなかったというから、和樹には羨うらやましい限りだった。


　玖里子はがたがた音を立てて椅い子すを引いた。


「んー……ご飯？」


「パンじゃありませんよ」


　玖里子に食事当番をさせると、しばしばパン食になる。手て抜ぬきではなくて、幼少の頃からの食生活が続いているのだ。ただこの家では夕菜と凜が和食党であり、舞穂と和樹はどっちでもいいため、分ぶが悪い。


　彼女は和樹の正面に座った。別におかしくないのだが、彼は心臓がどきどきした。


　ちらっと様子をうかがう。眠そうで全身から低血圧を主張している姿は、いつもと変わらない。そんなところを、和樹は妙みように意識した。


　夕菜が全員分のお茶の用意をして、最後に座った。


「じゃあ、食べましょう」


　いただきますと言い、和樹は箸をつけた。


　お茶ちや碗わんのご飯を食べる。なんの変へん哲てつもない白米だが、夕菜は炊たくのが上手なのでおいしい。水加減も、研ぐのもいい感じだ。料理に限らず、彼女は家事ならなんでもいける。


　舞穂はなにが楽しいのかにこにこしながら食べており、凜は黙もく々もくと箸を動かす。幼少時のしつけが厳しかったためか、剣けん豪ごう少女は無む駄だな会話を好まない。


　和樹もあまり喋しやべらず、下を向きながら食べ続けた。


　いつもならもう少し会話をするところだが、今日はそうはならない。もちろん昨日のことが引っかかっているからだ。


　極力考えないように努めていたものの、やはり頭をかすめる。かすめるならいい方で、しばしば居座った。こういうことは気にしないよう努力すればするほど気になるもので、心に妙な弱さのある和樹ならなおのことだった。


「玖里子さん、お茶は飲みます？」


　和樹の肩かたが、ぴくっとする。言われた当人は、少なくとも表面上は平静だった。


「……飲む」


　玖里子は箸をくわえながら返事。行ぎよう儀ぎがいいとは言えず、現に凜が眉まゆを顰ひそめていた。


　まだ食事の途と中ちゆうだったが、夕菜は湯飲みにお茶を注いだ。


「はい、どうぞ」


「……んー、ありがと」


　ずびずびと音を立てながら飲む。


　和樹は玖里子の様子を見て、気け取どられないよう注意しつつ感かん嘆たんした。昨日あんなことがあり、こっちはどきどきしたままろくに眠れなかったというのに、いつもと変化がない。たとえ一歳だけ年上でも、精神的にここまで大人なのかと感心していた。


　さすが陰かげで生徒会を牛ぎゆう耳じっているだけのことはある。きっと昨日のようなことも、彼女の中では日常茶飯事なのだろう。


　しかし夕菜が首を傾かしげていた。


「どうしたんですか……？」


「なにが」


「玖里子さん、なにか心配事でもあるんですか？　いつもと様子が違ちがいますけど……」


「そお？」


「ええ、もっとがさつ……ええっと、おおざっぱにお茶を飲むのに、なんだか丁てい寧ねいで……」


　ほんの少しだけ玖里子の視線が泳いだ。


「いつもと変わらないけど」


「でも、なんていうか、飲み干すときの音がちょっと静かで……」


　玖里子は湯飲みをテーブルに置いた。


「夕菜ちゃん。あたし病人に見える？」


「……見えませんけど」


「でしょ。あたしは健康で、だけど朝が弱くて、ご飯は別に食べなくてもいいかなって考えている風椿玖里子よ。どこも変化はないわ」


「……はあ」


　夕菜は納なつ得とくしたのか、しないのか微び妙みような表情をしていた。


「和樹さんはどう思います？」


「え……えっ？」


「玖里子さんのことです」


　和樹は内心焦あせった。まさかここで話を振ふられるとは思っていなかったためだ。


　玖里子はなにも言わない。が、どことなく視線が鋭いようにも感じられる。


「えーっと……普ふ通つうかな」


「ほら」


　と言ったのは玖里子。


「あたしは変わりないわよ」


　それでも夕菜は納得していない様子。


「和樹さん、そうですか？」


「うん……」


「わたしにはなにかおかしく感じるんですけど……」


「夕菜ちゃん、おかしいってのも失礼よ」


　今度はやんわりと、たしなめるように玖里子は言った。


「玖里子さんに心配事や悩なやみがあったら、相談に乗りますから」


「別にないわよ。そんなに気になる？」


「はい……」


「ありがと。本当に心配事があったら、真っ先に相談するわ。でも今はご飯を食べさせて」


　彼女は「本当は朝ご飯食べなくてもいいんだけど」と言いながら、アジの干物を口に運んでいた。


　朝食なので、すぐに食べ終わった。あまりぼやぼやしていられない。一日がはじまるのだ。


　夕菜は片付けのために台所へ行った。凜と舞穂は二階へ。登校の用意だろう。


　和樹も自室へ戻もどろうとした。


　いきなり、襟えり首くびを摑つかまれる。


　振り返ると、玖里子が人差し指を唇くちびるに当てていた。


「な、なんですか」


「大きな声を出さない」


　彼女は服の襟から手を離はなした。ちらちらと、台所を気にしている。夕菜に聞かれないようにするためか、玖里子は声を小さくしていた。


「分かっているでしょうね」


「……なんですか」


　実は分かっていたが、念のため訊いた。


「昨日のことよ。誰だれにも喋るんじゃないわよ」


「喋りませんよ……」


「口を滑すべらせたら、命が危ないわよ。夕菜ちゃんどれだけ怒おこると思う？」


「想像したくありません」


「消し炭にされるだけなら、きっと運がいいわね」


　それから彼女は、ちょっとため息をついて、


「昨日のあれは、なんていうか……よくあることよ」


「よくあるんですか」


「……知らないわよ。あたしだってあんなのはじ……」


　玖里子ははっとして、口を押おさえた。


「と、とにかく、余計なことはいっさい口にしないで。あんたの命に関かかわるから」


「分かってます。玖里子さんも……」


「あたしは分からないけどね」


「え？」


　戸と惑まどい、つい声が高くなる。


　夕菜が台所から顔を出した。


「どうしたんですか？」


「な、なんでもない」


　急いで両手を振り、なにも起こっていないことをアピールした。


「なにもないよ。ちょっと玖里子さんと話していただけ」


「そうですか。なんだか昨日の浮うわ気きを思い出しているどこかのご主人……」


「僕ぼく、どこかのご主人じゃないから！」


　和樹はあえて大きめの声で言った。


　夕菜もとりたてて強く主張するつもりはないらしく、すぐに引っ込んだ。もっともこれは洗い物があるからだろう。普ふ段だんはもっと勘かんが鋭するどい。


「危なかった……」


「気をつけなさいって言ったでしょう」


「だって玖里子さんが分からないなんて言うから……」


「あたしは……いいのよ」


「なんでですか」


「色々あんだから」


　そして彼女は和樹の返事を聞かず、さっさと階段を上っていった。





　　　　○





　この日、和樹はあえて皆みんなとは別に登校した。夕菜は「和樹さんはわたしのことが嫌きらいなんですか」とむくれていたが、平へい穏おんな時間が欲ほしかった。


　玖里子は「眠ねむい。面めん倒どう」と言いながら家から出ない。もっともこれはいつものことで、なんだかんだで登校するため誰も心配しない。


　ぼうっと歩きながら、時々自分の唇に手を当てたりする。妙な行こう為いだが、彼にとっては一大事でもある。


　昨日のイベントで、和樹は玖里子とキスをしてしまったのだ。


　あれは事故だった、はずである。板で作ったしきりが倒たおれてきて、押されるようにして唇が重なった。故ゆえに不ふ可か抗こう力りよく。なんの責任もない。


　責任を言い出すのも変な感じだ。たかがキスをしただけ。しかし、こっちははじめてだったのである。ファーストキスだ。


　まさかこんなことで経験するとは思わなかった。前まえ触ぶれもなにもなかったので、余計ショックである。


　玖里子の方はどうなのだろう。さすがにはじめてではない……はず。それにしては朝食の後、なにやら口を滑らせたような。


　やや遠回りして学校に着いた。


「おはよう」


　校門から中に入るなり、声をかけられた。山瀬千早であった。


　彼女の笑え顔がおはいつもと変わらない。


「今日は一人？」


「あ……うん」


「昨日は大変だったね」


「そうだね……」


　千早が顔を覗のぞき込こんだ。


「どうしたの？　元気ないね」


「いや、そんなことないけど」


「昨日のこと？　あたしと一いつ緒しよだったの、嫌いやだった？」


「そ、そんなことじゃないよ」


　確かに昨日のことには違いないが、方向性の違う悩みだった。人物が違う、と言うべきか。


　千早はあまり気にしていないようだった。


「体育館、どうだった？　式森君とはぐれちゃったけど」


「え……」


「あのあとすぐに帰っちゃったじゃない」


　実はショックのあまり、ふらふらしたまま帰宅してしまったのである。千早を置き去りにしたと気づいたのは、しばらくたってからだ。


「あ……ごめん」


「いいけど、なんかＢ組の人が、声をかけても返事がなかったって言ってたから。具合でも悪くなったの？」


「悪くなった……かな」


　もっぱら精神的に。


「今は平気？　保健室行く？」


　心配そうに訊きいてくる。千早は他者を気き遣づかうことに抵てい抗こうがない。知人の心配をすることが当然だと思っているのだ。


　和樹は不安を表面に出さないようにしながら、なるべく明るい表情を作った。


「大だい丈じよう夫ぶ。保健室行かなくてもいいから」


　それに養護教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきと紅尉紫し乃のにかかっては、精神的ショックの理由がなにか、一発で見み抜ぬかれそうな気がする。なにもわざわざバラしに行きたくはない。


「ふうん……なにかあったら言ってね。そうだ、今日のお昼ご飯、一緒に食べようか」


「ごめん……」


　なるべく機き嫌げんを害さないように断った。他に用事はないが、油断していると迂う闊かつなことを漏もらす気がする。


　別に千早に漏らしてもいいと言えばいいのだが、やはりプライベート（？）なことは秘ひすべきだろう。玖里子との約束もあるし。


「…………」


　千早はじっと和樹を見つめていた。


「な、なに？」


「式森君、なにかあったんだ」


「だからなにも……」


「ちょっとくらい、あたしを信用してもいいと思うけど」


「信用してるから」


「あたしね、昨日ちょこっとだけだけど、式森君と風椿さんがいたところ、見ちゃったんだ」


「え……」


　和樹がそれ以上言う前に、千早は「じゃね」と口にして走っていった。





　二年Ｂ組の教室に入る。何な故ぜか背中には汗あせがにじんでいた。


　入ったら、いきなり机が飛んできた。


「わあ！」


　慌あわてて頭を引っ込める。机は壁かべにぶつかって床ゆかに落ち、脚あしが一本曲がった。


「なにすんだ！」


　怒ど鳴なる和樹。だが教室内では彼に注目するものは誰もおらず、二手に分かれて睨にらみ合いが続いていた。


「だから！　なんで儲もうけが三百四十円しかないんだよ！」


　と叫さけんだのは仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこ。後ろには男子生徒を中心に集団ができている。


「経費を引いたらそれしか残らなかったのよ！」


　彼の正面には松まつ田だ和かず美みがいた。彼女も負けじと睨み返している。後ろには女子を中心にした集団がある。


「準備と実行に予算が必要なのは、仲丸君も認めているでしょうが！」


「使いすぎだ！　なんだこの交通費三十六万円って!?」


「飛行機を使ったんだからしょうがないじゃない。アメリカからピッチングマシーンを買ってきたのよ」


「ありゃそこらにあったもんじゃないのか。これ、ビジネスクラスを使っただろう。ただの観光じゃねえか」


「仲丸君だって、ここに接待交際費ってあるじゃない！　なんで二十万もかかるのよ！」


「学校の教職員を懐かい柔じゆうするために店に連れて行ったんだ。賄わい賂ろを渡わたせば案件がうまく回ることくらい、お前だって知ってるだろ」


「噓うそばっかり！　自分たちで食べ歩いただけじゃない！　カラオケボックスで遊び回っていたことくらい知ってるのよ！」


「てめえ、あとをつけやがったのか！」


　罵ば声せいと怒ど声せいが飛び交かう。周囲の生徒たちも負けじと声を張り上げ、テンションばかりが上がりまくっていた。


　なんだいつもの揉もめ事かと和樹は思った。分け前で仲間割れをしていたことは知っていたが、まだ続いているらしい。そもそもＢ組の生徒は金に汚きたなく、しかも自分の取り分を少しでも増やそうとする傾けい向こうにある。その過程で不正な使い込みが発覚したようだ。


　不正といっても、どうせほとんどの人間が関かん与よしているのである。白黒つけたら全員真っ黒だ。何人か声が嗄しわがれているクラスメートがいるから、朝早くからやっているのであろう。


　和樹はこういうとき、極力第三者の振ふりをすることに決めている。巻き込まれることも多いが、そうしないと身体からだも精神ももたないのだ。彼は長生きをしたいというささやかな願望がある。


　自分の席につき、授業の用意をしようとした。仲丸と和美たちは、まだ揉め続けている。


（よくやる……）


「この経費の補ほ塡てんは、仲丸君たちがやるべきよ！」


「なんで俺おれたちが払はらうんだよ。松田たちが負担しろ。七割まで！」


「多すぎるじゃない！」


（多い少ないよりも、なんでお金のことになるのか考えた方がいいと思うな……）


「問題は金額の多た寡かじゃなくて、精神的苦痛の賠ばい償しようだ！」


「なんで飲み食いし続けた仲丸君が苦痛を感じるのよ!?」


「本当ならもっと食えるはずだったのに、松田が準備期間を繰くり上げたからできなくなった」


「図ずう々ずうしいこと言わないで！」


「でも、学校に来たらお前たちがどんちゃん騒さわぎしてたぞ！」


「あれは気合いを入れるための……壮そう行こう会かいよ！」


（そもそも学校の行事じゃないんだから、飲み食いとか関係ない……）


「じゃあ、この損失どうするのよ！」


「黒字だろ！　三百四十円」


「マンガ一冊買えないじゃない！」


「だったら、いらないのか」


「全額あたしがもらうわよ！」


　この言葉には、さすがに「なに考えてんだ」「和美、図々しいわよ」の罵声が飛んだ。和樹は相変わらずだと思ったものの、特に驚おどろかない。


「いくらなんでもせこいぞ松田」


「欲しけりゃ三十円くらい分けたっていいわよ」


「もらえるものはもらう……そうじゃなくて、もっとちゃんと儲ける手段があったはずだぞ」


　論争に疲つかれてきたか、仲丸が別の話題を持ち出そうとしていた。


「なによ」


「ほら、あれだ。校内にカメラ設置して、生徒同士の関係や弱みを把は握あくして恐きよう喝かつの材料にしようって計画したじゃねえか」


「ああ、あれ」


　和美が渋しぶい顔をする。


「記録媒ばい体たいを生徒会長に差し押おさえられちゃったのよ。『こういうのはふさわしくありません』とか言って。結構ヤバいのもあったのに」


「バックアップは取ってあったんだろ」


「そっちも押さえられたわ。ＵＳＢメモリとリムーバブルハードディスクにデータ移して分散隠いん匿とくしたのに、どっからか情報が漏れたのよねえ」


「そうか」


　何気なく聞きながら、和樹は「それって仲丸が情報を売ったんじゃないのかな」と考えていた。いつもの彼ならここぞとばかり責任を追つい及きゆうするはずだ。


　和美もなにやら不信そうであったが、深く追及はしなかった。ただ周囲の女の子たちは、「仲丸め……」みたいな目で見ている。


　仲丸は何故か不敵な笑えみを浮うかべた。


「そうくるだろうと思った」


「？」


「実は俺は、みんなに内ない緒しよで校内数か所に予備のビデオカメラをしかけておいたんだ。その映像で強請ゆすりのネタはできるはずだ」


「あんた、いつの間にそんなことを」


「俺は常に先を予測している。不測の事態に対処してこそ真のプロだ」


　胸を張る仲丸。和美は不信が確信に変わったようで、


「予備って、こんなことにならなきゃ、ネタを独り占じめするつもりだったんじゃないの。それに生徒会長にバレたのも、ひょっとしたらあんたの仕し業わざ……」


「ともかく！　俺はビデオの映像をクラスに提供する。それで利益を上げようじゃないか」


　この台詞せりふで不満はだいたい収まった。一部ではいまだ文句を言っているものの、表立ってはない。


　和樹は無関心の振りをしつつ、耳をそばだてていた。


「で、そのビデオはどこにあんの」


　と和美。


「ここだ」


　仲丸が足あし下もとを指さす。大きめの紙かみ袋ぶくろがおいてあった。


「あんならさっさと出しなさいよ」


「松田の態度では出さないつもりだった。もっといい儲け話があるなら、わざわざ全員に見せる必要はあるまいと……」


「やっぱり独り占めするつもりだったんじゃない！　……まあいいわ。早く見せて」


「待ってろ」


　彼は紙袋から、小型のデジタルビデオカメラを取り出した。三台ある。和美が半分感心していた。


「個人でお金出したの？　高かったんじゃない？」


「知り合いのバッタ屋に頼たのみ込こんで……細かいことはいいじゃないか」


　仲丸がビデオカメラとＡＣケーブルを繫つなぐ。それを教室の隅すみにあるコンセントに差した。


　カメラの小さい液えき晶しよう画面で確認することになった。そこに大勢の生徒が集まるものだから、かなり見にくそうだ。


「どこに仕し掛かけたやつなの？」


　和美が訊きく。


「食堂だ。あそこ観葉植物があるだろ。そこの陰かげに隠かくした」


　仲丸が操作。和樹からは見えないが、再生がはじまったらしい。


「画像が乱れてるわね」


「固定が甘あまかったな」


　しばらく無言が続く。早送りでもしているのだろうか。


「あ、誰だれか入ってきた。目の前のテーブルに座すわればいいのに」


「座ったぞ……式森だ！」


　和樹は跳とび上がった。


「えっ、僕!?」


　クラスメートたちは画面に集中している。ほぼ全員が注視していた。


　和美が低い声を出す。


「一いつ緒しよにいるのはＦ組の山瀬ね」


「式森と組ませたからな」


「なんか妙みように仲良さそうじゃない？」


「音が小さくて聞こえないな。なに話しているんだ……」


　和樹は背筋が寒くなってきた。千早とサボったことが知られているのである。あの場ではなにを話していただろうか。


「仲丸君、ボリューム上げてよ」


「ちょっと待て。今……あっ」


　画面がブラックアウト。見ていた生徒たちからも「あー」というため息が漏もれた。


　和美が文句を言った。


「終わっちゃったじゃない」


「ここでバッテリーが切れたみたいだな。中古だから」


「話の内容によっては金になったわよ」


　仲丸がちらりとこっちを見る。


「式森で金になるか？」


「山瀬を脅きよう迫はくするのよ。実家に金がありそうじゃない」


　恐おそろしい女だと和樹は思った。金に関してタブーというものがないのか。


　とりあえず胸むねを撫なで下ろす。これで安心だ。この連中にほんの少しでも弱みを握にぎられるのはよくない。ゆうに十年は金をせびられるだろう。


　仲丸が別のビデオカメラを取り出した。


「次はこれだ。廊ろう下かに仕掛けたやつなんだが」


「なんでそんなところに。意味あんの？」


「立ち話とかで秘密が漏れるってのはよくあるだろ。だから……」


　また台詞が止まる。カメラを操作しているのだ。しばらくしてから「ほう」という声が上がる。


「……これ、Ａ組の女の子じゃない？」


　と和美。


「そうだな。隣となりはＣ組のクラス委員長だ。こいつら付き合っていたのか」


「偶ぐう然ぜん一いつ緒しよになったのかもしれないわよ」


「どっちでもいい。強請ろう」


　事実はどうであろうと問題ないらしい。さすがに慣れてる人間なら反論するケースだろうが、Ｂ組のことをよく知らない生徒なら、ショックをうけて言われるがままになるかもしれない。


「あ、いなくなったわ」


「俺おれたちのことに気がついたな」


　そんなわけあるか、と和樹。


「また誰か来た」


「……式森じゃねえか？」


　今度は全員が振ふり向き、視線が和樹に集中した。好意的とは言えない感情が突つき刺ささる。


「なんか、風椿さんもいるわよ」


「山瀬もいるな」


　仲丸が和樹に向かって言う。


「おい、お前、山瀬となにするつもりだったんだ」


「なにって……玖里子さんもいるんだから、体育館に行く途と中ちゆうだよ」


「怪あやしいな」


「なんで！　松田さんたちが体育館に行けって言ってきたんじゃないか」


　指示によって移動していたのである。彼の立場では、文句を言われる筋合いはない。


　しかし例によって、そのような正論はＢ組の人間には関係がない。和樹を睨にらみ、画面に目を落とすという動作を繰くり返していた。


「あっ、画面の外に出ちゃった」


　和美が悔くやしそうに言う。


「おい式森、戻もどって来いよ」


「無茶言わないでよ」


　録画した画像のことまで責任は取れない。


　仲丸はビデオカメラの早送りを繰り返したが、あとはもう誰も映っていなかったらしい。それっきりで終わった。


「まあいい。別のカメラもあるからな」


「今度はどこ」


「体育館だ」


　おお、と声。えっ、と悲鳴混じりなのは和樹が叫さけんだから。


　仲丸は自じ慢まんげに言う。


「天てん井じように仕掛けておいたんだ。上からなら気づかれないと思ってな」


　確かにその通りで、和樹はまさかそんなものが設置されているとは思わなかった。不安になって仲丸たちのところに近づく。


「……もしかしたらまた僕ぼく……」


「ばっちり映ってるぞ」


　仲丸が指し示した。画面の隅っこに和樹と千早がいる。


「怪しいな」


「だから、みんなが僕を呼び寄せたんじゃないか……！」


　当然のように和樹の意見はスルーされる。当初の「誰かのネタを摑つかんで強ゆ請する」相手が和樹になろうとしていた。


「仲丸君、早送りしてよ。式森君がなにをするのか見てみたいわ」


「よし」


　人物がちゃかちゃか動き、和樹が画面の中央へと移動していく。


「なにしてんだ、こいつ」


　仲丸の言葉に、和美が画面に顔を近づけた。


「……この仕切りのところに、誰かいない？」


「女性っぽいな」


　和樹はだんだんどきどきしてきた。この後なにがあったのか。彼自身はよく知っている。


「えーっと、仲丸、松田さん。別になにもなかったから、見なくても同じだよ」


「だれがそんな台詞せりふを信じるんだ」


「いや、僕は噓うそをついたことなんてないじゃん」


「正直者なんて自分で言うやつがいるものか」


　仲丸はまるでとりあってくれない。それに、事実噓だったりする。


　和美が指をさした。


「こっちに映っているのは舞穂ちゃんじゃない」


「ああ。見えづらいが、これは一年の神城凜だな」


「この髪かみは夕菜ちゃん……？」


「わたしがどうかしましたか？」


「わあ！」


　悲鳴を上げたのは和樹。いつの間にかクラスメートの輪の中に、夕菜がいたのだ。


「いいいいいつ来たの!?　僕より早く出たんじゃ……」


「紅尉先生のところで、舞穂ちゃんと話をしてました。教室に入ったのはついさっきですよ。皆みなさんが集まってますからなにかなって」


「た、たいしたことじゃないよ」


「あ、これ、こないだのコンテストの映像ですよね」


　和樹の言葉を聞き流し、夕菜は画面を眺ながめた。ただの記録映像だと思っているらしく、なんだか楽しそうである。


「このときびっくりしました。真っ暗で……えーと、わたしが色々頼たのんだんですけどなんかうまくいかなくて……和樹さん、結局なにをしてたんですか？」


　無む邪じや気きな笑え顔がおがこちらを向く。どこから見ても明るく楽しげにしている美少女だが、このあと起こることを知ったら夜や叉しやのようになるだろう。なにしろ和樹は玖里子とキスしたのだ。


　なるべくさりげなく、画面を塞ふさぐように移動する。


「どうってことないよ。そんなに楽しいことはなかったから」


「そうなんですか？……見えません。どいてください」


「それより授業の準備をしない？　やっぱり高校生は勉強だよ」


「珍めずらしいですね。でも伊い庭ば先生は遅おそくなるみたいですよ。ネットゲームっていうんですか、それを深夜までやっていたみたいだから遅ち刻こくするはずだって紅尉先生が……」


「あ、夕菜と神城がもめた」


　和美が呟つぶやく。夕菜の注意は画面に戻された。彼女は再生された動画を見て、大きくうなずいていた。


「あー、このときです。わたしと凜さんがなんかもう大変で」


「そ、そうなんだ。じゃあもうこのへんでいいんじゃないかな」


「よくないです。見せてください……それとも」


　首を傾かしげる夕菜。


「まさか見せたくないものがあるんですか」


　和樹は両手を扇せん風ぷう機きみたいに振り回した。


「まさか！　そんなことがあるもんか。このまますぐに帰っちゃったよ。もう本当にそれだけ」


「だからどいてくださいってば。見えなくなっちゃいます」


　夕菜はなんとか見ようとし、和樹は塞ごうとして動く。バスケットボールのディフェンスのようになり、周囲からブーイングが飛んだ。


「どけよ式森」


「あたしたちも見えないんだから」


　小さな画面では、ちょうど体育館内に設置したしきりが倒たおれようとしていた。ジャストタイミングでまずいシーン。


「……そんなに見たい？」


「当たり前じゃないですか」


　和樹は渋しぶ々しぶ画面の前からどいた。と同時に、わざとらしくつまずく。


「あー」


　身体からだを支えるふりをして、ビデオカメラを弾はじき飛ばした。床ゆかに落ちたところを蹴け飛とばす。


「あーごめーん」


　仲丸が慌あわてて拾い上げた。ビデオカメラは液えき晶しようにひびが入り、電源が落ちていた。スイッチを動かすも、電源が入らない。


「おい、壊こわれちまったぞ！」


「ごめーん」


　和樹は頭を下げて。表情を見られないようにした。


「ごめん仲丸。弁べん償しようするよ」


「それよりデータが……どうやって取り出せばいいんだ」


　仲丸は懸けん命めいにカメラを操作している。動画データを取り出せるようだったら、またなにか考えないと、と和樹は思った。


　夕菜が不満げに頰ほおを膨ふくらませている。


「もうっ、なんてことをするんですか」


「ちょっと足を滑すべらせちゃって」


「せっかく和樹さんがなにをしていたか見られたのに」


　それが見られたくなかったんだって、と心中呟いた。


「でも和樹さん、本当になにをしていたんですか」


「なにもないって……」


　その時、教室の扉とびらが開いた。伊庭かおりか、と全員緊きん張ちようしたが違ちがった。


「どーも」


　玖里子であった。彼女はまっすぐ和樹たちのところに来る。


「……あんたたち、なにしてんの？」


「聞いてください、和樹さんったら酷ひどいんですよ」


　夕菜が今起こったことを説明した。


　玖里子はいちいちうなずきながら、


「……つまり体育館のことは、ついに分からなかったと」


「そうなんです。和樹さんはなにもなかったって言ってますけど、もしかしたらあったかも……」


「まあね」


　玖里子は何な故ぜか重々しく言った。


「本当はあったからね」


「……はい？」
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　夕菜はきょとんとし、和樹の心臓は跳はね上がった。




　第三十六話　続　ｋｉｓｓ　２







　式しき森もり和かず樹きは焦あせっていた。


　本心は焦っていたどころではない。心臓はパーカッションを鳴らすように音を立てており、脈は最高速度を更こう新しんしっぱなし。体中から汗あせが噴ふき出しており、下着がぐしょ濡ぬれだった。体育の授業がなかったからよかったものの、着き替がえを見られたらいらぬ誤解を受けそうである。


　それはこの日一日、ずっと続いていた。彼としては「早く時間が過ぎるか、皆みんなの記き憶おくから消えますように」と願っているのだが、そうもいきそうにない。なにしろ宮みや間ま夕ゆう菜なが「さっきのあれ、なんなんです？」と訊きいてくるのだ。そのたびに和樹の寿じゆ命みようは縮み、保険屋が見たら即そく座ざに掛かけ金を引き上げそうになっていた。


　そもそも「さっきのあれ」とはなにか。それは風かぜ椿つばき玖く里り子こが発した「なにかあったから」という言葉である。一見何気ない台詞せりふで、確かに傍はたから見ればどうってことはないのだが、和樹にとっては天地がひっくり返るほどの事件でもあった。


　すなわち、「なにか」とは唇くちびると唇が触ふれあう行こう為いで、端たん的てきに言ってキス。和樹は玖里子とキスしてしまったのだ。


　なんだそりゃと言うなかれ。この年とし頃ごろの少年、特に和樹のような「女の子に縁えんがない。自分の人生を時々ダンゴムシになぞらえたりする」ような自じ虐ぎやく癖ぐせのある人間にとっては、一大事なのである。


　しかも、このことを夕菜は知らない。インド神話から破は壊かい神カーリーを追い出して自分が居い座すわったような少女にこのことが知られてしまっては、この身が危ない。重傷ですめば幸運だったと思うしかないだろう。


　そしてその夕菜が、しきりと「なんなんですか？」と訊いてくる。素す直なおに答えなくても仕方のないケースだろう。


「え……えーとね。なんでもないんだ」


　その日の休み時間。何度目かの質問の後、和樹はこう返答せざるを得なかった。


「ほら、ときどき玖里子さんって、変なこと口走るじゃない」


「そうでしたっけ？」


　夕菜が首を傾かしげる。


「玖里子さん、頭のいい女性ですから、そんなことないと思うんですけど」


「いやいや、低血圧じゃないか。朝になると階段から落ちたりコーヒーで口をすすごうとするじゃない。あんなことだと思うんだよ」


「それはそうなんですけど……」


　玖里子は勉強もスポーツもできる優ゆう秀しゆうな人間だが、唯ゆい一いつ朝だけが弱かった。前記以外にも、顔を洗いながら寝ねる、トーストに歯は磨みがき粉こを塗ぬろうとする、石せつ鹼けんを食べようとするなどの奇き行こうがある。


　なので和樹の言っていることにもそれなりの説得力があった。ただしこれは、朝のみである。


　夕菜はさきほどあったことを思い出そうとしていた。


「玖里子さん、寝ぼけていましたっけ？　そうは見えませんでしたけど」


「いや、ああいうのは病気の一種だからさ、もしかしたら夢遊病なのかもしれないよ」


「夢遊病で二年Ｂ組まで来たんですか？」


「そうそう。玖里子さん、年上なんだからしっかりしてもらわなきゃ困るよね」


　彼はわざとらしく笑った。


　夕菜はまだ複雑な顔をしている。それはそうだろう、和樹自身も苦しい言い訳だと思っているのだ。


　だがここで頑がん張ばらないと全すべてが露ろ見けんしてしまう。夕菜は勘かんの鋭するどい女性だ。もしキスの「キ」の字でもほのめかせば、たちまち悟さとって火山の噴ふん火かとなる。


「でも……玖里子さん、なにか言いたそうでしたけど」


「あれ以上なにも言わないで帰ったから、いいんじゃないかな」


「仲丸さんたちも気がそがれてましたけど」


「あいつらはどうでもいいんだよ。僕ぼくにビデオカメラ弁べん償しようしろなんて言ってたけど」


「あれは和樹さんが悪いんです」


　夕菜は口を尖とがらせた。「しっかりしてください」と付け加える。和樹は彼女の意識が玖里子から離はなれたので、内心ほっとしていた。


「そうだね。あとでもう一度仲丸に謝あやまっておくよ」


「そうしてください」


　夕菜はそう言った後、


「今日、帰りに夕ご飯のおかずを買っていきますから。ちょっと遅おそくなります」


「凜りんちゃんの番じゃなかったっけ」


「わたしが代わりました。……凜さんの料理、食べたいですか？」


「いや」


　和樹は急いで首を振ふる。剣けん豪ごう少女神かみ城しろ凜の作る料理は芸術である。しかもかなり前衛方向にふれている。要するにまずいので、誰だれも食べたくないのだ。


　それきり、玖里子の話題は出なかった。夕菜も忘れてしまったらしく、持ち出さない。またなにかの拍ひよう子しに出てくるかもしれないが、今はこれで安心するべきだろう。


　問題は帰ってからだ、と和樹は思った。ここで玖里子と夕菜が顔を合わせると、どんなことが起こるか分かったものではない。なにか手を打っておかなければ。彼は授業がはじまるまで、必死にそのことを考えていた。


　和樹は昼休みを利用して生徒会室へ向かった。この時間、玖里子はいつも教室にはおらず生徒会の仕事をしている。生徒会役員ではないのだが、裏の権力者なのでわりとやることがあるのだ。表に出ていなくても、書類仕事はいつだってやってくる。


　生徒会室の扉とびらを開けると、玖里子は椅い子すに座っていた。ただし、なにか作業をしているようには見えない。ぼうっとしている。和樹にも気づかない様子。


「玖里子さん……？」


「……あら」


　何度か声をかけ、ようやくこっちを向いた。


「なにか用事？」


「ええ、まあ」


「お昼食べてないの？　午後もたないわよ」


「平気ですよ」


　と返事をしたものの、身体からだに気を遣つかうなんて珍めずらしいなと思った。いつもなら人のことは関係なく、まず自分のことから入る。


「その、用件なんですけど」


「座ったら？」


「あ、はい。ええとですね……」


　パイプ椅子に腰こしかけながら、和樹は言葉を探していた。


「その……なんであんなこと言ったんですか？」


「なにが」


「教室のことですよ。なんか、ほのめかすようなこと言って」


　和樹の台詞にも、玖里子はそれほど困こん惑わくしているように感じられない。聞き流しているわけでもなく、単に耳を傾かたむけているだけといった様子だ。


「ほのめかすねえ。ああ言った方がいいと思ったのよ」


「よくないですよ。夕菜が変に感じてました」


「夕菜ちゃん、怒おこった？」


「いいえ、でも不ふ審しんな顔してました」


「なんだ、怒らなかったの」


　つまらなそうになる玖里子。頭の後ろで手を組んで、椅子をぎしぎし言わせていた。


「あたしとしては、察して欲ほしいってのがあったんだけどねえ」


「なんでですか。そんなことしたら、僕も玖里子さんもただじゃすみませんよ。具体的には黒こげになるとかどこか遠くに吹ふき飛ばされるとか」


「あんた、夕菜ちゃんのことなんだと思ってるのよ……まあ、あの娘こが怒ると、それくらいはするけどね」


「でしょう。ですから、黙だまっていてくださいよ」


　和樹はここに来るまでに考えていた言葉を口にした。


「黙っていれば、丸く収まるんですから」


「収まるのかしら。なんか浮うわ気き隠かくしに必死なおじさんみたいね」


「呑のん気きなこと言わないでください。命がかかっているんです」


　誇こ張ちようではないところが恐おそろしい。葵あおい学園一の美少女とも言われる夕菜が怒いかりにかられると、瓦が礫れきの山が築かれるのだ。ほとんど自然災害である。


「あの怒り方が可愛かわいいって気もするけどねえ」


「いつも巻き込こまれるのは僕なんです」


　というか当事者である。理り不ふ尽じんだと叫さけびたくなることもある。


　玖里子は頭の後ろで組んでいた手を離し、机の上に転がっていたボールペンを手に取った。指でくるくる回す。


「なんか、黙っているってのも癪しやくなのよねえ」


「……なんでですか」


「あたしもそれでいいかって考えていたんだけどさあ。やっぱり、和樹とキスしちゃったのは事実じゃない」


「ええ、まあ……」


「それってアドバンテージだと思うのよ」


「なんですか、それ」


「だから他の娘こたちに比べて有利じゃない」


　冗じよう談だんかと思ったが、彼女の瞳ひとみはそれなりに真しん剣けんである。口調だけがどこかふざけている。


「はあ……」


「そういうのって、言いふらした方がいいかもって思えてきたのよねえ」


　和樹の心臓が跳はね上がった。


「えっ……だ、だって、玖里子さんも話す気なかったじゃないですか！」


「まあそうなんだけど」


　彼女はボールペンを机に置いた。


「たとえば、みんなで一いつ緒しよにご飯を食べているじゃない。そうすると和樹とキスしたのはあたしだけなのよ。夕菜ちゃんなんかなにもしらずに和樹といちゃいちゃしたがるでしょう。そこで『キスしたのはあたしだ』って意地悪したくなるのよ。自分の優位性を確かく認にんしたくなるわけ」


「そ……そんなことされたら、夕菜が騒さわぎますよ」


「あの娘が魔ま法ほうで暴れ回っても、やる価値あると思わない？」


　そんなことを訊きいてくる。


　和樹には玖里子の台詞せりふの真意が分からない。元々女性の心の動きに大変鈍どん感かんである。もしかすると自分を陥おとしいれるための陰いん謀ぼうではないかとすら思えてきた。結局、返答は懇こん願がんに近いものとなる。


「えー、価値があるかどうかはともかく、僕は命が惜おしいです」


「そう」


「なので、やっぱり黙っていましょうよ」


　我ながら情けないと思いつつも、頼たのみ込むしかなかった。


　玖里子は返事をしない。ただ、なにかを考えているような仕草。


「……まあ、いいか」


「いいんですか」


「黙っていればいいんでしょう。キスくらいでおたおたするのもあれだけど、夕菜ちゃんの耳に届かないようにしてればいいのよね」


「はい……」


「分かったわ。そうしておく。ただし」


　玖里子の身体が、わずかに前に出た。


「支し払はらいが必要ね」


「は？」


　和樹は眉まゆを顰ひそめた。


「僕、そんなにお金持ってないですよ」


「馬ば鹿か、お金の話なんかしてないわよ」


「だって支払いって……」


　玖里子は、ゆっくり自分の唇くちびるを指さした。和樹はどきっとする。


「え……」


「分かるでしょ」


「な、なにが……」


「こら。分かるのに分からないふりをするのは失礼よ」


　和樹はまごまごしている。眼前の女性がなにを言いたいのか分かってきたのだ。ただ、それへの耐たい性せいがまるでないときている。


「唇と唇を合わせることよ。キス」


　と玖里子。


「それくらいいいでしょ。口止め料よ」


「ぼ、僕が払はらうんですか……」


「当たり前じゃない」


　玖里子が和樹の手を摑つかむ。彼は拒きよ絶ぜつができず、されるがままだった。


　彼女は机から身体を乗り出した。和樹は身体を引こうとするが、もう一方の手で首の後ろを摑まれる。
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　撫なでるように、唇が触ふれあった。それほど長い時間ではない。


「……はい、どうも」


　玖里子は笑っていた。わずかながら顔が上気しているのは、さすがの彼女も緊きん張ちようしたのだろうか。


「ちゃんと受け取ったわ」


「受け取ったじゃないですよ……」


　和樹はようやく言葉を発することができた。


「なんでこんなこと……」


「したかったからよ」


　そう言われてしまうと、返す言葉がない。せめてなにか抗こう議ぎしようと、和樹は材料を探した。


「えーっと、昼間の学校じゃないですか。誰だれか入ってきたらどうしようって思ってました」


「それはあたしもそう。でも、スリルがあっていいじゃない」


　いいんだろうかと和樹は思う。教員に見つかったら学校内で問題になるかもしれない。さすがに停学まではオーバーだとしても。


「生徒会長とか……」


「あの子は無茶なことしない限り、見み逃のがしてくれるわよ。それよりも」


　玖里子がいたずらっぽい目つきになる。滅めつ多たにない表情だ。


「あたしとのキスは、これで二回目よ」


　ぐっと言葉に詰つまる和樹。そうなのだ。短期間で玖里子と二回もキスしたことになる。数日前までは、思ってもみなかった。


「こっ、これも……」


「もちろん黙だまっているわよ。和樹の頼みだからね」


　さらりと玖里子は言った。


「ま、秘密の共有ってのもいいでしょ」


　やけにさっぱりした割り切り方だった。一歳違ちがいでも年上は年上なのか、非常に大人びて見える。それとも和樹が子供なのか。きっと両方なのだろう。どういう付き合い方をしているのか知らないが、ボーイフレンドなら漬つけ物ものにするくらいいるはずだから、これくらいはなんてことないのかもしれない。


「じゃ、これで話はすんだわね」


　玖里子は放置しっぱなしになっている書類仕事に取りかかった。和樹は立ったまま。


「……どうしたの？」


「いえ……失礼します」


　とりあえず頭を下げてみた。


「また家でね」


　玖里子は顔を上げず、手だけをひらひらさせていた。





　　　　○





　授業はつつがなく終しゆう了りようした。夕菜がまた訊いてくるのではとの懸け念ねんがあったが、そのようなことはない。和樹はほっとすると同時に、「疑った僕が悪かったんだ。夕菜を恐おそれてばかりいるのも失礼だ」との気分が少しだけ湧わいた。


　ホームルーム終了（ひどいことに、伊庭かおりは二日酔よいがぶり返したという理由で出てこなかった）と共に、夕菜は帰宅していった。早めに学校を出て、スーパーに寄るのだろう。


　和樹も帰り支じ度たくをした。教室内では仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこと松まつ田だ和かず美みが、どうやって掃そう除じの分担をするか揉もめている。仲丸が机一つ運ぶたびに百円を要求し、和美は値下げどころか「馬鹿な交こう渉しようを持ちかけられたことに対する慰い謝しや料りよう」を持ち出したらしい。例によって数名の男女が加わって、ほとんど労使間の集団交渉と化している。


（よくやるよ……）


　ある意味平和な連中だと彼は思った。こっちはキスのことで頭がいっぱいだというのに。


「式森君」


　教室の外から誰かに呼ばれた。首を伸のばして外を覗のぞく。


　快活そうな女子生徒が立っていた。


「あれ、山やま瀬せさん」


　山瀬千ち早はやはにこりとしていた。


「一緒に帰らない？」


「いいよ」


　ちょうど出ようとしていたところだ。仲丸たちのアホな争いからも遠ざかりたかった。ぼやぼやしていると責任を押おしつけられるか、ジャッジを任されてしまう。


　教室の喧けん噪そうを背にして、千早と共に歩き出した。


　校庭では部活動の用意がはじまっている。いくつかの部では大会の予選がはじまるらしい。葵学園の陸上部は相当強いから、今年もいいところまでいくのだろう。


「どうしたの？」


　千早が話しかけてきた。


「あ、ごめん。ちょっと考え事……。山瀬さん、テニスやってなかったっけ」


「うん。そうだけど？」


「いや……聞いてみただけだけど……」


　考えてみたら、例のＭ＆Ｍコンテストもテニスがあったのだ。どうしても、あれに結びつけてしまう。


　千早は和樹の顔をじっと眺ながめていた。


「悩なやみ事……なのかな？」


「うーん……」


「あたしでよければ聞くよ」


　優やさしそうに笑ってくれる。千早は人のためになることが好きで、クラスの女の子の相談事にも積極的にのっているらしい。思春期の女の子だと、教師や親に言えないことも出てくる。彼女はそれらのことを、茶化したりせず、真しん剣けんに聞いていた。そのため深く信しん頼らいされているのだそうだ。


「式森君、登校のときもぼうっとしてたよね。心配だった」


　千早はどうもそのことで、一緒に帰ろうとわざわざ誘さそってきたらしい。悪いことしたなと和樹は思った。


「悩みといえば悩みなんだけど、ちょっと……」


　語ご尾びを濁にごした。さすがに彼女にまでぺらぺら喋しやべるのはどうかと思っている。


「珍めずらしいね。式森君がそんなに深刻になるなんて」


「そうかな」


「うん。あまりそんなことなかったから。……式森君の悩みって、男の子だけに関係すること？」


「え？」


「あ、ごめん。先走った」


　千早はほんの少しだけ頰ほおを赤らめた。


「ええっと……人間関係のことなの？」


　和樹は迷った末、首しゆ肯こうした。


「そんな感じ。玖里子さんとか……」


　今のところメインは彼女である。関連して夕菜。和樹は交友関係がそれほど広くはないので、主要な関係は彼女たちに限定される。


「喧けん嘩かしたの？　謝あやまった方がいいよ」


「そういうわけじゃないけど」


「そうなんだ。でも女の子と喧嘩したときは、とりあえず謝った方がいいよ。長引くとこじれるだけだから。謝ってから、じっくり話し合った方がいい」


「なんか詳くわしいね」


「あは。妹とね、喧嘩することもあるから。小さなことばかりなんだけどね。どこのお菓か子しが美お味いしいかとか、そんなこと」


　千早は照れくさそうになった。彼女の妹の神かみ代よも、葵学園に入学している。千早より背が低く、気が強そうだった。


「式森君たちならお菓子のことじゃないと思うけど……」


「うん……」


「どんな？」


「キスを……」


「えっ!?」


　千早が目を丸くした。そこではじめて、和樹は自分が喋った内容に気がついた。急いで言い添そえる。


「あっ、いや、あのね……。キスっていうか……キスなんだけど……」


「そうなんだ……」


　結局肯こう定ていしてしまった。和樹は自分の迂う闊かつさを呪のろった。


　千早は驚おどろいている。そりゃそうだろう。悩みのことでキスなんて単語が出てくれば、誰だって吃驚びつくりする。彼女も気楽に聞いたつもりなのだ。


　和樹はしどろもどろになって、うまく話せない。千早は恐る恐るといった様相で、訊きいてきた。


「キスって……風かぜ椿つばきさんとしたの……？」


「……そう」


　もう否定はできない。「ケネディ大統領を狙そ撃げきしたの？」と訊かれても肯定したかもしれない。


「あー、そうだったのか。どうも風椿さんと式森君、怪あやしいと思っていたんだけどねえ……」


　千早はただただ吃驚していた。


「式森君ってそういうのに積極的じゃないと思っていたのに、意外」


「積極的じゃなかったよ！　事故だったんだから」


「そうやって言い訳するのはどうなんだろ」


「本当だって！」


　和樹は必死になって説明した。こんなに汗あせだくになる必要はないと思うのだが、口が勝手に動いていた。自分でも焦あせりすぎだと分かってはいた。


　千早は黙って聞いてくれた。が、内容にまで賛同するとは限らない。


「それ、事故なの？」


「事故だよ！」


「ちょっと偶ぐう然ぜんすぎないかなあ。偶然キスとかしちゃう？」


「したんだよ」


「うーん」


　彼女は歩きながら、渋しぶい顔をした。いつの間にか敷しき地ちからは出ており、銀杏いちよう並なみ木きになっていた。


「風椿さんはどうなの？」


「どうって……」


「怒おこっていた？　式森君の顔なんか見たくもないって言ったりした？」


「それはないけど……」


「じゃあもう、事故かどうかなんて関係ないなあ。風椿さん、喜んでない？」


「ないよ」


　と思う。実のところそうかもしれないとの疑念もあるのだが、あまり喜んでいないだろうと思い込こむようにしていた。


「風椿さん、あんまり本心とか出しそうにないもんね。でも話を聞いていると、喜んでもおかしくないよ」


「そうかな……」


　和樹は我知らず腕うで組ぐみをする。こんなことで悩むのは、世界で僕だけかもしれないと思ったりもする。


「宮間さんにはどうしたの？　言った？」


「言ってないよ！」


　力ちから一いつ杯ぱい首を左右に振ふる。千早は苦く笑しようしていた。


「そうだね、言ってもいいことなさそうだもんね」


「そうそう。いいことない。言わなきゃみんな幸せなんだから」


「でも、不誠実かなあ」


　千早は少し非難がましい口調になった。


「宮間さんの立場だと、彼氏が隠かくしごとをしてるのは面おも白しろくないんじゃないかな」


「いや……彼氏ってわけじゃ……」


「あ、そうか。ごめん。でも」


　彼女は和樹の顔をじっと見つめる。


「あたしが式森君の彼女だったら、やっぱり言って欲ほしいかな」


「え、山瀬さんが……？」


　和樹は戸と惑まどった。千早の口から、そんな言葉が出てくるとは思ってもみなかった。


　彼から見て、千早は「女友達」である。夕菜たちも同じような立場なのだが、一いつ緒しよに暮らしており、下手な同級生よりも濃こい付き合いをしている。ほとんど人生の一部だった。


　それに比べて彼女は、浅い付き合いである。最近仲よくなったのだ。どこか遠くまで遊びに行ったことがあるわけでもなく、積極的な交流もないと思っている。ただしあくまで「思っている」なのは、ときおり千早が昔から知っているようなことをほのめかすためだ。無論和樹にそんな記き憶おくはない。


「か、彼女ってことは……」


「たとえだよ、たとえ」


　千早が苦笑した。


「やっぱりほら、付き合っているんだからお互たがいのことはよく知りたいじゃない。根ね掘ほり葉は掘ほり訊く訳じゃないけど、彼氏の携けい帯たい電でん話わの履り歴れきやメールをチェックしちゃう娘こだっているからねえ」


「……それ、ほんと？」


「わりといるよ。あたしが式森君の彼女でもそこまではしないけど、付き合う前ならともかく、付き合ったあとは隠しごとはなしにして欲しいかな」


　聞いている和樹の頭の中に、ふとあることが思い浮うかんだ。なにげなく口に出す。


「だったら、キスしたって言っても怒らない？」


「怒る」


　いきなり言葉に力がこもった。顔まで真剣だったので、和樹はどきりとする。


　千早の表情はすぐに元に戻もどった。


「彼氏が別の女の子とキスしたなんて聞いたら、そりゃ怒るよ」


「でも隠しごとはなしだって」


「そうだよ。だから怒るけど、ちゃんと話してくれたのはちょっと嬉うれしいかもしれない。もやもやは残るけどね。話してくれなくて、キスしたってことが分かるほうがあたしにとっては最悪」


　素す直なおに話す彼女は、わりとさばけていた。ドライな割り切り方というよりは、明るく、極力気にしないようにしていると感じられる。


　和樹は色々考えながら訊く。


「付き合う前だったら、いいんだ」


「それは気にしたってしょうがないから。でも、前の彼女からのメールをまだ保存していたら、消せって言う。プレゼント持っていたら、誰だれかにあげちゃえって言う」


「もったいなくない？」


「あー、式森君は女心が分かってないな」


　困ったもんだと言いたげな千早。


「他の娘のものなんか持っていたら嫌いやじゃない。なんか気持ちの一部が、まだその娘に向けられてる気がして。こっちは彼氏の心まで欲しいのに」


「ものはものだと思うんだけどな」


「プレゼントは違ちがうんだよ」


　和樹はまだ、ぴんときていない。男女関係の機き微びにはとにかくうといのだ。夕菜にも怒られるくらいである。千早も分かっているらしく、苦笑いをしながら説明してくれた。


「キスだって、その延長にあるようなものだよ」


「いや、僕だって、誰かと付き合っていて他の娘とキスするのはいけないと思うよ」


「でしょ。それが普ふ通つう。だから宮間さんの耳に入ったら、怒られるかもよ」


　彼はびくっとした。


「えっと、さっきも言ったけど、付き合ってるわけじゃ」


「あ、そうだったね」


　なにか含ふくみのある口ぶりである。


「でも宮間さんの気持ち次し第だいだからなあ。うん、キスはショックかも」


　なにやら千早は一人でうなずいている。もしかしたら、ある種のシンパシーを感じているのかもしれない。


「あたしも、彼氏がキスされたら怒るなあ……。でも、好きな人がやったことだから、きっと許しちゃうんだろうな」


「山瀬さん、許すんだ。なんかほっとするな……」


「お。式森君、だったらあたしと付き合う？」


「あ……ご、ごめん。そういう意味で言ったんじゃないんだ」


　和樹は取り乱した。反射的に頭を下げる。千早は腰こしに手を当てて、怒ったようなポーズ。
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「なんで謝あやまるかなあ。そういうときは、冗じよう談だんでも付き合うって言っておかないと、損するよ」


「損するんだ……」


「うん」


　それから彼女は言い添えた。


「あたしが損する」





　　　　○





　夕菜がスーパーでもたもたしていたのは、途と中ちゆうで神城凜と栗くり丘おか舞まい穂ほの二人と出会ったためで、一緒に買い物をすることになったからだ。


　二人は夕菜の買い物に付き合うと言い出し、夕菜を困こん惑わくさせた。舞穂はともかく、凜はどうなのだろうか。彼女はつい、釘くぎを刺さしてしまう。


「いいですか凜さん。おかずの食材を買いに来たんですよ。間ま違ちがえてニトログリセリンとか買わないでくださいね」


「そんなこと分かっています。なにを言うのですか」


　と言いつつ、剣けん豪ごう少女は調味料と思い込んで塩素系の洗せん剤ざいを買おうとしたので、やはり止める羽目になった。


　舞穂に「凜さんのことを、よく見張っていてください」と頼たのんで、夕菜は買い物をすることになった。お菓か子しの量が増えたのは、見張りへの報ほう酬しゆうも兼かねている。


　三人はビニール袋ぶくろを提さげて、スーパーを出た。今日の夕食はロールキャベツだ。夕菜の得意料理の一つである。もっとも彼女は料理ならなんでも水準以上のものを作る。


「わたしがやりますから、凜さんは、楽をしていいですからね」


「しかし、本当なら私が調理当番です」


「こういうのは好きな人がやればいいんです。わたし、お料理とっても好きですから、遠えん慮りよしないでください」


「少しくらいはお手伝いを……」


「いえいえ、いいんですってば」


　夕菜は笑え顔がおを崩くずさず、それでいて断固として拒きよ絶ぜつした。舞穂もこのときばかりは余計なことを言わず、「凜さんは夕菜さんに全部任せた方がいいよー」と口くち添ぞえしてくれた。


「早く帰って支し度たくしませんと」


　夕菜は歩きながら言った。


「和樹さんが待っているかもしれません」


「待っていますか？　あの男はいつももたもたしている印象があるのですが」


　と凜。料理の手伝いをさせてもらえないのが分かったので、不満げである。


「いくらなんでも、もう帰っていますよ」


「そこら辺で転んでいるかもしれません」


「子供じゃないんですから……」


　夕菜は空いた手で舞穂を摑つかんでいた。こっちは本当に子供である。ただしそれも見かけだけで本当は中学生の年ねん齢れいだから、当人に言うと怒る。


「和樹さんは、あれで食べる方です。たくさん作りましょう」


「そういえば今日の式森は、なんだかよそよそしい態度でしたね」


　凜がなにやら思い出しながら言う。


「朝から……まあいつも自信なさげですが……なんだか隠しごとをしているようでもありました」


「そうでしたっけ？」


　夕菜は首を傾かしげた。


「そんな感じでしたよ」


「そういえば……」


　徐じよ々じよに夕菜は思い出してきた。もちろん教室での出来事である。


　はぐらかされてしまったが、和樹の態度が不ふ審しんだったのだ。妙みようにおどおどしていた。いつものことではあるのだが、微び妙みように違いがある。具体的には眼球の動きが速かった。彼女は和樹のことなら、これくらいの違いを把は握あくできるのだ。


「なんか……怪あやしいです……」


　心のざわつきが増していく。そういえば右手薬指の曲がり方がいつもと違っていた。唇くちびるの震ふるえ方がおかしい。こめかみの汗あせの量が多い。考えれば考えるほど、彼女のセンサーが様々な差異を暴あばき出していった。


「和樹さん、なにか隠しごとをしてるみたいです……」


　声こわ音ねまで低くなっていく。凜と舞穂は、若じやつ干かんだがたじろいでいた。ここで爆ばく発はつされてはたまらない。和樹がいないのに巻き込こまれるのはさすがに理り不ふ尽じんであった。


　二人はとりあえず、夕菜を急せかそうとしていた。


「にゃー、宮間さん、早く帰ろう」


　そう言ったのは舞穂である。


「和樹君とは家で話せばいいから」


「そうですよ夕菜さん。舞穂ちゃんの言うとおりです」


　凜も急いで同意する。家ならば、被ひ害がいは最小限ですむ。


「…………」


　夕菜はなにも言わない。


「夕食の準備をしませんと、玖里子さんも待っていますから」


「……そうですね……」


　とりあえず彼女は納なつ得とくする。二人に「ごめんなさい、変なこと言って」と謝罪した。


　胸むねを撫なで下ろす二人。


「いえ、私たちもロールキャベツを早く食べたいですから」


「そうそうー」


　そう言って、凜と舞穂が笑った瞬しゆん間かん。


「あら……？」


　夕菜は前方に目をやり、声を上げた。





「山瀬さん、変なこと言わないでよ」


「変なことかなあ」


　千早は答えた。これも本気なのか冗談なのか、和樹には判別ができない。


「あたしは損するけど」


「だって、冗談なんでしょ」


「冗談だけど、本気でもあるよ」


　和樹にはどんな意味か分からなかった。あまりこういうことに慣れていないせいもある。


「そうなの？」


「やっぱり、付き合うって言ってもらいたいじゃない。女の子からは、なかなか言い出しづらいんだよ」


「ふうん……山瀬さんでもそうなの？」


「そうだって言ってるじゃん。あたしのことだよ」


「だって冗談なんだし」


「だから、冗じよう談だんでも」


　和樹は返答に困った。目の前の少女の意図が摑めない。千早はいつものような笑顔だが、瞳ひとみが潤うるんでいるように感じられた。どうも今日は、真しん剣けんな女性に出会ってばかりな気がする。


　ちょっとした間ができた。天使が通りすぎる。


「……ええっとね」


　最初に千早が話し出す。


「あたし、変なことばかり言ってると思うでしょ」


　さすがに肯こう定ていはできないが、いつもははきはきしている千早が、どうも謎なぞかけみたいなことをしてくるのが引っかかってはいた。


「それはね……悔くやしいから」


「？　なんで？」


「風椿さんが式森君とキスしたからだよ」


「そ……そうなの？」


　和樹にとっては意外な答えであった。


　千早は大きくうなずいている。


「別にあたしは式森君と付き合っているわけじゃないよ。でも、キスのことを聞いて、ちょっとね」


「でもあれは、事故だし……」


「それは関係ないよ」


　彼女は「しょうがないな」と言いたげだ。なんだか子供に諭さとしているようでもある。


「先を越こされたら悔しい。あたしだけじゃなくて、宮間さんや神城さんだってそうだと思う」


「…………」


「式森君はもっとこのこと、自覚した方がいいと思うな」


「えーっと、でも、自覚したって……」


　そもそも自覚がない上に、ぴんとこないことだらけだ。数式を理解しろということ以上に困難である。


　千早は少し考え、


「……ま、式森君はそうだよね。でもね、式森君が思っている以上に、式森君のことを見ている女の子は多いんだよ。もてるっていうか……みんな気にしているの。それだけは忘れない方がいいな」


「……うん」


　とりあえずうなずく。千早は眉まゆ根ねを寄せる。


「本当に分かった？」


「分かった……と思う」


「こら」


「分かったよ」


　どうにも説教をされている気分だ。同学年でも、精神年ねん齢れいは彼女の方がずっと大人である。


「よし。じゃあ、授業料だ」


　彼女はひょいと背を伸のばした。つま先立ちになって、和樹の頰ほおに唇をつける。


　温かい感覚は一いつ瞬しゆんだけで、すぐに離はなれた。彼は驚おどろき、なにもできなかった。


「山瀬さん……？」


「えへへ、あたしが授業料を払はらったみたいだね。実はね、キスのこと聞いて狙ねらっていたの」


　彼女はそう言って、顔を赤らめた。


「すごくドキドキしてるよ。自分でも思い切ったから」


「あの……僕もびっくりしたんだけど」


「だって驚かせたかったから」


　千早は照れたように笑っていた。


「……あ、宮間さんに言わないよ。でもほっぺただけだから、言っても大だい丈じよう夫ぶかな」


「それは……」


「どうしたんですか？」


　和樹と千早は、心底驚いて前を向いた。


　そこにはスーパーの袋ふくろを提さげた夕菜が立っていた。




　番外編　もうちょっとメイドの巻







　ベルギーのシャルルロア空港から旅客機が東の空に飛び立つ。機体はしばらく高度を上げてから北へと旋せん回かいするはずだ。白く塗ぬられたその姿を、リーラは身じろぎもせずに見守っていた。


　空港ターミナルの屋上展望台に立つメイドの姿は、他の観光客にとっては異様に映るはずだ。もちろん彼女はそんなことを気にもかけず、飛行機の行く先を見つめている。一点の曇くもりもない瞳と抜ぬけるような白い肌はだは、彫ちよう像ぞうのようでもあった。


　やがて旅客機は点となり、空の彼方かなたへと消えていく。そこでようやく彼女は、身をひるがえした。


「終わったか？」


　リーラの背後にいたのは、浅黒い肌をしたメイドであった。夏だろうと冬だろうと常に半はん袖そでで過ごしており、たおやかや可か憐れんといった単語とは縁えんのない性格をしている。名をセレンといった。


　リーラはセレンの台詞せりふに、直接的な返答をしない。


「航空無線の傍ぼう受じゆは？」


　セレンは一瞬きょとんとしたが、答えた。


「用意はしてあるぜ」


「すぐにはじめろ。それとＭＭＭ本部に連れん絡らくして航空救難隊の準備をさせておけ。スウェーデンとロシアの当局へはわたしから話をつける。空軍による護衛も……」


「おい、待て」


「北極上空の警けい戒かいはアラスカのレーダー網もうに頼たよるしかない。あそこの司令には貸しがあるから、情報は提供されるはずだ」


「待てって」


「日本に近づいたら中隊を出動させる。成田一帯を警戒させるんだ。到とう着ちやく後はすみやかにヘリに乗っていただき……」


「待てってば」


　セレンは両手を振ふった。そこでようやくリーラは、喋しやべるのを止やめた。


　その代わり、冷ややかな視線を向ける。


「なんだ。お前は上官の発言を制すると一ユーロの報ほう酬しゆうを受け取る商売でもはじめたのか」


「皮肉言うなよ、リーラらしくもない。極きよく端たんだぜ。飛行機は定時出発。天候は晴れ。燃料は十分。整備状態も良好。ついでに乗員がストライキをする心配もなし。これ以上なにが不満なんだ？」


「式しき森もり様がお乗りになっている機体だ。どこまで警戒しても、警戒しすぎにはならない」


　メイドたちの長であるリーラはそう答えると、再び上空に目をやる。もちろん旅客機の姿はない。


　その仕草を見て、セレンは呆あきれたように頭を振った。


「あたしにはとても真ま似ねができねえ」


「本当なら、わたしも式森様と共に日本へ戻もどりたかった。常にかたわらに仕えているのがメイドの務めだというのに……忠誠を疑われても仕方がない。身が引き裂さかれる思いだ」


　そっと目を伏ふせる。こうなると鋼鉄のようなメイドもクリームより柔やわらかく見える。美人のメイドが悲しげにしているため、数人の観光客がぎょっとして立ち尽つくしていた。


　セレンはやや居い心ごこ地ちが悪くなる。


「別にシキモリは気にしていないんじゃねえのかな」


「だったらなおのこと、わたしの忠誠心が足りないということになる」


「それ、本当に忠誠なのかねえ」


「忠誠以外のなんだというのだ」


「たとえばさ、れんあ……」


　そこまで言葉を発してから、セレンは口をつぐんだ。


「ま、いいや」


　部下の台詞を、リーラは深く追つい及きゆうしなかった。名残なごり惜おしそうに空に目をやってから、展望スペースの階段へ足を進める。


「戻るぞ。仕事が残っている」


「まだ、あの会議は続くのか」


「あれで終わりだ。今度から中隊長会議はテレビ会議にするよう提案する」


「他の中隊長と飲んだくれたりしないのか」


「お前と一いつ緒しよにするな。節度を守る人間ばかりだ……表面上はな」


　セレンは「わはは」と笑った。


「中隊長ってのは大変だ」


　二人は空港ターミナルを出た。隣りん接せつした駐ちゆう車しや場じように足を向ける。来たときは和かず樹きを送っていたため異様なまでに緊きん張ちようしていたが、さすがに今はぴりぴりしていない。


　駐車してある車に乗り込む。イタリア製イベコＬＭＶは軍用車両だ。そのため車体が大きく、駐車位置を示す白線からはみ出していた。


　低く唸うなるようなエンジン音と共に、車は動き出した。運転はセレンの役目だ。


　空港駐車場のゲートを抜け、右折する。高速道路に向かった。


「リーラはいつまでこっちにいるんだ。飛んで帰りたいんだろ」


「明日あしたにでも発たつと言いたいところだが、そうもいかない。やり残したことがある。雑用と書類仕事は管理職の敵だ」


　一いつ般ぱん的に立場が上になればなるほど決裁事じ項こうは増え、比例して書類が積み上がる。これは企き業ぎようもＭＭＭのメイドも変わらない。やるべきことが増えると一つのことに集中できず、結果として全体がおろそかになる。そのため雑用みたいな細々とした仕事は他者に渡わたした方が効率が上がる。なので企業には秘書が、軍隊には副官や副官付き秘書が存在していた。


　ところがＭＭＭのメイドには副官に相当する立場の人間が存在しない。これは「ご主人様に奉ほう仕しするものが奉仕されてはならない」という方針によるものだ。なのでたとえリーラといえど、自分のことは自分でおこなう必要があった。


　これは彼女に限らず、他の中隊長でも同じであった。そもそも、一般的に「大変」と呼ばれるようなことくらいこなせなければ、ＭＭＭで中隊長になれないのである。数多い業務を平然とこなすのは、メイドの誇ほこりでもあった。


　セレンはハンドルを握にぎりながら、首をかしげた。


「なんかやることあったか？」


「式森様にマナーを学んでいただくための場所を用意しなければならない。静かで、気候のいいところがいい。『モルトケ・ハウス』が適当だろうな。教師も一流どころを用意する」


「わお。会議での約束を実行するつもりかよ」


「当たり前だ」


「あたしなら先延ばしにして、せっつかれたら適当にはぐらかすぜ。そうしてりゃ、いつか忘れる」


「一度口にした約束は、守るように教育されたのでな」


「あたしは中隊長になれそうにないなあ」


　軽口を叩たたきつつも、セレンは交通法規を守って運転していた。元より運転は荒あらい方だが、今日は自重していた。


　リーラはなんとなく窓の外を眺ながめている。


「お前もそろそろ大尉ハウスキーパーになるべきだ。それだけの場数は踏ふんでいる」


「自分で責任持つよりは、誰だれかの下についたほうが気楽でいいなあ」


「能力を最大限発揮できる立場というものがある」


「だったらあたしは一等兵がいいところだ」


「過小評価はやめろ。さっき出がけにマリアンヌ大尉ハウスキーパーから、またセレンを戻せと言われた。聞こえないふりをしたが、来年になっても持ち出してくるだろうな」


　嘆たん息そくするセレン。常にがさつな彼女がこういう仕草をするのは珍めずらしい。


「マリアンヌ大尉ハウスキーパーはそんなにあたしのことが嫌きらいなのかねえ。手元に置いていじめるつもりだぜ」


「あの方はきちんとお前を評価している」


「あたしが第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに転属しても、喜ぶ人間はいないだろ」


「とりあえずわたしは喜ばない。有能な部下がいなくなる」


「そりゃどうも。あたしもその方がいいや。シキモリはどう思ってるか知らねえけど」


「式森様は理解していただいていると、信じている」


　リーラの口調には隠かくしようのない敬意と愛情が含ふくまれていた。


　セレンは覚さとられないように苦笑いしていた。リーラの和樹に対する態度には、主人とメイドを超こえたなにかが存在している。もちろんリーラは自己を律することに長たけており、余計な感情はおくびにも出さない。だがそれでも、ひょんなことで表れることがある。それは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドなら、誰でも知っていることであった。


「まあ……シキモリはちょっと鈍にぶそうだから、あまり感情の機き微びとかは期待しねえ方がいいかもな」


「わたしの立場では肯こう定ていも否定もできない」


「あの女の子もそう言っていたぜ。ミヤマ」


「……宮みや間ま様は、ときおり式森様に厳しくなられる」


　リーラは少しだけ疲つかれた表情を作る。これもまた、珍しい。


「宮間様が式森様を好すいておられるのはよく分かる。極端な形で噴ふん出しゆつしているだけだ」


「あれじゃ、命が危ねえだろ」


「好意を持っている異性に対して何な故ぜか冷れい徹てつな評価を下す。まあありがちなことではあるが……攻こう撃げき性せいを伴ともなうのは、な」


「ミヤマはあたしたちのことも嫌いだな」


「我々があの方に好かれるのは、アルプスを南半球に移設することより困難だ」


　リーラは再び窓の外を眺める。セレンとはいつもこんな会話をしていた。当然のことながら結論は出ない。主人一家とメイドたちの間でなんらかの齟そ齬ごが発生するのはそう珍しいものではない。大たい概がいのことは時間をかければ解決するのであるが、宮間夕ゆう菜なだけはどうにも困難であった。


　視界の中を乗用車がすれ違ちがっていく。交通量はそれほど多くはなかった。


　突とつ然ぜん、見覚えのある姿がリーラの目の端はしに映った。一いつ瞬しゆんだったがはっきりと分かった。


「セレン！」


「わっ」


　運転席のシートに座すわる身体からだが、ぴょんと跳はねる。


「なんだよ、危ねえな」


「今すれ違った車を追え」


「はあ？　どうして」


「Ｕターンだ」


「ここはターン禁止だぜ」


「早く」


　セレンはハンドルを切った。タイヤがきしみを上げ、大型の軍用車両が方向転てん換かんする。


　反対車線に乗った。セレンが愚ぐ痴ちった。


「お巡まわりにこんなとこ見つかったら免めん許きよを取り上げられちまう」


「非常事態だ。判事も許してくれる」


「なにを見つけたんだよ」


「さっきすれ違った車だ。黒のメルセデス」


「そんなのちょっと探せばごろごろしてるだろ。中古屋でも開くのか。それともトップギアに感化されたのか」


「風かぜ椿つばき様と神かみ城しろ様が乗っていた」


　リーラは身体が揺ゆれないよう扉とびらに手をかけながら、前方を凝ぎよう視ししていた。


　セレンが意外そうに訊きく。


「なんだ？　日本にいるはずだろ」


「そのはずだ。ただ二人は後席に乗っていた。運転していたのはメイドだ。誰かが連れてきた」


「当然リーラは知らねえよな」


「耳にも入っていない。あとをつけろ」


「こんなデカブツだから、すぐにバレるぜ」


「好都合だ」


　セレンがアクセルを踏み込こむ。リーラは携けい帯たい電でん話わを取り出して、素す早ばやく操作をした。


「エルザか？　わたしだ。日本に連れん絡らくして、葵あおい学園の風椿様と神城様がいつ出国したか、誰が手引きしたか調査させろ。それと宮間様の居場所もだ。大至急」


　電話が終わったころ、セレンの運転する車は黒のメルセデスに追いついていた。スモークガラスのせいでよく分からないが、確かに日本人らしき二人が後部座席に座っている。


「絶対気がついているぜ」


　セレンは運転しながら紙巻きタバコを取り出してくわえた。火は点つけない。リーラは前方から目を離はなさなかった。


「速度を増した様子はない。わたしたちを案内してくれるんだろう」


「日本から高校生二人をかっさらうなんて、どこのどなたさんだ」


「わたしたちに好意を持っているとは思えないな」


　イタリア製の軍用車両は車間距きよ離りを取った。そのまま二台の車は、ハイウェイをひた走っていった。





　到とう着ちやくした場所は、なんと牧場であった。羊が大量に飼われており、甲かん高だかい声で鳴きながらリーラたちを迎むかえ入れていた。


　細い道を軍用車両は進む。セレンは、万が一にでも柵さくを越こえた羊をはねないようにと、慎しん重ちようを期した。


「メーメー鳴いてるぜ。歓かん迎げいのしるしかね」


「動物に好かれるのは、それはそれで才能だ」


「羊肉って好物なんだけどなあ」


　メルセデスが木造の家の前で停車した。赤く塗ぬられた三角屋根がよく目立つ。セレンはその後ろに停めた。


　メルセデスから風椿玖く里り子こと神城凜りんが降りるのがうかがえた。メイドの一人に案内されて、家に入っていく。


「あたしたちは追わないのかよ」


「すぐに迎えが来る」


　リーラの言葉通り、メイドの一人がやってきた。まだ若く、動きがぎこちない。ＭＭＭ所属となってから日が浅いようだ。それでもロシア製サブマシンガン、ＰＰ─90ビゾンを構える手に震ふるえはない。


　彼女は助手席のリーラに声をかけた。


「どうぞ、降りてください」


「従おう。よければ銃じゆう口こうをよそに向けてもらえないか」


「招かれていないお客様には、たとえメイドといえど警けい戒かいするよう指導されております」


「立派なものだ」


　リーラとセレンは降車した。セレンは「そんなもん向けるな。気持ちわりぃ」と罵ののしっている。


　二人はメイドに案内され、正面玄げん関かんから中に入った。リーラはちょっとだけ玄関口の周囲に目をやる。


「ここは中隊のセーフティーハウスか？　イングランド人の住むところは、どうしたって相応の臭においがつくものだ」


「…………」


「黙だまらなくてもいい。どこの所属かくらい、メイド服を見れば分かる」


　サロンに通される。そこには玖里子と凜、そしてメイドの一人が着席していた。


　玖里子がこちらを向いた。


「あら、リーラ」


「これは風椿様」


　リーラは優ゆう雅がに腰こしを折った。セレンもとりあえず同じ仕草。


「わざわざベルギーまで、よくお越しくださいました」


　玖里子は肩かたをすくめていた。


「強ごう引いんに連れてこられたっていうのが、正直な感想ね」


「代わりにお詫わびいたします。わたしたちのことを驚おどろいておられないようですが」


「車の中で説明されたわよ。日本のメイド喫きつ茶さはいいの？」


「部下に任せてあります。あくまで短期間のみの開店ではありますが」


「評判いいらしいわね。ヨーロッパまで聞こえてるって、そこのメイドが言ってたわ」


　玖里子が視線を戻もどす。着席しているメイドが、リーラたちをうながした。


「座ったらどうです？」


「メイドは使用人です。お客様と同格になっては、教育と見識を疑われます」


　言われた相手、第一装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの中隊長、クレア・エバートン大尉ハウスキーパーは、にこりとした。


「お二人がわたくしに着席を勧すすめてくださいました。断ってしまっては、それこそ見識が問われるというものでしょう」


「……では」


　リーラとセレンは籐とう製の椅い子すに座った。


　メイドが三人と、日本の女子高生が二人という構図となった。知らない人間が見たら、奇き異いに感じることだろう。


　それは連れてこられた玖里子と凜も同じであった。特に玖里子は胡う散さん臭くさげである。


「揃そろったところで訊きたいんだけど、なんであたしたちはここにいんのよ」


「強引にお呼びしたことは、幾いく重えにもお詫びいたします。いずれＭＭＭ本部から使者が赴おもむきます」


「詫びの品なんていらないわよ。それよりＩＴインフラで新興のメーカーを教えてもらいたいわね。姉たちが喜んで投資するから」


「伝えておきます。実はお願いがありまして」


「なに？　そういや和樹もここに来たんだっけね」


「あの方は、いわば面通しのためにお呼びしたものでした。お二人は違います。少し協力していただきたくて」


「どんな？」


　クレアは一いつ拍ぱくおいた。


「式森さんのことです。あの方について、うかがいたいことがあります」


　リーラの身体がぴくりとした。クレアは気づいているのかいないのか、話を続ける。


「つい先日、式森さんにお会いしました。優やさしそうな方ですね」


　玖里子がうなずく。


「そうね。夕菜ちゃんもよく言うわ」


「正直に申しますが、わたくしもあの方に惹ひかれるところが出てきました」


「クレア大尉ハウスキーパー！」


　今度のリーラは、誰だれもが分かるほど動どう揺ようした。


「冗じよう談だんは止やめていただきたい」


「落ち着いて、リーラ。ただそのあとに考えたのです。あの方がどうしてこう、メイドの心をくすぐるのか」


「はじめて聞いたわ、それ」


　と玖里子。隣となりの凜も同意見らしいが、こっちは顔には表していない。


　クレアは話を続けている。


「他の中隊長も同意見です。今すぐにでもご主人様になっていただきたいと主張するものも多いのですよ。会議でリーラが退席してから一ひと荒あれありました。あのドイツ人に独どく占せんさせるなとの過激な意見まで出る始末で」


「大変ね」


「そこでおたずねしたいのですが、式森さんのどこが魅み力りよく的だと思われますか？」


　玖里子は視線を凜に向けた。剣けん豪ごう少女はそっぽを向いた。


「あんたにも聞かれているんだと思うけど」


「別に式森に興味など」


「それ、誰が信じるの？」


「……私一人が信じていれば十分です」


　玖里子は少し笑うとクレアに言った。


「難しい質問ね。リーラに訊いたら？」


「すでに訊きました。誠実で魅力的だと言ってます」


「ああ、リーラは和樹のことをよく見てるわね。魅力的かどうかは個人の趣しゆ味みだからなんとも言えないけど、誠実なのは確かね。優ゆう柔じゆう不ふ断だんではあるけど誠実」


「ところがそれだけで、並み居る中隊長がやられてしまいました。恐おそらく、ＭＭＭ創設以来はじめてのことではないでしょうか。わたくしとしては、事情が知りたいと思っています」


「それ、真ま面じ目めに言ってるのよね」


「はい」


　クレアの表情は、常に穏おだやかで変わることがない。だが台詞せりふは常に真しん剣けんであった。


　玖里子が思案しながら唇くちびるを舐なめる。


「んー……そうね、まあ和樹のことは魔ま力りよくとか色々あんだけど、ぴったり波長が合うってのが大きいわ。自分のことを言うのもなんだけど、和樹の誠実さって、凄すごく穏やかで心の中にするっと入り込んじゃうのよ。人によっては母性本能をくすぐるって感じるかもしれないけど。和樹自身はおどおどしてみっともなかったりするんだけど、邪じや心しんはないからね。こっちも安心して心の扉とびらを開けたりするわけ。気がついたら憎にくからず思っていたりすんの」


　彼女は時々視線をさまよわせていた。以前の自分の姿を思い出しているのだろう。


「そのことが瞬しゆん時じに分かるってのは、まあさすがにメイドだわね」


「ありがとうございます」


　クレアが礼を言った。


「風椿様のおっしゃることはよく分かります。誠実なご主人様というのは、メイドにとっても誇ほこらしいものです」


「クレア大尉ハウスキーパー、式森様はわたしたちだけのご主人様です。言葉には気をつけてください」


　リーラが釘くぎを刺さす。いつもならやんわりとした言い方になるものだが、今は余よ裕ゆうがない。


「……このように、ＭＭＭはじまって以来の傑けつ物ぶつとまで呼ばれたメイドが、心の底からまいってしまうのです。ＭＭＭ内部に、危険視したり利用しようという勢力が現れるのも当然でしょうね」


　困ったような表情になるクレア。玖里子はメイドの内部事情には興味を示さなかった。


「質問はおしまい？」


「いえ。実はまだお願いがありまして」


　クレアが改まった。


「メイドの教育係となっていただきたいのです」


「は？」


　玖里子は妙みような声を上げた。隣の凜は黙っていたが、やはり不思議そうにしている。


　クレアの口調にふざけた調子はない。


「ＭＭＭ所属のメイドはご主人様に最大限の奉ほう仕しをするため、常に最高の教育を受ける必要があります。現在、中隊の拡大計画もあるため教育担当は不足気味です。それでお招きをしました」


「和樹の話をしていたのに、あたしたちのこと？」


「式森様のことを各中隊長に講義するという仕事もあります。もっとあの方のことを知りたいという娘こが多くいまして」


「呆あきれた。まるでアイドルね。冗談だと思っていていいのかしら」


「そんなことはありません」


　玖里子はいったん黙った。ただし疑問視する視線は解いていない。突とつ然ぜんのことなだけに、全面的に信しん頼らいする気が起きないのだ。


　代わって発言したのはそれまで沈ちん黙もくしていた凜だった。


「なにをさせるつもりなのですか？」


「風椿様には投資と企き業ぎよう経営。神城様には刀を利用した対人戦せん闘とうを指導していただければと思っています」


「私たちはただの学生です。他人を教えるだけの資格はありません」


「ご謙けん遜そんを。お二人ともその道の達人であると確信しております」


　凜は再び口を閉じる。彼女は日本刀の使い方に長たけており、本家は退たい魔まで名をはせている。彼女自身は自覚したことがないものの、達人であることは確かであった。


「クレア大尉ハウスキーパー……」


　リーラの言葉を、クレアはそっと手を上げて制した。隣を見ることもしない。


「……ずいぶんとあたしたちに慣れないことをさせるのね」


　これは玖里子だ。彼女は数か国語を理解できるが、ここではずっと日本語で通している。


　クレアも日本語で話していた。しかも発音が完かん璧ぺきである。


「風椿様と神城様のお力なら、きっとメイドたちの能力も飛ひ躍やく的に向上するでしょう」


「他人に教えたことなんてないわ」


「報ほう酬しゆうは十分に用意いたします」


「それはどうも」


「では、お引き受けいただけると考えてよろしいのですか」


「考えさせて」


　玖里子は明言を避さけた。ちらっと隣の剣豪少女に視線をやる。


　凜は彼女に同調した。


「我々の本分は学業です。すぐにお引き受けするわけにはいきません」


　クレアは微笑ほほえんでいた。


「もちろんです。近くに最高級のホテルを用意させています。ぜひ逗とう留りゆうなさって、お考えください」


「もういいかしら？」


「はい」


　玖里子と凜はこの場を辞そうとしていた。この二人よりも早く、リーラが立ち上がった。


「わたしがお送りします」


「リーラ、部下にやらせます」


　クレアの言葉を、リーラは即そく座ざにはね除ける。


「それなりの階級のものがやらなければ、失礼にあたります。フッガーホテルでよろしいのですね」


「そうです」


「では」


　リーラはセレンをうながし、一礼してから部屋を出る。玖里子と凜もついてきた。


　セレンが車を正面にまわそうとしたが、リーラは「わたしが運転する」と告げた。このメイドは、肝かん心じんなときには自分でハンドルを握にぎる。


　玖里子と凜は後部座席に乗った。「軍用車両なので、乗り心ごこ地ちは保証できません。申し訳ありません」とリーラは伝えた。


　エンジンをふかして敷しき地ちから出る。しばらく道路を走った。


「……なあリーラ、クレア大尉ハウスキーパーをほったらかしていいのかよ」


　助手席のセレンが言う。フランス語だった。


「構わない。あの方も文句を言わなかっただろう」


「拉ら致ちしたみたいで居心地が悪い。なんでカゼツバキとカミシロを連れてきたんだろうな」


「……反主流派のたくらみだ」


　リーラが断言した。目線は前方から離はなさない。セレンは口笛を吹ふいた。


「お。そいつは穏やかじゃねえな」


「教師が必要ならいくらでもいる。ＭＭＭはメイドの教育関係にも莫ばく大だいな予算を割さいている。わざわざ日本から連れてくる意味がない」


「じゃあ目的はなんだ」


「式森様の周りから、風椿様と神城様を離すためだろう。自分たちに取り込んでしまうつもりだ。そうしてから式森様を説得する。あのドイツメイドはクビにしてください。風椿様も神城様もそう言っております、とな」


「せこいねえ」


「実力で引き離そうというよりは効果的だ。刃やいばを合わせたくないんだろう」


　リーラは淡たん々たんとした口調だが、喉のどの奥底にわずかながら怒いかりを含ふくませていた。およそ和樹のこととなると、彼女も感情を揺ゆり動かされる。


　セレンは少しだけ不思議そうにする。


「クレア大尉ハウスキーパーって、陰いん謀ぼう家かだったか？」


「いいや。あの方は正々堂々としておられる。でなければあの数のメイドを御ぎよすることはできない」


　クレアは伝統ある中隊を率いており、尊敬を一身に集めている。それだけに他者からも厳しい目で見られており、少しでも卑ひ怯きような真ま似ねをしては即座に部下がそっぽを向くはずであった。


「やけにシキモリのことを知りたがってたぜ」


「他の中隊長からの突つき上げだろう。皆みなとの友情を見直さなければならん」


「わはは。でもどうすんだ」


「たくらみに乗るわけにはいかないだろう……風椿様」


　リーラはハンドルから手を離さないまま、会話の相手を変へん更こうした。


「会話は聞こえていたと思いますが」


「……ええ。フランス語なんて久しぶりに耳にしたわよ。理解するのに骨が折れたわ」


　玖里子は返事をした。隣となりの凜はフランス語が分からない。なので玖里子が今までのことをかいつまんで説明した。


「それで、あたしたちになにをさせたいの？　ああ、日本語で喋しやべってね」


「はい。このまま日本に帰国していただけるとありがたいというのが本音です。ですがその前に、お二人の胸の内を明かしていただきたいと思いまして」


「そりゃいいけど、リーラ好みの答えにならない可能性だってあるわよ」


「仕方ありません。わたしたちは与あたえられた立場で全力を尽つくすのみです」


「よく、ギャンブラーは配られたカードで勝負するしかないって言うけど、あんたもそのクチ？」


「わたしはギャンブルはしません」


　リーラは車の車線を変更する。スピードを落とし、なるべく騒そう音おんが低くなるようにしていた。


　玖里子はすぐに返答はしなかった。小声で二言三言、凜と話をする。


「まず言っておくけどね、あたしはどのメイドの味方でもないわ。夕菜ちゃんの味方よ」


「はい」


「あたしたちと夕菜ちゃんは和樹を取り合ってるライバルなんだけど、同時に友人なわけね。友人の悲しむ顔を見るのは断ることにしてる」


「宮間様が悲しんだりすると？」


「……まあ悲しむ前に怒おこる気はするけれどね」


　玖里子が肩かたをすくめる。ルームミラーで分かるくらいはっきりしていた。


「でも、夕菜ちゃんと和樹を引き離すために協力しろというなら、今の段階では御ご免めんこうむるわよ。あたしたちが自分の意志で和樹を奪うばうから、いいのよ」


　隣の凜が「私は式森に興味などありません」と文句を言っていた。が、それが本心ではないことくらい、ここにいる誰だれもが知っている。


　リーラは台詞せりふを続けていた。


「では、わたしたちとは敵対すると」


「そうは言ってないわ。敵か味方の二元法で判断するもんじゃないくらい、分かっているんでしょ」


「ところが世間では、早急な回答を求める人がいるようです」


　リーラが前方を指さした。直線道路の向こう側に、白と黒で色分けられたゲートが設置されていた。周囲には車両が止まっており、多くの人間が忙せわしげにうごめいている。


　眉まゆを顰ひそめる玖里子。


「あんなの、来たときにあったかしら」


「ありませんでした。どうやらわたしたちが目的のようですね」


　よく見ると、ゲートにいるのは全員メイドだった。しかも一人残らず武装している。


　そして油断なく、こちらの車を凝ぎよう視ししていた。


「なにをするつもりでしょうか」


　凜が呟つぶやく。リーラの雰ふん囲い気きに緊きん張ちようが増した。


「穏おだやかなことではないでしょうね……セレン」


「ん」


　浅黒い肌はだをしたメイドは、足あし下もとをごそごそやり出した。取り出したのはＨ＆Ｋ社製ＭＰ７サブマシンガンだった。彼女は外から見えないように、足下で操作をしている。


「風椿様と神城様、いつでも伏ふせられるようにしていてください」


　リーラは後席にそう声をかけ、スピードを落とした。


　窓の外ではメイドの一人が、片手を上げて止まれの合図をしていた。ゲートのポールは横になっており、閉まっている。


　ブレーキが踏ふまれる。エンジンはかけたままだ。リーラは窓を下ろした。


　メイドの一人が近づいて敬礼した。


「失礼します」


「なにごとか」


　リーラは外から扉とびらを開けられないように押おさえていた。チェックに来たメイドは、相手がリーラと知っていささか緊張していた。


「メイドの中から薬物濫らん用よう者しやが出たとの連れん絡らくがありまして……」


「恥はずべきことだな」


「それでボディチェックと車内検査をおこなっています。ご協力を」


　車体の後部と助手席側にもメイドが回り込こもうとしている。リーラは話をしているメイドのことをじっと眺ながめていた。銃じゆうを下ろしていない。


「……訊ききたいが、所属部隊はどこだ？」


「は……？」


「貴官の所属はどこだと訊いている」


「…………」


「部隊章がないぞ」


　メイドが急いで銃じゆう口こうを向けようとする。一いつ瞬しゆん速く、リーラはアクセルを踏んだ。


「風椿様、神城様、伏せてください！」


　エンジン音がひときわ高くなり、スプリント選手のようにイベコＬＭＶがダッシュした。ゲートのポールが真っ二つになる。


　助手席からセレンが身体からだを乗り出し、ＭＰ７を乱射した。ゲートのメイドたちは反射的に身体を低くしている。散発的に撃うち返されてはいるが、当たってはいない。


　あっという間にゲートが視界の後方へ置き去りとなった。


　玖里子が髪かみを押さえながら、恐おそる恐る頭を上げた。


「なにあれ!?」


「恐らく我々を拘こう束そくするつもりだったのでしょう。薬物濫用者が出たなどと、噓うそもいいところです」


「よく分かったわね!?」


「カチューシャの色が全員同じでした。それに部隊章もなにもない、まっさらなメイドです。恐らく所属部隊を知られたくないのでしょう」


　リーラがハンドルを切る。遠心力に引っ張られながら、車が右折した。


「それにしてもよく分かったな。あたしはちと自信がなかった」


　セレンが乗り出していた身体を元に戻もどしながら言った。後ろから弾たまは飛んでこない。


「半分は勘かんだな。所属部隊を隠かくしているところを見ると、ブランデンブルク部隊だろう」


「あー、あの秘密任務専門の奴やつらか」


「風椿様と神城様を押さえてしまうつもりなのだろうな。式森様への圧力材料にするつもりだ」


「てえことは、ブランデンブルク部隊は、クレア大尉ハウスキーパーが指揮してんのか」


「まさか。あの方は第一の指揮官だ」


「でも、この二人の身み柄がらをさらっちまうつもりなんだろう」


「クレア大尉ハウスキーパーとは別だろう。反主流派は強きよう硬こう手段に出るつもりだ。ひょっとすると、クレア大尉ハウスキーパーの手元からも強ごう奪だつするつもりだったのかもしれんぞ」


「第一と戦わなくていいのはありがてえや」


「まったくだ」


　セレンの台詞にリーラは同調した。クレアの指揮する第一装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、歴戦の部隊である。伝統があり気品に溢あふれていると評判のメイドたちだが、その実あちこちに転戦を繰くり返していてベテラン揃ぞろいでもあった。場数だけならリーラの第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーも負けていないため、この二つが戦ったらどちらが勝つのかは、賭かけの対象になるほどだ。


　現在、リーラの部隊は日本と欧おう州しゆうに分かれている。正面からクレアの部隊とぶつかってしまうと、不利は否いなめなかった。


「ブランデンブルク部隊は、秘密任務がメインの部隊だ。大がかりな戦いは避さけるはずだ」


　セレンは窓から空を眺めていた。


「そうでもねえようだぞ」


　上空に、風切り音とエンジン音が響ひびき渡わたっていた。どんどん大きくなっていく。


　後席の凜が振ふり返った。


「ヘリコプターが接近しています」


　リーラはルームミラーで確認した。一瞬だけだったが、黒くろ塗ぬりの軍用ヘリが視界に映った。


「ＮＨ90だ」


「なんだってあんなでかいのを飛ばすんだ」


　セレンが嘆なげく。ＮＨ90は軽車両の搭とう載さいすら可能な大型ヘリコプターである。かなりの新しん鋭えい機きでもあった。


「それだけ我々のことを恐れていると考えよう」


「ポジティブで結構」


　セレンは再び身を乗り出して射しや撃げきをはじめる。もっともヘリコプター相手にサブマシンガンの弾など、コンクリートブロックに雪玉を投げるのとかわらない。


　ＮＨ90は車の上空を通過すると、旋せん回かいして接近してきた。そして側面に据すえられた機き関かん銃じゆうで射撃をはじめる。


　エンジン音と射撃音と着ちやく弾だんの音で、とんでもない騒さわぎとなった。アスファルトが削けずられて、破は片へんが車体に当たる。


「しばらく振り回します」


　リーラはハンドルを左に切る。林の小道に鼻はな面づらを突つっ込こませた。


　農業用の道らしく、軍用車両が通るようには造られていない。そのため木の枝が窓ガラスを叩たたき続けていた。


　玖里子が窓から外を見る。


「これなら上から発見されないってわけ？」


「どうでしょう。サーマルスコープくらいあるでしょうから」


　リーラの言葉通り、再び射撃がはじまった。ついさっき車体があった場所を銃じゆう弾だんが切きり裂さいていく。


　それでもリーラはアクセルを緩ゆるめない。全速で林の中を走っていた。


　不意に視界が開ける。林の外に出たのだ。セレンが驚おどろく。


「おい、遮しや蔽へい物がなくなっちまったぞ」


「あそこに停める。降りる用意をしろ」


　リーラは左前方に見える家屋を指さした。こぢんまりとした二階建ての家で、小ぶりの別べつ荘そうのようだ。


「籠ろう城じようする気かよ」


「このまま蜂はちの巣になるよりはよかろう」


　彼女はアクセルターンをおこなった。煙けむりを上げながらイベコＬＭＶが別荘の玄げん関かんに横付けとなる。


「出てください。早く」


　リーラは後ろの二人に声をかけると、自らは鍵かぎを手に別荘の扉を開けた。


「中です。遠えん慮りよはいりません」


　全員室内に入ったのを確認してから施せ錠じようする。手て際ぎわのよさに、セレンは呆あきれた。


「ここ、リーラの持ち物なのか？」


「なにかあったときのためのセーフティーハウスだ。籠城戦もできる」


　リーラは壁かべ際ぎわにある大きな扉を引いた。ひんやりとした空気が流れ出る。


　中は武器庫になっていた。壁際には自動小しよう銃じゆうに機関銃、対戦車兵器がずらりと並んでいる。床ゆかには弾だん薬やくが山積みとなっていた。


　彼女は玖里子と凜に告げた。


「好きなのをどうぞ。一戦交えないとならないようですから」


「あたし、専門家じゃないわよ」


　と玖里子。リーラは微笑ほほえむ。


「銃じゆう器きの扱あつかいはできるとうかがっております」


「まあ……海外にいた頃ころ使ったわよ。でも普ふ通つうの女子高生より慣れてる程度だから」


「十分です」


「私はこれで」


　凜が自前の日本刀を見せた。


「飛び道具は好きではありません」


「格かく闘とう戦せんはお願いします」


　リーラは武器庫から出ると、一階に設置されている無線のスイッチを入れた。周波数を合わせると通信を送る。


　いくらもしないうちに、雑音ばかりとなった。


「妨ぼう害がいされているか……セレン、準備はいいか？」


「まあな」


　セレンは窓際にミニミ軽けい機き関かん銃じゆうをセットしていた。箱形マガジンを大量に用意している。


「この家の壁かべはどうなんだ。木製だったらチーズと同じだぜ」


「鋼板が埋うめ込まれている。小しよう銃じゆう弾だんくらいびくともしない」


「なら、遠慮なくいくか」


　リーラは後ろを振り返った。


「ブランデンブルク部隊はお二人が目的です。我々がお守りします」


「あたしは中立がいいかなあ」


「反主流派とブランデンブルク部隊に捕とらえられたら、今よりは待たい遇ぐうが悪くなります。断言します」


「分かったわよ。で、あんたは守る人間にも戦わせんのね」


　玖里子がＳＣＡＲアサルトライフルを手にしたまま文句を言った。


「前代未聞だわ」


「なにしろ人手が足りませんので」


「メイドの味方のつもりはないんだけどねえ」


　と言いながらも、彼女はＳＣＡＲを構えた。なかなか堂に入った姿である。


　凜は相変らず日本刀を抱かかえたままだ。無言で集中力を高めている模様。


　リーラは告げた。


「そろそろ来ます」


　別荘の近くにはヘリを着陸させるだけの空き地がない。離はなれたところで人員を下ろすはずだ。ＮＨ90は四十人からの兵員を輸送する能力がある。


　やがて繁しげみをかきわける音がする。


「降こう伏ふく勧かん告こくは……しねえか」


　セレンがタバコをくわえながら呟つぶやく。リーラは首しゆ肯こうした。


「ブランデンブルク部隊は通常の手順を踏ふまない。いきなり撃うってくるぞ」


　その言葉通りだった。突とつ然ぜん、甲かん高だかい射撃音が周囲から響いた。


　小銃弾が別荘の壁に着弾する。一回二回ではなく、立て続けに聞こえてきた。ただ、内部に影えい響きようはない。


　セレンが感心した。


「おお、確かになんともねえや」


「壁はいいが問題は窓だ。装そう甲こうシャッターを用意したかったが、予算が間に合わなかった」


　リーラの言葉に玖里子が渋しぶい表情を作る。


「画が竜りよう点てん睛せいを欠くわね」


「官かん僚りよう主義はやはり敵です」


　セレンが窓を割った。


「撃つぜ」


　軽機関銃の連続射撃音が響き渡る。繁みと林の方面に銃弾が撃ち込こまれた。


　玖里子も射撃をはじめる。銃じゆう口こうがぶれておらず、安定感のある撃ち方だった。リーラも同じＳＣＡＲを手にして、引き金を引いた。


　林の方面を中心にして、メイドの集団が別荘に接近しつつあった。皆無言であり、殺気だけを放っている。指揮官らしき女性の声だけが聞こえてきた。


「さすがブランデンブルク部隊だ。無む駄だ口ぐちを叩かない」


　リーラが感心した。玖里子が弾だん倉そうを入れ替かえつつ訊きく。


「手を緩めたりしてくれるのかしら」


「無理でしょうね」


　再び射撃がおこなわれる。今度は腹に響く低音までしていた。


「迫はく撃げき砲ほうですね」


「殲せん滅めつされるわよ」


　と玖里子。リーラは平静を保っている。


「ここの屋根はもっとも装甲化されています」


　確かに何発か着弾したが、爆ばく発はつだけで穴が空いたり崩ほう壊かいする様子はなかった。


「破は片へんにだけ注意してください」


「そうも言ってられないわね」


　爆発に紛まぎれて、メイドが接近してこようとする。玖里子が近づかせまいと銃弾を放った。


　小規模だが、見方によれば要よう塞さい戦せんに等しかった。火力支し援えんのもと、メイドが接近して突とつ入にゆうしようとしている。リーラたちは豊富な銃弾を利用して、追い払はらおうとしていた。


　人数に差があるが、地の利はリーラたちにあった。隠かくれている方が有利なのだ。弾だん幕まくを張って恐きよう怖ふ心しんを与あたえ、なにもさせまいとする。


　それでもブランデンブルク部隊は突とつ撃げきを止やめない。撃げき退たいされても距きよ離りだけは詰つめようとしていた。


　何度目かの突撃を失敗させてから、セレンが散らばった薬やつ莢きようを蹴け飛とばした。ついでにくわえていたタバコも捨てる。


「あいつら何人いるんだ？」


「無む尽じん蔵ぞうではない。ブランデンブルク部隊は匿とく名めい性せいが重要だから、数はそう増やせない」


　リーラも弾倉を交こう換かんした。セレンは一いつ瞬しゆんだけ窓から頭を出して、引っ込める。


「じゃあ、あたしたちは時間を味方につければ勝つぜ」


「向こうも対策は立てるだろうな」


　再び重低音がした。今度はさっきよりも音が軽い。


　屋根ではなく地面に着ちやく弾だんしてはじけた。瞬またたく間に白い煙けむりが充じゆう満まんする。


「煙えん幕まく弾だんかよ」


　セレンが舌打ちする。リーラは銃口を外に向けた。


「来るぞ」


　何人もの人間が地面を蹴けっている音がする。近づけないように射しや撃げきをするが、煙幕のせいでどうなっているか確認できない。


　玖里子は撃ち返していなかった。慎しん重ちように耳を澄すませている。


「すぐ外にいるわよ！」


　突然、窓の中になにかが投げ込まれた。


「手榴弾グレネード!?」


　セレンは叫さけんだが、違ちがった。炸さく裂れつはせず、代わりに光と音を撒まき散らす。


　特とく殊しゆ部隊が突入に使用する閃せん光こう弾だんであった。一瞬だけ視界と方向感覚を奪うばう魔ま法ほうの爆ばく弾だん。非殺傷型なので治安部隊に重宝される代しろ物もの。


　別べつ荘そう内部に光が充満する。さしものリーラも一瞬方向感覚を失った。身体からだがゆっくりと動いているようにしか感じられない。窓からブランデンブルク部隊のメイドが突入してくるのが分かったが、もどかしいくらい動けない。


　この危機に一人対処したのは、黒くろ髪かみの剣けん豪ごう少女であった。


「たあっ!!」


　凜は日本刀を抜ぬくと、そのまま足を踏み出す。彼女が退治している魔ま物ものの中には、光と音を武器にしているものもいる。そのため対処はできていた。


　目をつむって耳を塞ふさぐ。一時遮しや断だんしてから、彼女は皮ひ膚ふ感覚のみで戦った。


　突つっ込こんできたメイドを峰みね打うち。さらに突入してくるメイドを蹴飛ばすと、柄つかで殴なぐりつける。


　窓から叩たたき出した。そのあたりでようやく、リーラたちは感覚を取り戻もどした。


「ありがとうございます、神城様」


「礼はいいです」


　凜は外をうかがった。今の攻こう撃げきが失敗したためか、ブランデンブルク部隊はいったん退さがったようであった。


「また攻せめて来るでしょう。いつまで戦うのです？」


「そうよ、こっちだって不ふ眠みん不ふ休きゆうは無理よ」


　玖里子がげほげほと咳せき込んだ。煙を吸ったらしい。リーラは答える。


「はい、それは……」


「おいリーラ、来やがったぞ！」


　セレンが叫ぶ。前方の林の中に、うごめく影かげ。そしてかすかだが、車両のエンジン音もする。そしてヘリコプターの風切り音。


　リーラは少しだけ目を細めた。


「増ぞう援えんか」


「ブランデンブルク部隊はあまり数を用意しないんじゃなかったのかよ」


「訂てい正せいしよう」


「どうすんだ、おい。戦せん車しや砲ほうとかぶち込まれたら、さすがにやられちまうぞ」


「…………」


　こうなると立て籠こもったのが裏目に出る。火力勝負になると人数が少ない方が不利になるのだ。


　リーラの決断は速かった。


「脱だつ出しゆつする」


「おい。さっき乗ってきたのはもう動かねえぞ」


　イベコＬＭＶは最初の攻撃で穴だらけになっていた。ただのバリケード代わりとなっており、炎えん上じようしなかっただけ運がいいというレベルである。


「いや、風椿様と神城様だけを逃にがす」


「え、あたしたちだけ？」


　玖里子が自分自身を指さした。凜も意外そうにしている。


　リーラはうなずいた。


「はい。ここの地下に、非常口があります。すぐ裏に通じているだけですが、引きつけるために射撃をしますので脱出できるでしょう」


「あんたたちは？」


「囮おとり役がいなければ、脱出は不可能です」


　つまり、ここで戦い続けるということだ。当然火力は二人だけとなり、相手の攻撃は増している。時間が過ぎれば疲ひ労ろうも蓄ちく積せきするだろう。


　玖里子はなにか言い出そうとするが止め、代わりに息を吐はいた。


「多分こういうのって、説得しても無理なのよね」


「わたしたちではないとはいえ、風椿様と神城様は無理に連れてこられました。お詫わびいたします。シャルルロア空港に連れん絡らく係がいますので、事情を話せばチケットを用意してくれます」


「リーラとセレンが生き残れる可能性は？」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは微笑ほほえむだけだった。


　セレンが顎あごでしゃくる。


「リーラ、早くしてくれ。そろそろ撃うってきそうだ」


「風椿様、神城様、そこの階段下です。地下へのハッチがあります」


　それだけ告げると、リーラはＳＣＡＲの弾だん倉そうを鷲わしづかみにした。ここからはセレンと二人で防衛しなければならない。窓付近で構える。


「やるぞセレン。死ぬなよ」


「よく言うよ」


　セレンが苦笑いをする。二人は照準を合わせようとした。


　と、包囲しているはずのメイドたちがざわめいていた。


　鬨ときの声を上げているのではない。明らかに、意外なことが起こって慌あわてているのだ。ブランデンブルク部隊のさらに後方から銃じゆう撃げきが起こり、いっそうの混乱が発生した。


　ヘリコプターが上空を旋せん回かいする。ＮＨ90ではない。ＡＨ64戦せん闘とうヘリだ。機体の側面にはメイドの横顔と、十字に交わったサーベルのマーク。


　ヘリはブランデンブルク部隊に向かって射撃をはじめた。さらに地上からも攻撃を受けている。攻撃しているのもメイドだった。


　別荘の包囲が解ける。ブランデンブルク部隊は混乱しながらも、引き上げていく。


　セレンは、敵がこちらにやってこないように射撃をして牽けん制せいしていた。


「追うか？　リーラ」


「いや。風椿様と神城様を呼よび戻す方が先だ」


　二人はまだ脱出していなかった。ちょうど別荘から出る寸前だったので、戻ることができた。


「どうなったの？」


「どうやら間に合ったようです」


　玖里子の疑問にリーラは答える。


「間に合ったって？」


　別荘に装そう甲こう車しやが近づいてきた。セレンが軽けい機き関かん銃じゆうを構えるが、リーラは下ろすように告げる。


　別荘の扉とびらを開けた。度たび重かさなる銃撃で蝶ちよう番つがいが壊こわれており、軽く押おしたら倒たおれてしまった。


　装甲車からメイド服の女性が降りてくる。


「なかなかの戦闘だったようですね」


「助かりました。クレア大尉ハウスキーパー」


　リーラが敬礼をする。第一装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの指揮官は、軽く手を振ふり、上空の攻撃ヘリコプターに合図をする。ヘリは一度旋回すると引き上げていった。


「あなたから通信を受けたときは驚おどろきましたよ。途と中ちゆうで妨ぼう害がいされましたが……なにを伝えたいかは分かりました」


「恐きよう縮しゆくです。もう少し遅おくれていたら、ヴァルハラへの片道券を持たされていたところでした」


「よくわたくしに連絡をする気になりましたね」


「クレア大尉ハウスキーパーがブランデンブルク部隊を支持するとも思えませんでしたので」


　クレアは苦く笑しようしていた。


「わたくしはＭＭＭ本部の派は閥ばつ力学には興味がありませんが、ブランデンブルク部隊を好まないのは事実です。それに、一時的とはいえ、かつてはわたくしの部下だった人間の頼たのみです。無下に断るのもどうかと思いました」


「ありがとうございます」


　別荘からセレンと玖里子、凜も出てきた。最初は警けい戒かいしていたが、リーラがクレアと会話をしているのを見て、すぐに緊きん張ちようを解く。


　玖里子がほんの少しだけ、感心した顔つきになった。


「あら、あたしたちを日本から連れだした人間が、結局助けてくれたの」


「はい。このような形となってしまいました」


　とクレア。彼女は続けて言う。


「ホテルに宿しゆく泊はくしてもらうつもりでしたのに」


「訊ききたいんだけど、本当にただ泊とまるだけだったの？　そこからもどっかに連れて行くつもりだったんじゃない？」


「お答えすることはできませんが、ＭＭＭ本部から派は遣けんされた係員がホテルで待っていたはずです」


「じゃあリーラは、そのことを知って、他の場所に連れて行こうとしたの？」


　リーラはごく普ふ通つうに返事をする。


「確証はありませんでした。しかしクレア大尉ハウスキーパーといえど、ご主人様の命令に反する行動は取れないはずですので」


「わたくしどものご主人様は、ＭＭＭ本部の反主流派に借りがありますので。ですがお二人を連れてきたことで相そう殺さいされたと判断しております。あとはリーラに」


「ブランデンなんとかを追い払はらっちゃって、立場が悪くなるんじゃないの？」


「そのあたりはどうにでもします。やはりわたくしたちとしては、式森さんを反主流派の道具にされることに心こころ穏おだやかではないのです。シンシアは別ですが」


「ふーん、やっぱ和樹ってメイドにモテんのね」


「魅み力りよく的な方ですから」


「あんたも惹ひかれてるんだっけ」


「個人的な感想です。あまりおおっぴらに言うと、リーラに敵視されてしまいます」


　クレアは「ではこれで失礼いたします」と、玖里子と凜に礼をした。優ゆう雅がな仕草であった。


　彼女と部下たちは装甲車に乗り、引き上げていった。


「……あー、疲つかれた」


　玖里子が肩かたを回す。剣豪少女はいつもと変わらぬ表情だ。


「私は別に」


「あんたはドンパチ慣れてるからでしょう。リーラ、あたしたちはさっさと日本に帰るわ。チケットよろしく」


　リーラは軽く頭を下げる。


「かしこまりました」


「ファーストクラスね」


「仰おおせの通りに。なんでしたら、チャーター機を飛ばします」


「そこまではいいわよ……まったく、危あやうくメイドの教育係にさせられるところだったわ」


　玖里子がぼやきながら、髪かみを軽く直す。リーラは言った。


「お二人が優ゆう秀しゆうなのは本当です。日本に残っているメイドの教育係にもふさわしいかと思います」


「あー、それ以上言わないで。夕菜ちゃんにバレたら酷ひどい目にあわされる」


「なんでしたら、宮間様もご一いつ緒しよに」


「それがあり得ないことくらい、リーラも知っているでしょうが」


　玖里子の言葉に、銀髪のメイドは返答しない。ただいつものように、柔やわらかな笑えみを浮うかべるだけだった。






　あとがき







　築つき地じです。まぶらほの新刊でございます。ドラゴンマガジン誌の連載をまとめたものです。


　思えば月刊だったドラゴンマガジンも判型が変わると共に隔月となりました。まぶらほよりも前に連載をしていた小説もスレイヤーズのみとなり、一いち抹まつの寂さびしさがあります。私の小説も、他社で出したシリーズがいくつか終了してしまいました。ですがまぶらほは、まだまだ元気です。今後ともよろしくお願いします。


　そしてそして、ドラゴンマガジンでは新シリーズ「略してにのゐ！」もはじまりました。こっちはまぶらほ短編よりもさらに短いストーリーの集合体です。まだ文庫になっていませんが、よろしければ読んでみてくださいませ。





　さて、まぶらほの連載が続いている間、世間ではただの人間には興味のない女の子が大ヒットしたり、部活ものが隆盛を極めたりしていました。そのどれもが「学校」をベースにしたもので、しかも高校。まるで世界は高校生に支配されたかのようです。まぶらほ開始当初はあまり学園ものがなかったのですが、現状を見ると隔かく世せいの感があります。


　ここまでブームになった理由は様々なものがあるでしょうが、書く側からすると、高校生はなにやらせてもサマになる、というのがあります。ちょうど大人と子供の間の思春期で、社会経験はないけれど身体からだはできあがっています。無む茶ちやがきき、しかも学校なら誰でも容易に想像できる舞台となれば、これは書かずにはいられないでしょう。


　いいことばかりの学園ものですが、欠点というかどうしても避けて通れないことがあります。それは時間の流れです。現実の高校が三年間しかない以上、一年生であっても卒業していなくなってしまいます。楽しい世界はいつまでも続いて欲しいと願っている身としては、これはキツイ。


　一番ありがちな解決策は、時の流れを遅くすると言うものです。大量のイベントが時間の中に詰め込まれているという意味でもあります。私もよくやります。というか、まぶらほが実はこれです。


　欠点ももちろんあります。なんだかんだで時は流れているので、季節もののイベントがほとんど使えないのです。クリスマスとかバレンタインデーとか。これらは一年に一度しかないので、最大でも三回しかできません。なんてもったいない。バレンタインデーなんか月に一回あればいいと思います。下へ手たすると海にも行かせられなくなったりして。


　別の解決策として、時間の流れを止めてしまうというものもあります。サザエさん方式ですね。一年間がぐるぐる回っているため、年に一度のイベントでもちゃんとおこなえます。


　欠点は延々続いて終わらせ方が不明というのがあります。これを解消するために延々続けるというのがあるんですが、作者が潰つぶれてしまったりします。


　一番やりやすいのが、実はちゃんと三年間書ききるというものです。これならはじめから終わりを見据えることができるので、ストーリーの組み立てが容易です。欠点はお分かりだと思いますが、続けたくても続けられなくなります。ちょっともったいない話です。





　どの方法をとるか。これは作者の判断となります。中にはこれらを組み合わせる人もいます。判断の基準は趣味であったり市場の要請であったり、様々です。


　まぶらほは今のところ、時が流れていますが、いつまでも続けられるようになっています。それでもいつかは終わりが来るはずです。いつになるかは私にも分かりません。ですがその時になっても、全キャラクターに幸せが来るようにしたいと思っています。まだ先の話ではありますが、終わるようなときになったら、どうか彼ら彼女たちを応援してあげてください。よろしくお願いします。





　ではこれで。次の巻は……もしかしたら別シリーズ？





二〇一〇年八月十六日




築地　俊とし彦ひこ





　初　出







第三十二話　『ｋｉｓｓ　３』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年５月号




第三十三話　『ｋｉｓｓ　４』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年７月号




第三十四話　『ｋｉｓｓ　５』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年９月号




第三十五話　『続　ｋｉｓｓ　１』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００８年11月号




第三十六話　『続　ｋｉｓｓ　２』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００９年１月号




番外編　　　『もうちょっとメイドの巻』




　　……書き下ろし





まぶらほ


～じょなんの巻・なな～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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